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税制改革―「再分
配」は置き去りか

法人減税　国民
の理解が不可欠
だ

性犯罪の罰則
深刻な被害に見
合う法改正を

経済対策　「ばら
まき」懸念が残る

税制改正大綱
拭えない格差拡
大の懸念

沖縄冷遇―政府
対応は大人げな
い

アサッテ君　４０年
分の感謝を込め
て

与党税制大綱
経済再生へ着実
に改革進めよ

勾留制度　安易な
拘束は慎みたい

障害者の雇用
働く意欲に応える
努力を

インド洋津波１０
年　教訓を共有し
連携深めよ

企業の公的支援
で自由競争をゆ
がめるな

マンガと戦争　身
近で生々しく伝わ
る

小中一貫校　導
入の効果と課題
見極めたい

中国の腐敗撲滅
公正透明な「浄
化」なのか

関電は経営合理
化へ決意示せ

経済対策　必要
性も効果も疑問だ

原子力人材育成
原発政策に新増
設も加えよ

温暖化対策―希
望をつないだ妥協

国に頼らずに地
域主導で地方創
生を

アルコール問題
ほどほどでこそ
「百薬の長」に

知事出馬表明　ま
ず３期１２年の総
括だ

電源構成比率
意思決定の透明
性確保を

遠隔教育―多様
な授業期待したい

正念場迎えた大
学入試改革

地方創生戦略
目標達成へ実行
力が問われる

介護報酬下げ
サービス低下の
恐れも

産科医不足　「悪
循環」を断ち切り
たい

ＳＴＡＰ問題　「全
容解明」を放棄す
るな

経済対策にバラ
マキの懸念はな
いか

リベンジポルノ
根絶へ厳しい対
応を

２０１４回顧・世界
顕在化した様々な
脅威と危機

日本郵政の上場
将来像をもっと明
確に

経済対策　再加
速の足がかりとせ
よ

高浜再稼働に広く
地域の声を

地方創生戦略
国は支え役に徹
せよ

経済対策３兆円
地方バラマキの
思惑はないか

平成大合併１０年
教訓生かす自治
の形を

難民の認定―責
任を果たす制度を

地方創生　地域
の「覚悟」が試さ
れる

郵政は上場後の
将来像を投資家
に示せ

ＳＴＡＰ不正　科学
研究の原点に戻
れ

２０１４回顧・日本
災害への備えを
問われた１年

ＳＴＡＰ問題　ＥＳ
細胞混入の解明
を

ドイツの決算　ア
フガン派兵代償高
く

郵政株上場　国
民の利便性どう守
るか

日本郵政上場―
将来の具体像を
示せ

朝日社長会見
日本の尊厳回復
どう図る

ＳＴＡＰが問う理研
の責任

郵政の上場計画
経営改革を加速さ
せよ

郵政３社上場へ
市場に評価される
将来像示せ

官製談合疑惑
札幌市でなぜ続く
のか

登山届条例　山
のマナーにしたい

地方創生　地域
の特性を生かした
い

関電再値上げ―
いつまで原発頼
みか

日本のスポーツ
界　当事者能力を
欠いている

新大学入試　もっ
と開かれた議論を

関電再値上げへ
原発停止の負担
はもう限界だ

中間貯蔵施設
政府の本気度問
われる

小中一貫校　子ど
も本位の仕組み
を

燃料電池車　「水
素社会」へ普及促
進を

学生バイト―学業
に配慮してますか

衆院第三者機関
改革加速へ仕切
り直しを

介護報酬改定
地域福祉をつぶ
すな

国連北朝鮮討議
「拉致」進展への
圧力としたい

噴火への備え　命
を守る情報が欲し
い

武器貿易条約
米中ロも早期に加
われ

サイバー攻撃　映
画への脅迫許さ
れない

第３次安倍内閣
―数におごること
なかれ

第３次安倍内閣
丁寧な政権運営
を求める

第３次安倍内閣
―財政再建に道
筋つけよ

所在不明児　情
報共有の態勢整
えたい

再エネ新ルール
―既存事業はこ
のままか

再生エネ拡大に
ブレーキをかけす
ぎるな

インド洋津波１０
年　防災の知恵
共有しよう

地震予測地図
日本中どこでも災
害は起きる

高浜「合格証」　な
し崩し再稼働を危
惧

エボラ熱　人権へ
配慮の対策を

佐賀県知事選
課題見据えて政
策論戦を

公共交通再生―
自治体がまず動
こう

中国は鉄鋼過剰
の対応急げ

新着床前診断
十分な倫理的検
討を

大学入試改革
山積する課題を
克服できるか

大学入試改革
小中高教育も変
えねば

ボパールの悲劇
忘れてはならない
もの

再犯の防止　更
生を助け支える社
会に

サイバー攻撃―
国際社会共通の
脅威

対米攻撃が示す
サイバー脅威の
深刻さ

ＣＯＰ２０閉幕　削
減枠組みに実効
性を

保育施設の事故
再発防止の体制
整備が急務だ

サイバー攻撃　表
現の自由への挑
戦だ

住まいの貧困　生
活基盤の崩壊が
心配

大学入試改革
教育現場の声に
耳傾けよ

大学入試改革―
個別試験がカギ
だ

コンビニを高齢者
ケアの場に

サイバー攻撃　北
の責任厳しく問え

朝日慰安婦報道
指弾された「強制
性」すり替え

障害者への虐待
根絶へ周囲の目
が重要

米ＣＩＡ拷問　大義
で正当化できない

アフガン米軍　撤
退でイラク化させ
るな

全国学力調査―
本来の趣旨を忘
れずに

再生エネ買い取り
価格引き下げ促
す改革を

原油安に気を緩
めず最適な調達
体制築け

新興国市場　世
界経済に新たな
懸念

香港デモ終結　民
主化要求の再燃
は不可避だ

原油価格下落
歓迎も副作用に
警戒を

サイバー攻撃　情
報化社会に対策
迫る

認知症対策―早
期診断いかすに
は

ルーブル暴落
「プーチン主義」
転換せよ

起業を妨げぬファ
ンド規制に

原子力政策　原
発回帰の本音み
える

再生エネ普及　見
直しの副作用は
最小限に

政治とカネ　「みそ
ぎ」は済んでない

犬の大量遺棄
ブームの裏に潜
む貧困

ふるさと納税―原
点は自治体の応
援だ

東京駅開業１００
年　発想と技術を
次の世代へ

人工知能の未来
を注視し研究を怠
るな

八百長疑惑　契
約解除も選択肢
では

米映画中止　看
過できぬ北のサイ
バー攻撃

ＳＴＡＰ作れず　理
研の体質が問わ
れる

核の非人道性―
被爆者の訴えを
外交に

反日宣伝　黙さず
事実で反論重ね
よ

大間原発審査で
問われるもの

集団的自衛権
議論深める工夫
ほしい

国際市場の波乱
「逆石油ショック」
を警戒せよ

再生エネルギー
原発依存が普及
を阻む

ＳＴＡＰ問題―多
方面への教訓生
かせ

ＳＴＡＰ検証　理研
はなお核心の究
明を

全員参加へ一歩
前進の国連温暖
化会議

混迷ロシア経済
危機回避へ協調
探れ

米キューバ接近
冷戦の残滓解消
に課題は残る

エア・ドゥ失態　緩
み目立つ「道民の
翼

３０キロ圏内の声
を聴け　大間と高
浜

ＳＴＡＰ問題　「な
ぜ」の真相を解明
せよ

ルーブル急落―
強硬策が経済を
壊す

米ソニー映画中
止　表現封じる脅
迫を許すな

ＳＴＡＰ問題の真
相なお遠く

ＳＴＡＰ否定　論文
不正の全容解明
を

ＳＴＡＰ作れず　細
胞の正体は何
だったのか

冬の嵐　経験を次
に生かしたい

ＳＴＡＰ細胞　真相
はまだヤミの中

温暖化対策　世
界を主導する目
標示せ

高浜原発―集中
立地を直視せよ

米キューバ雪解
け　「自由と民主」
につなげよ

米・キューバ接近
がもたらす力学の
変化

投票率の低下　も
はや国民的な課
題に

パキスタン襲撃
テロ封じへ国際協
調を強めよ

米国とキューバ
隣国との平和共
存こそ

米キューバ関係
正常化への好機
逃すな

米キューバ関係
「冷戦の遺物」解
消に進め

米国とキューバ―
正常化への流れ
加速を

高浜原発「合格」
再稼働への流れ
作りたい

子ども標的の残
虐テロを憂う

米・キューバ接近
意義深い発想の
転換だ

高浜原発「合格」
再稼働に政府支
援が不可欠だ

ＣＯＰ２０　自主目
標任せ　不十分だ

北星学園大問題
暴力に屈せぬは
当然だ

太陽光買い取り
急増は想定外
だったのか

介護報酬―「引き
下げ」でいいのか

学力テスト　競い
合う効果に目向け
よ

原油安と制裁に
揺れるロシア経済
の不安

パキスタン乱射
子らへの憎むべ
き蛮行

ＣＯＰ２０　温暖化
対策に問われる
実効性

パキスタン　許せ
ぬ非道な学校襲
撃

学校襲撃　イスラ
ムの教えに背く

パキスタンテロ
過激主義封じ込
めるには

パキスタン―テロ
根絶へ国際支援
を

学校テロ　癒着絶
ち徹底的な掃討を

安全を徹底し車の
信頼回復を

高浜原発合格証
京都、滋賀の声
尊重を

政労使合意　「人
への投資」は企業
の役割だ

政労使合意　働く
者全体の底上げ
を

欠陥エアバッグ
タカタ任せは限界
だ

九州就職内定率
向上への鍵は中
小企業だ

賃金引き上げ―
生活水準向上を
目標に

ＣＯＰ２０　目標値
急ぎ存在感回復
を

政府の役割は賃
上げできる環境づ
くりだ

都市ガス自由化
消費者のための
議論

南京「哀悼日」
容認できぬ一方
的な反日宣伝

民主党の再生　２
年間の総括欠か
せぬ

沖縄で自民全敗
「県内」拒否の民
意再び

鳥インフル　警戒
強め感染拡大阻
止を

低投票率―民主
政治の危険水域

政労使合意　賃
上げは社会的な
責務だ

民主主義を脅か
す投票率低下

大間原発の審査
脱依存の道踏み
外すな

民主党代表選へ
出直しには厳しい
総括が要る

大間原発申請
独り善がりの手続
きだ

豪立てこもり　「イ
スラム国」感化に
警戒

核兵器非合法化
日本こそが実現
の先頭に

民主党の再生―
存在意義を問い
直せ

海江田代表辞任
後継選ぶ前に政
策論議を

アベノミクス　期待
と不安に応えよ

首相記者会見
優先課題を間違
えるな

野党の再建　反
省材料には事欠
かない

日銀短観―経済
運営見直し必要
だ

安倍首相会見
「進むべき道」着
実に歩め

連敗・民主党　な
すべきことは明白
だ

道内政党　低い投
票率に危機感を

戦後最低投票率
民主主義の形骸
化危ぶむ

2014/12/15
自公大勝で政権
継続―分断を埋
める「この道」に

自公圧勝　安倍
路線継続への支
持だ　規制緩和と
再稼働で成長促

「多弱」による勝
利に慢心は許さ
れぬ

衆院選　「冷めた
信任」を自覚せよ

衆院選自公圧勝
重い信任を政策
遂行に生かせ

衆院選、自公が
圧勝　異論も聞き
入れる政治を

第３次安倍政権
へ／「白紙委任」
と勘違いするな

「声なき声」に謙
虚たれ　安倍政権
継続へ

熟議の政治を　進
むべき道は一つ
なのか

子や孫と一緒に
投票所に足を運
ぼう

＜２０１４衆院選
＞きょう投票　白
紙委任にはする

不安あり希望もあ
り　大晦日に考え
る

持続可能社会／
公正・公平を問い
直そう

世相に見る一年
「ありのままで」輝
くには

アベノミクスと「芝
浜」　年のおわり
に考える

防災・減災　災害
の年／犠牲繰り
返さぬ誓い新たに

２０１４年回顧
「心のデフレ」乗り
越えて

見ず、聞かずの原
発被害　年のおわ
りに考える

廃炉研究拠点／
国と地域が結束し
て推進を

きょう衆院選　危
機への処方箋比
べよ　日本再生の

安倍政権再始動
経済戦略の強化
を最優先せよ

勝利の勢いを政
策実現につなげ
よ

きょう投票　政治
に確かな意思表

考え抜いた一票を
週のはじめに考え

2014/12/27

政治は全国民の
ために　第３次安
倍内閣発足

第３次安倍内閣
／議論を尽くす姿
勢で臨め

第３次安倍内閣
発足　国民との対
話を重んじよ

経済対策　一時
的には楽になって
も

棄権は意思表示
なのか　年のおわ
りに考える

ひとり親家庭／個
別的・包括的支援
を急げ

2014/12/24

2014/12/28
地方創生戦略―
自治体の学び合
いこそ

政権は持続力あ
る成長をめざせ

2014/12/26

第３次安倍内閣
経済再生と好循
環を完遂せよ

第３次安倍内閣
異論に耳傾ける
政治を

対話重視の政権
運営を心がけよ

第３次安倍内閣
強い日本へ加速
する時だ

2014/12/24

経済対策決定へ
／実効性には疑
問符が付く

2014/12/16

スカイマーク支援
競争環境の維持
が前提だ

新規上場／「地方
発」を増やしてい
こう

エネルギー政策
民意とずれては
進まない

再犯防止／孤立
防ぐ支援策の強
化を

賃上げ「合意」／
柔軟な経済運営
こそ必要だ

朝日慰安婦報道
日本人の名誉を
回復せよ　事実で
歴史問題を伝え
たい

2014/12/22

2014/12/21

2014/12/20

2014/12/19

2014/12/18

2014/12/17

2014/12/23

発明は困難との
対話から　週のは
じめに考える

山形快進撃／Ｊ１
舞台に旋風巻き
起こせ

認知症対策／モ
デルとなる国家戦
略描け

五輪種目の追加
／大会の肥大化
は避けよ

解党的出直しの
機会に　海江田民
主代表辞任

来年度予算編成
／財政再建を占う
「試金石」だ

’１４衆院選　民主
党代表辞任／人
物識見、時間かけ
評価を

防災・減災　集落
孤立／対策の遅
れは命に関わる

買い物弱者／都
市も深刻に、対策
が必要

’１４衆院選　きょ
う投票／棄権は
未来を捨て去るこ

（衆院選）きょう投
票―「私たち」に

衆院選きょう投票
１票で強い民主主
義

きょう投票　日本
の将来創る確か2014/12/14

全国紙 ブロック紙

法人税の改革をさ
らに前進させよ

法人税減税　次
は企業が成果で
応えよ

2014/12/31

日韓国交５０年―
歴史の節目に歩
み寄りを

2014/12/30

回顧２０１４　「法
と正義」の破壊許
すな　平和を脅か
しているのは誰だ

イスラムと世界
対テロへ新たな連
携を

2014/12/29



中国経済の「新常
態」を生かせ

ＩＯＣ五輪改革　次
世代に継承してこ

敦賀原発の破砕
帯　科学者の原
点を忘れるな

成長促すエンジン
にＩＴ戦略生かせ

五輪種目追加
東京の成功につ
なごう

再生医療　安全
性の確保が普及
の前提だ

＜２０１４衆院選
＞憲法論議　前
のめりは許されな

介護・医療　安心
への将来像示せ

農業政策　再生
への明確な将来
像を

あす衆院選　「安
全保障」も選ぶ基
準に

意義ある国民審
査にするには

衆院選　ここを問
う…若者のために

あす投票　ネット
情報も有効活用し
よう

＜２０１４衆院選
＞憲法論議　前
のめりは許されな

香港デモ終結　次
は立法会の出番
だ

五輪の改革　東
京大会へ好機を
生かせ

（衆院選）沖縄の
基地―終わった
事ではない

衆院選と歴史認
識　国益守る発信
力問われる

世界の自由化を
主導する通商政
策を

衆院選　ここを問
う　日米のつなが
り

教育政策　学びの
中身に踏み込み
不足だ

＜２０１４衆院選
＞沖縄基地問題
民意を慎重に把

女性・少子化　生
きづらさの解消が
先

被災地は今　実
感できる復興急ぎ
たい

ヘイトスピーチ―
社会も問われて
いる

秘密保護法施行
機密と知る権利
の両立を

労働審判制みえ
てきた課題

香港デモ排除　民
主化要求は消え
ない

雇用問題　非正
規の処遇改善に
具体策を

核兵器国際会議
非合法化実現に
努力を

温暖化対策会議
再生エネで削減し
よう

ヘイトスピーチ
問われる日本の
人権感覚

女性の力引き出
す環境整備へ議
論深めよ

ＣＩＡの「拷問」　対
テロ戦争の重い
過ち

企業の営業秘密
盗用が割に合わ
ない制度に

＜２０１４衆院選
＞雇用政策　働き
方の質を高めね

福島の被災者
苦悩を受け止め
たのか

沖縄基地問題
本土の有権者も
考えよう

粘り強い「イスラ
ム国」対処を

衆院選　ここを問
う　憲法

日米同盟　辺野
古移設の実現が
重要だ

＜２０１４衆院選
＞どうする農政
活力取り戻す将

ノーベル賞講演
若者へ送るエー
ルだ

金融政策と物価
損得に偏りが生じ
るのは

（衆院選）秘密法
施行―「不特定」
の危うさ

野球ソフト復活へ
東京で新たな五
輪像示せ

民主主義の土台
たる「知る権利」を
守れ

麻生財務相発言
子供を産める環
境が大事なら

大雪災害―孤立
でも命守る備えを

衆院選と農業政
策　確かな攻めの
ビジョンを

五輪追加種目は
透明な議論で

秘密保護法施行
他国との情報共
有に不可欠だ

（衆院選）中韓と
の関係―来年こ
そ本格対話を

香港の抗議行動
民主化要求は止
まらない

農業の構造改革
に後退は許されな
い

麻生発言　出産し
やすい社会こそ

バスケ協会処分
五輪目指す選手
の夢を摘むな

円安加速　負の
側面もっと直視を

貧困・格差　命の
重みが問われる

憲法　「改憲」再
起動もあり得る

麻生氏の発言―
問われているの
は誰か

ＧＤＰ下方修正
「誤算」の処方箋
約束せよ

中国は反腐敗の
制度化を

衆院選　ここを問
う　沖縄の基地

議員定数削減
大衆迎合の主張
は嘆かわしい

＜２０１４衆院選
＞道内も終盤戦
へ　関心高める議
論が必要

周永康氏逮捕へ
法治利用の危うさ
も

バスケ日本処分
「選手が主役」を
忘れるな

米国防長官指名
大胆な安保政策
の遂行を

企業の力高める
株式市場の活性
化策競え

混乱バスケット界
選手第一の解決
策探れ

＜２０１４衆院選
＞女性政策　「目
玉」はどこへ行っ

衆院選と地方政
策　「東京集中」こ
そが論点だ

選挙後すぐ１票の
格差是正を

衆院選　ここを問
う…学校教育改
革

バスケ国際制裁
選手を泣かせて
ならぬ

（衆院選）軽減税
率―費用と効果を
考えて

軽減税率の導入
「１０％と同時」不
可欠だ

１ドル＝１２０円台
差益還元で痛み
を和らげたい

震災復興　支援
継続の道筋明確
に

振り込め詐欺―
「逃げ得」を許す
な

衆院選　ここを問
う　女性の進出

農業政策　旧来
型のバラマキが
目に余る

地球温暖化防止
日本が孤立しか
ねない

円安の加速―物
価目標優先で良
いか

財政再建　歳出
歳入双方の具体
論を

自助努力かなえ
非正規増に歯止
めかけよ

臨床試験規制
信頼回復への第
一歩に

「はやぶさ２」　生
命の起源探る壮
大な旅だ

（衆院選）教育改
革―時代が求め
る人材は

衆院選と外交　中
国は論点になら
ぬのか

産業と人が育つ
宇宙政策を

衆院選　ここを問
う　地方の再生

歴史認識　正確な
対日理解を広げ
たい

（衆院選）若者と
選挙権―「１８歳」
確実に実現を

はやぶさ２　「初
代」超える重責果
たせ

欠陥エアバッグ
総力あげ対応を
急げ

台湾統一地方選
性急な対中融和
が否定された

＜２０１４衆院選
＞泊原発　政治
が方向性示す時

公的年金　低所
得への具体策語
れ

小中一貫校―な
ぜ導入するか吟

衆院選と復興　被
災者の不安拭う

衆院選　ここを問
う…福島の苦悩

憲法改正　テーマ
の絞り込みに進

はやぶさ２　生命
の起源に迫りたい

台湾与党敗北
民意に沿う中台

（衆院選）中東で
の掃海―停戦前
は無理筋だ

温暖化ガス削減
目標の議論を深
めよう

はやぶさ２　宇宙
の旅を応援したい

＜２０１４衆院選
＞政治とカネ　不
正防止へ徹底議

福岡空港民営化
課題解決へ国は
責任持て

台湾地方選―中
国に向けられた民
意

地方選が変える
台湾の針路

衆院選　ここを問
う　日本の貧困

阿寒と大雪８０年
貴重な国立公園
後世に

香港民主化デモ
自治の危機を訴
えた意義

台湾与党大敗
性急な対中接近
見直しを

衆院選　ここを問
う　成長への道筋

欠陥エアバッグ
タカタは甘い認識
を改めよ

＜２０１４衆院選
＞道内論戦始動
政策に耳を澄まし

党首第一声　被
災者の胸に響い
たか

衆院選とＴＰＰ　膠
着打開へ議論逃
げるな

国債の格下げ
増税先送りへの
警告だ

衆院選公示　論
戦の説得力を吟
味したい

香港デモ衝突　あ
くまで対話で解決
を

障害者週間　関
心そして支え合い

2014/12/2
（衆院選）きょう公
示―白紙委任に
しないために

衆院選きょう公示
危機克服を論じる
機会に　成長戦略
の確立が不可欠

国の将来像がわ
かる堂々の論戦
を

衆院選きょう公示
国民が主導権を
握ろう

きょう公示　誤りな
き日本の未来定
めたい

衆院選公示　理
念と政策もっと明
確に

’１４衆院選　きょ
う公示／争点を決
めるのは有権者
だ

岐路に立つ自覚
持って　きょう公
示

総選挙きょう公示
大義ある審判で
応じよう

世界エイズデー
「流行」は終わっ
ていない

危険ドラッグ　法
改正生かし撲滅を

ガス市場自由化
料金抑制と安全を
両立させよ

政治とカネ　透明
度高める努力を

拉致と衆院選　各
党体温が低すぎ
ないか

衆院選公約　風
化するマニフェス
ト

消費増税先送り
財政再建への目
配りも必要だ

障害雇用のウソ
使命感の欠如に
憤る

黒人暴動　「ひと
つの米国」忘れる
な

政治資金の透明
化が不祥事を防
ぐ

豊かな海づくり
森林や河川と一
体的に

少子化対策　各
党は総合プランを
示せ

もっと議論要る
「40年廃炉」

教研集会判決
橋下流手法への
警告だ

（衆院選）ＴＶへ要
望―政権党が言
うことか

欠陥エアバッグ
事態の認識甘す
ぎないか

市場の変化映す
ＯＰＥＣの減産見
送り

高浜延長申請へ
４０年超える原発
運転の試金石

エアバッグ欠陥
重大性の危機感
足りぬ

自民の「公正」要
請　ＴＶ報道、萎
縮させるな

地球温暖化―日
本も目標設定急
ごう

政治とカネ　疑惑
断つ取り組みを示
せ

汚染水対策に確
かな二の矢を

地方創生　人口
減止める活性化
策を示せ

所在不明児　虐
待の心配つきまと
う

米黒人青年射殺
問われる国民の
融和

エアバッグ―まず
はリコール徹底を

与党公約　実績よ
りも「今後」を語れ

営業秘密の流出
を防ぎ競争力の
強化を

高浜原発４０年
延命の大義はど
こに

与党の政権公約
経済以外も詳しく
説明を

香港占拠運動―
次の目標を考える
時だ

前支局長初公判
韓国司法の矜持
をみたい

受け皿たり得ぬ野
党の主張

手漉き和紙　途切
れぬ文化遺産に

はやぶさ２　再度
の挑戦に膨らむ
期待

参院違憲状態―
国民の代表といえ
るか

衆院選と原発　責
任ある具体的な
戦略を

一刻も早く１票の
格差をただす道
筋示せ

国防長官更迭
米国の戦略が見
えない

長野北部地震
「共助」が犠牲者
ゼロの要因だ

参院１票の格差
政治の怠慢は許
されぬ

民主党の公約
消費増税の猛省
足りぬ

「１票の格差」判
決　先送りはもう
許されない

教研集会判決―
橋下流労組対策
の誤り

「違憲状態」判決
各党は参院改革
案を示せ

成長に資する企
業統治指針を

参院選「違憲状
態」　再びの警告
受け止めよ

参院１票の格差
国会の裁量権尊
重した最高裁

＜２０１４衆院選
＞疲弊する地方
手当ては待ったな

一票の不平等
看過できぬ国会
の怠慢

性犯罪検討会
被害者に寄り添う
対策も

（衆院選）政権公
約・自民―実績ば
かり並べても

子供の臓器提供
両親の思い大切
にしたい

耳に心地よい話
が並んだ自民の
公約

長野北部地震
助け合いの精神
生きた

薬のネット販売
監視と啓発で違
法売買を防げ

２０１４衆院選　自
民の政権公約
「この道しかない」

自民党の公約
「この道」しかない
のか

野党の役割　説
得力ある対立軸
を示せ

　

べよ　日本再生の
継続が不可欠だ

　

示をる

秘密保護法施行
国民的な議論をも
う一度

権力が暴走しない
か　特定秘密保
護法施行

’１４衆院選　立憲
主義／民主政治
の土台と心得よ

’１４衆院選　教育
政策／未来への
投資議論深めよ

　

未来を捨て去るこ
と

なるために

2014/12/7

2014/12/6

衆院選と憲法改
正　首相が論戦を
主導すべきだ

特定秘密保護法
施行　あらためて
廃止を求める

義を

　

な１票に

’１４衆院選　農政
改革／基本法理
念問い直す機会
に

秘密保護法施行
息苦しい社会にす
るな

2014/12/10

’１４衆院選　外
交・安保／「抑止
力」の本質を見極
めよ

エネルギー政策
安易な「原発ゼ
ロ」は無責任だ

（衆院選）経済政
策―配分の偏りを
どうする

2014/12/12

衆院選と社会保
障　「痛み」逃げ
ぬ将来像を　ポス
ト一体改革を聞き
たい

（衆院選）エネル
ギー政策―原発
回帰でいいのか

2014/12/11

’１４衆院選　アベ
ノミクス／確たる
「別の道」はない
のか

［１４衆院選］社会
保障　「痛み」伴う
改革避けられない

’１４衆院選　人口
減少／立ち位置
が見えてこない

2014/12/8

2014/12/9

’１４衆院選　震災
復興／政党は現
実を見ているか

＜２０１４衆院選
＞ＴＰＰ交渉　問
題点あぶり出す
論戦を

’１４衆院選　政治
とカネ／リセットで
は済まされない

バランスあるエネ
ルギーの議論を
（14衆院選　政策
を問う）

’１４衆院選　社会
保障／先送りずく
め、遠のく安心

2014/12/13

（衆院選）被災地
と地方創生―起
点となるのは住民
だ

衆院選と原発政
策　国益考え堂々
と論じよ　再稼働
なしに成長あり得
ない

2014/12/4

（衆院選）社会保
障―増税先送り
の影響防げ

復興の現実見据
え細やかな支援
を

2014/12/3

安保政策の転換
も大切な争点だ

2014/12/5

解散権の行使／
「無制限」で政治

五輪招致表明
札幌の未来開く構
想こそ

アベノミクス　持続
的成長の処方箋
を競え

安倍政治を問う
社会保障と負担

（衆院選）安倍政
権の安保政策―
「異次元」の転換
を問う

持続可能な社会
保障へ改革案示
せ

2014/12/1

2014/11/27

2014/11/26

（衆院選）憲法と
首相―立憲主義
には逆らえない

2014/11/30

2014/11/29

2014/11/28

中間貯蔵施設／
来年１月搬入にこ
だわるな

集団的自衛権
行使容認の意義
を堂々と語れ

再生エネ推進　決
意のほどを数字
で示せ

「三十年戦争」に
学ぶなら　週のは
じめに考える

貧困の拡大　克
服に向け具体策
を競え

’１４衆院選　国と
地方／せり出す
民意の「ねじれ」

社会保障改革
制度持続へ「痛
み」も語れ

安倍政治を問う
歴史認識と外交

分権改革　地方
の提案を生かした
い

外交の課題　「歴
史の呪縛」解く知
恵を

参院選格差判決
／司法の最終警
告を直視せよ

「政治とカネ」　解
散でうやむやにす
るな

わたしの「お米物
語」　週のはじめ
に考える

原発政策　命と未
来を守るには

＜２０１４衆院選
＞外交・安全保障
政策　危うい対中
包囲網づくり

若者が、地方が
声上げよ　アベノ
ミクスの是非

’１４衆院選　原発
の行方／再稼働
の前に徹底議論
を

教育制度改革
「戦後の大転換」
で論争を

非戦の歩み、将
来も　開戦７３年と
外交・安保

仙台Ｊ１残留／改
革進め東北のけ
ん引役に

’１４衆院選　あす
公示／格差是正
も論点の基軸に

公明党５０周年／
「結党の原点」が
問われる

＜２０１４衆院選
＞社会保障改革
理念の違いを乗り
越えて

経済政策　実りあ
る議論をするには



（衆院選）政権公
約・民主―「対立
軸」は見えるが

民主党公約　これ
では受け皿にな
れぬ

石化産業は構造
改革を急げ

自民党公約　３０
０項目列挙で何を
問う

自民党政権公約
「この道」の具体
策が問われる

２０１４衆院選　民
主マニフェスト　代
替策をもっと明確

長野北部地震
被害減らした助け
合い

学習指導要領
「どう学ぶのか」が
重要だ

域内開発金融―
中国取り込む努
力を

韓国の竹島演習
関係改善への意
図を疑う

日中韓文化交流
「魂の道筋」を増
やそう

学習指導要領
実社会で役立つ
力培う教育に

学習指導要領
高校版「道徳」は
いらぬ

社会保障　再分
配機能を強化せ
よ

環境と教育―協
調が育む世界の
持続

地方創生　人口
減対策の構想を
競え

民主党公約　対
案の肉付けが乏
しい

民主党公約　与
党への「対案」とし
て十分か

万引の再犯防止
決して軽い罪では
ない

大学入試改革
大切なのは入学
後だ

慰安婦問題　繰り
返し「事実」主張

敦賀原発の活断
層判定が示した

地球温暖化防止
米中は内容高め
る参加を

欠陥エアバッグの
対応急げ

（衆院選）与党公
明党―連立の意
味を語れ

サンゴ密漁対策
この法改正で十
分なのか

学習指導要領―
２１世紀の学力育
つか

再増税と軽減税
率　「同時実施」
が欠かせない

衆院が解散　独
断に疑問解けぬ
「みんな」解党　存
在意義薄れた第

（衆院選）政治とカ
ネ―解散でリセッ
トか

対北人権決議
拉致解決への強
い援軍だ

燃料電池車は水
素社会の扉を開
けるか

衆院解散・総選挙
へ　政治とカネ

香港実力行使
「自治」の前進へ
対話が必要だ

消費増税先送り
景気条項削除で
良しか

福岡こども病院
「小さな命」守り続
けたい

敦賀原発―廃炉
促す環境整備を

身を切る改革　今
度はどう公約する
のか

大西洋マグロ管
理を手本に

衆院解散・総選挙
へ　定数大幅削
減

きょう衆院解散
野党の協力はど
こまで進むか

香港デモ転機　挫
折したわけではな
い

サンゴ密漁　海洋
国家の資源守ら
ねば

（衆院選）身を切
る改革―あの約
束はどこへ

高倉健さん　日本
人に生まれよかっ
た

衆院解散　首相
の説明　財政再
建の覚悟見えず

腹腔鏡手術死
群馬大病院は真
相究明を急げ

さよなら健さん
北海道が似合っ
ていた

さよなら健さん
忘れまい　彼の
真っすぐ

景気回復の道筋
首相の話に足りな
いのは

健さん逝く―自ら
を律する美学残し

景気対策　選挙
向けのばらまき排
せ

衆院解散　野党
の役割　熱い戦い
ができるのか

あす衆院解散　評
価できる法律駆け
込み成立

道職員給与上げ
士気向上につな
げたい

再犯防止　福祉と
の連携をもっと

宇宙基本計画
安全保障偏重で
よいのか
首相解散表明
国民の理解は得
られるか
尊厳死と安楽死
タブー視せず議論
したい

マイナス成長―
「誤算」と向き合え

大学入試改革
「ゆとり」失敗繰り
返すな

増税後の消費回
復が遅れる日本
経済

Ｇ２０と世界経済
成長回復へ協調
と行動を急げ

ＧＤＰ連続減　消
費増税軽視のツ
ケだ

ＧＤＰマイナス　ア
ベノミクスの失敗
だ

宇宙基本計画―
安保色が強すぎ
る

ＧＤＰマイナス　不
安解消へ脱デフレ
急げ

Ｇ20体制の再構
築が問われる

ＧＤＰマイナス　消
費増税延期は避
けられまい

コンサドーレ　昇
格へ来季こそ正
念場

公設民営学校
市場主義が過ぎ
ぬよう

日米豪連携　アジ
ア安全保障の
「礎」に

いまこそ政府と沖
縄は話し合うとき
だ

日米豪首脳会談
重層的な安保協
力を強めたい

沖縄県知事選
辺野古案拒む固
い民意

沖縄県知事選
民意の無視は許
されない

沖縄県知事選
政府は粛々と移
設前進を

地域の強み生か
す職業訓練に

沖縄県知事選
辺野古移設を停
滞させるな

景品表示法改正
信頼回復への第
一歩に

福岡市長選　攻
めの市政運営で
成果を

新調査捕鯨計画
一歩後退でも二
歩前進へ

企業は一段の成
長に向け投資の
加速を

ＴＰＰ交渉停滞
中国の影が迫っ
てきた

会計検査院報告
命に関わる予算
の有効活用を

認知症国家戦略
日本型モデル早く
描け

３カ国首脳会談
まず「日韓」の実
現が筋だ

認知症対策の担
い手になろう

アジア女性基金
努力と限界の再
検証を

衆院選公約　責
任ある経済政策
を打ち出せ

カジノ廃案へ　ゼ
ロから考える好機
だ

土砂災害法―今
度こそ命守る礎に

医療改革見送り
選挙恐れては実
現できぬ

多様な金融サー
ビスを競う地銀再
編に

４０人学級　復活
は改革に水を差
す

就職内定率改善
企業の採用意欲
を維持したい

大学入試改革
余計な混乱招か
ぬよう

原発事故調書
原因不明、責任
不在

温室効果ガス　削
減目標づくり急が
ねば

犯罪白書―再犯
させない支援を

ＡＳＥＡＮ　対中結
束を日米が支えよ

展望開けぬ南シ
ナ海の情勢

南シナ海　紛争回
避のルール急げ

東アジア会議　対
「イスラム国」で結
束強めよ

性犯罪の罰則
被害に見合った
制度に

選択的夫婦別姓
女性活躍のため
にも

受動喫煙対策
法規制を論議す
る好機だ

米中首脳会談―
誰も望まぬ覇権
争い

朝日の第三者委
「なぜ」の視点が
足りない

ＡＰＥＣで見えた経
済統合の分かれ
道

増税先送り論　努
力も議論も尽くさ
ず

エボラ出血熱　侵
入に備えて即応
力強化せよ

米中首脳会談
大国の責任果た
さねば

ＴＰＰ交渉越年
覇権争いやめ、原
点に

米中首脳会談
「大国」名乗るなら
責任を

羽生選手事故―
安全を最優先にし
よう

オバマ・習会談
米は強い対中姿
勢維持を

温暖化抑止へ米
中の責務重く

会計検査院報告
無駄遣いにあき
れる

消費再増税　１
０％先送りも選択
肢の一つだ

大間原発申請
説明はアリバイ作
りだ

壁崩壊から２５年
終わらぬ自由へ
の希求

衆院解散論　信を
問う大義はあるの
か

何を問う解散なの
かを明確にせよ

日露関係　原則
崩さず対話継続を

吉田調書報道
「公正」求めた朝
日の第三者委

衆院解散検討
党利党略が見え
見えだ

衆院解散を検討
「安倍政治」こそ
争点だ

景気対策の無駄
も検証を

米中首脳会談　Ｇ
２では仕切れない

北京ＡＰＥＣ　中国
は「責任大国」に
なれるか

アイヌ民族発言
議員の見識が問
われる

ユネスコ宣言　大
人こそ学んで下さ
い

政治と増税―解
散に大義はある
か

介護病床の存続
「在宅」支援の充
実を急げ

消費再増税をここ
で延期していいの
か

羽生選手の教訓
脳しんとう軽視す
るな

ＴＰＰ首脳会合
日米主導で交渉
の漂流回避を

ＴＰＰ交渉越年　こ
の機会に情報開
示を

公的年金改革
高齢者の貧困を
防げ

肥銀・鹿銀統合
地域支援の役割
を強めよ

アジアの交易―Ｔ
ＰＰを漂流させる
な

日露首脳会談
大統領来日準備
は拙速だ

全中制度は役割
を終えた

早期解散論　その
発想はあざとい

衆院解散検討
課題を掲げて信
任を求めよ

日ロ首脳会談　領
土交渉進める契
機に

トヨタ最高益　下
請けには“恩返
し”を

３５人学級見直し
教育を財源論で
語っては

日中首脳会談―
問われるのはこ
れから

ＴＰＰ首脳会合
交渉の漂流は絶
対避けよ

日中関係は仕切
り直しの再出発だ

日露首脳会談
平和条約交渉へ
環境整えたい

日中首脳会談
関係改善を加速さ
せよ

日中首脳会談
「一時休戦」に終
わらせず

無戸籍の人―救
済の手立てを尽く
せ

日中首脳会談
関係改善の一歩
にすぎぬ

日ロ対話を進める
転機に

日中首脳会談
対立から協調へ
舵を切る時だ

旭川市長選　対
立軸が見えなかっ
た

石綿被害判決
国は責任認め救
済へ動け

2014/11/10

日中合意―首脳
会談で再出発を

特許法改正　開
発の意欲高める
環境を

壁崩壊25年「欧州
の盟主」ドイツの
重い責務

視点…冷戦終結
２５年

農協自己改革案
全中の権限温存
は許されない

ＯＤＡ見直し　非
軍事主義貫いて
こそ

日中対話再開　よ
うやく出発点に着
いた

予算事後点検―
体制強化を考えよ
う

日中首脳会談
原則堅持し関係
改善図れ

宇宙ビジネスの壁
を超えよう

農協改革　原点
は国内農業強化
だ

地方分権と創生
事務移譲を活性
化につなげよ

復興と放射線量
安心できる情報提
供を

福岡マラソン　秋
風受け達成感味
わおう

１８歳選挙権　責
任を自覚する「大
人」へ

川内原発の万全
の再稼働へ国は
覚悟示せ

新宇宙計画案
安全保障に偏り
すぎだ

川内再稼働へ
地元同意得るモ
デルにしたい

川内原発再稼働
納得いかぬ拙速
な同意

原発地元同意
川内再稼働は民
意反映だ

サンゴ密漁阻止
へ日中協力を

川内再稼働同意
住民の安全守れ
るのか

日中首脳会談
「戦略的互恵」を
再確認せよ

年金の運用変更
リスク高めて大丈
夫か

４０人学級復活―
安易な予算削減
では

認知症対策　日
本モデルの確立
を急げ

パラリンピック　半
世紀の歩みを示
そう

認知症対策　医
療・介護以外の課
題も多い

「大間」年内申請
見切り発車　容認
できぬ

ユネスコ会議　悪
い大人をまねない
で

2014/11/18

解散・総選挙へ／
争点を明確にし審
判に臨め

きょう解散／将来
不安どう拭うかも
語れ

＜２０１４衆院選
＞消費増税先送
り　まずアベノミク
ス点検を

2014/11/8
川内再稼働同意
「福島の教訓」生
かせたか

３・１１前に戻るの
か　川内原発

2014/11/9

この道を続けるの
か　問われる経済
政策

日中首脳会談
合意を土台に前
へ進め

2014/11/11

2014/11/12

川内原発の再稼
働―「ひな型」に
はなり得ない

沖縄県知事選―
辺野古移設は白
紙に戻せ

沖縄県知事選
辺野古移設を停
滞させるな

ＴＰＰ越年へ／「聖
域」を尊重し合わ
ねば

消費増税と総選
挙　先送りなら時
期の明示を　アベ
ノミクスの審判を
仰げ

ベルリンの壁２５
年―民主化の営
み深化を

2014/11/13

防災・減災　女性
と防災／方針決
定の場への参画
重要

2014/11/17

消費増税の先送
り―一体改革を漂
流させるな

2014/11/16

2014/11/14

2014/11/15

議論の作法／冷
静さを欠いては深
まらぬ

虚偽表示課徴金
／抑止の実効を
挙げる制度に

景気とアベノミク
ス　首相戦略の誤
算と限界

防災・減災　防災
教育／教科化で
命守る学習強化
を

衆院解散・総選挙
へ　問われる安倍
政治の２年

「無制限」で政治
の質高まるか

雇用をつくり、地
方へ人の流れを

安倍政治を問う
集団的自衛権

衆院解散表明
安倍政治の信任
が最大争点だ

安倍政治を問う
アベノミクス

安倍政治を問う…
原発再稼働　脱
依存の道が見え
ない

休み

日中改善の歩み
着実に　３年ぶり
首脳会談

「安倍政治」問う
機会に　衆院２１
日解散へ

アベノミクス　津々
浦々の回復はい
つに

ＧＤＰマイナス／
政治空白をつくる
ときか

認知症対策　世
界をリードする試
みに

自衛隊差し出す
防衛指針　週の
はじめに考える

ＮＰＯ優遇税制／
見直しは共助の
流れに逆行

経済格差　消費
再増税が難しい
のは

強まる解散風／
いま、信を問う時
期なのか

地方創生法案
次元の違う政策

日中首脳会談／
「ガラス細工」壊さ
ぬ知恵を

人類は我慢できる
か　週のはじめに
考える

川内原発再稼働
へ／地元同意も
不安解消されず

新基地拒否の重
い選択　沖縄県知
事に翁長氏

年金運用見直し
／組織改革が先
ではないか

再増税実施へカ
ギ握るデ 脱却

2014/11/7
復興格差顕在化
／支援策の再構

2014/11/19

2014/11/21

成長・財政両立の
新たな道筋示せ

2014/11/20

首相　解散を表明
争点は「安倍政
治」だ

アベノミクスに通
信簿つける選挙

首相解散表明
「安倍路線」の継
続を問え　経済再
生へ実りある論戦
を

首相の増税先送
り―「いきなり解
散」の短絡

（衆院選）安倍政
治への審判―有
権者から立てる問
い

2014/11/22

2014/11/23
経済再生へ「ア
メ」より改革案を
競え

（衆院選）アベノミ
クス―抱えたリス
クこそ課題

2014/11/24

2014/11/26

2014/11/25

解散のなぜ？吹
き払う政策論議を

衆院解散　再生
進める構想を競え
憲法改正、安保も
重要争点だ

安全保障　あらた
めて争点にしよう

再稼働地元同意
／範囲の拡大へ
議論喚起を

衆院解散　「安倍
政治」を見極めた
い

争点決めるのは
国民だ　衆院解散
１２・１４総選挙

衆院解散／参加
意欲高める選挙
戦を

衆院解散　首相
への中間評価が
下される

地方経済再生
地域の視点で処
方箋示せ

デフレ脱却と経済
社会　週のはじめ
に考える

１票の格差／是
正途上、公平性に
疑問符

＜２０１４衆院選
＞集団的自衛権
の行使　戦争でき
る国にするのか

主要な争点　経済
再生の具体策を
議論せよ

安倍政権総括
経済最優先で「好
循環」目指す

原子力政策　今
度こそ正面から論
じよ

２０１４衆院選＞
原発政策　安易な
回帰は許されない

バスケ分裂／リー
グ統合へ早急に
行動を



ヘイト対策―市民
は動く。政治は？

総連本部の売却
法治の意義を突
きつけよ

地方創生骨子案
移住の議論を深
めたい

年金運用改革
「株倍増」に落とし
穴はないか

年功賃金見直し
政府の介入は筋
違いだ

公的年金の運用
時の政権と距離
保て

米中間選挙―不
毛な政争に区切り
を

公的年金運用
安全性忘れず組
織強化を

オバマ政権の失
速にどう向き合う
か

地球温暖化報告
全世界で対策の
加速を

総連本部売却
居座りはこれ以上
許されない

米中間選挙　政
治の停滞を避け
ねば

米中間選挙　不
毛の対立は避け
ねば

米中間選挙　外
交まで停滞しては
困る

サンゴ密漁―中
国の対処を求め
る

米共和党圧勝
大統領は大胆に
協調図れ

直視すべき温暖
化の危機

米中間選挙　超
大国の迷走が心
配だ

米中間選挙　オバ
マ氏は「ねじれ」
克服図れ

学校統廃合　地
域の実情こそ大
事だ

温暖化対策　日
本横目に世界は
進む

学校の津波対策
危機感を共有し対
応急げ

川内原発―再稼
働同意は早すぎ
る

津波防災の日
学校を地域の防
災拠点に

日本の技術力で
資源コストを下げ
よう

宝石サンゴ密漁
中国の法治は口
だけか

温室ガス対策　世
界全体での削減
努力が要る

知事選始動　北
海道のあす　語る
場に

消費税意見聴取
デフレ脱却に専念
せよ

沖縄県知事選
辺野古移設の徹
底論議を

ＯＤＡ見直し―非
軍事の筋を通せ

中国船サンゴ密
漁　摘発強め断
固たる抗議を

本気で１票の格差
の是正を

年金運用見直し
独立性の確保が
前提だ

南シナ海情勢　緊
張高める中国の
「現状変更」

消費税再増税
国民との約束忘
れるな

保育所の新設
子どもの声は騒
音か

自転車で「免停」
悪質違法行為は
許されぬ

廃炉と自治体―
財政依存脱する
支援を

五輪担当相　ス
ポーツ庁の創設も
急げ

映画やドラマをア
ジアでもっと売る
には

携帯ロック解除
残る課題にも取り
組め

裁判員の負担
証拠を直視すべ
き時もある

コメ価格低迷　農
家の所得倍増ど
こへ

エアバッグ欠陥
あまりに遅い対応
だ

ハンセン病法廷
最高裁は過去を
直視せよ

ＴＰＰ交渉―「中間
選挙後」を生かせ

原発の廃炉支援
新増設と一体で
議論せよ

中国式「法治」は
統制の強化か

偽表示に課徴金
正直な商い守る
ために

景表法改正案
不当表示の抑止
につながるか

中国の法治　民
主化より権力強化
か

不登校対策　学
舎の選択肢をもっ
と

二つの５原則　新
たな基準が必要
なのか

読書週間　めくる
めく時間楽しもう

薬物依存治療
体制整備で再犯
を防ぎたい

学長の選考　自
治揺るがす投票
廃止

女性の活躍推進
長時間労働の是
正を

憲法公布６８年
改正の機運高め
る努力を

県議政務活動費
透明性を求めた
最高裁決定

土砂災害法改正
危険認識を一新し
たい

拉致再調査　生
存確認へ追及続
けよ

日朝協議―粘り
強い対話の継続
を

エボラ対策　理性
をもって判断した
い

ガスの輸送部門
の分離は議論を
尽くせ

首相の「捏造」発
言　冷静さを欠い
ている

公設民営学校
委託先の厳格な
審査が必要だ

札幌五輪招致
将来とどう結びつ
ける

日朝協議　北に調
査報告を急がせ
よ

国立博物館―普
段の顔も見に行こ
う

橋下大阪市長
議会制度も破壊
するのか

訪朝で映る拉致
協議の険しさ

高齢者特例の廃
止　世代間の公
平性が必要

宝石サンゴ密漁
看過できない中国
船の「無法」

エボラ水際防衛
問題点洗い出し
強化を

熊本市長選　活
性化の方策を競
い合え

日銀追加緩和―
目標に無理はな
いか

日銀の追加緩和
今度こそ脱デフレ
確かに

日銀の追加緩和
泥沼化のリスク高
まる

日銀追加緩和
脱デフレへ強い決
意を示した

日銀追加緩和
円安の副作用が
心配だ

金融緩和と株価
これで暮らしが上
向くか

首相の発言―「捏
造」は看過できな
い

拉致再調査　期
限切って真実引き
出せ

日朝協議　拉致
先送りは許されぬ

拉致訪朝団　政
権中枢へ「解決」
迫り続けよ

北朝鮮拉致調査
空手形に終わら
せるな

福岡市長選　将
来見据えた政策
論争を

沖縄知事選―基
地を正面から語
れ

和紙が無形遺産
に　技術力の発信
を競い合え

米量的緩和後の
利上げに世界は
備えよ

米国の金融政策
正常化の道しっか
りと

米量的緩和終了
未知の局面に踏
み出すＦＲＢ

米量的緩和終了
「出口」への詰め
怠るな

小渕氏疑惑　収
支の“闇”を洗い
出せ

ホークス優勝
「日本一」に沸き
立つ九州

津波と学校―総
合的な視点で対
策を

参院自民党　与
党の自覚も失った
のか

「政治とカネ」の徹
底解明を

大学入試改革
手間をかける決
意こそ

沖縄知事選告示
「辺野古」で責任
ある論戦を

沖縄県知事選
辺野古移設の是
非問う

沖縄県知事選
基地の現実直視
したい

政治とカネ　抜本
的な防止対策を
急げ

派遣法審議―目
指すべきは均等
待遇

「３５人学級」　教
員増より指導力向
上を

労働時間改革で
企業の創意工夫
を競え

派遣法改正案
格差を固定化す
るな

新ＯＤＡ大綱案
平和目的の軍支
援は進めたい

ＪＲ保線不備　安
全面の総点検が
急務

食料自給率　別
の指標も見てみ
たい

空港の民間委託
九州全体の浮揚
見据えて

ウクライナ―親西
欧の改革望む民
意

沖縄県知事選
正面から移設の
意義説け

閣僚増員は慎重
に検討せよ

沖縄県知事選
辺野古移設への
審判だ

政治資金問題
報告書監査の実
効性を高めよ

特許権の帰属
変更は社員の意
欲そぐ

香港占拠１カ月
法治は党のため
だけか

老朽原発廃炉
円滑に進める道
筋つけよ

再稼働の地元―
立地自治体に限
るな

原発賠償条約
安全高め輸出促
進を図れ

失速経済の再生
求められるブラジ
ル大統領

エボラ出血熱　国
内対策の再点検
を

エボラ熱対策　国
内発生に万全の
態勢整えよ

政治資金問題
目に余るずさんな
使途

政治資金報告
ずさんさが目に余
る

再稼働同意表明
市民の不安は置
き去りか

エボラ対策―冷
静な対処が試さ
れる

ブラジル大統領選
経済再生と対立
の克服を

富士山噴火への
備えは万全か

大阪都構想否決
議会の承認は省
けない

アジア投資銀　過
剰な中国主導で
大丈夫か

介護人材不足
処遇の改善を急
ぎたい

読書週間　本で町
を元気にしたい

大阪都構想否決
仕切り直して議論
深めよ

大学入試―実現
できる制度設計を

子育て新制度　混
乱なき移行に尽
力せよ

欧州は金融の目
詰まり解消し景気
回復を

ＴＰＰ交渉　日米
は原点に立ち返
れ

「イスラム国」　過
激派の勧誘に惑
わされるな

３５人学級　根拠
欠く乱暴な廃止案

名古屋議定書
参加の遅れは損
になる

景品表示法改正
「羊頭狗肉」は許
されない

大阪都案否決―
正攻法でやり直そ
う

ウクライナ議会選
民意背に露介入
はね返せ

ＴＰＰ成否は日米
の呼吸次第

政治資金問題
使い道がひどす
ぎる

原発賠償条約
事故収束の加速
にも有益だ

ＴＰＰ閣僚会合
合意できる状況に
ない

エボラ感染拡大
万全な防止態勢
が急務

福島県新知事
復興と生活再建
の加速を

福島新知事―生
活再建に尽力を

国産旅客機　もの
づくりの底力みた
い

電力会社の提携
効果を国民の利
益に

読書週間　本と出
会う場を増やした
い

北ガス電力事業
新規参入を促す
契機に

福島県知事選
選択肢奪った責
任重い

公的年金運用―
改革で信頼高め
よ

新福島県知事
設的発想で中間
施設を

読書週間　豊かな
世界を楽しもう

福島県知事選
復興と帰還を加速
する契機に

福島県知事選
復興加速の切実
な願い

御嶽噴火１カ月
火山の国で暮ら
すには

いま国会で―論
ずべきは憲法の
価値

中国の成長鈍化
世界への波及懸
念を拭え

道徳教育には伸
びやかに取り組
みたい

特許制度見直し
社員の意欲を損
なうな

子供の体力
キャッチボールか
ら始めよう

貿易赤字拡大
甘かった円安シナ
リオ

就活と採用―ふ
だんの接点設け
ては

道徳の教科化
心捉える教科書と
指導を

交通の空白地域
を減らそう

原発の賠償条約
輸出促すためで
はない

整備新幹線　前
倒しで公費負担を
増やすな

隔離法廷　問わ
れる最高裁の責
任

中国と法治―誰
のための改革な
のか

中国４中総会　法
治は強権の道具
なのか

経済減速でも成
長の歩み止めぬ
世界企業

中国４中全会　民
主化なき法治は
疑問

野生鳥獣の食害
効率的駆除で農
作物を守ろう

カナダ議会襲撃
過激派の求心力
をそげ

年功賃金議論
政府・財界主導許
すな

マタハラ判決　意
識改革の起点とし
たい

忘れられる権利
―ネット空間に
ルールを

マタハラ判決　意
識改革の契機とし
たい

不当な表示を許さ
ぬ社会に

カナダ銃撃　「イス
ラム国」の幻想砕
け

中国４中総会　独
裁強化の「法治」
ではないか

日航が子会社化
ＨＡＣの経営安定
こそ

海女サミット　伝
統をどう維持する
か

拉致調査で訪朝
「くせ球」に惑わさ
れるな

降格違法判決―
妊娠を不利益にし
ない

中越地震１０年
孤立から人命守
る対策を

次世代の移動通
信技術の開発に
注力を

妊娠で降格　マタ
ハラを防ぐ社会に

「マタハラ」判決
事業者に意識改
革迫る最高裁

マタハラ訴訟　働
く女性の権利　明
確に

「妊娠降格」訴訟
働く女性を守らね
ば

特許権の帰属
ルールを変える必
然性は

大学進学率―地
域格差を見つめ
よ

カナダ議会銃撃
テロの拡散に警
戒強めよ

妊娠後も活躍でき
る職場か

中越地震１０年
孤立集落対策を
急げ

拉致訪朝団　交
渉相手のペース
にはまるな

再生エネ普及　政
府の覚悟が問わ
れる

カナダ銃撃戦　テ
ロへの備え万全
に

土砂災害防止法
「広島の教訓」生
かさねば

香港の対話―問
われる中国の態
度

石綿訴訟和解へ
「不作為」の清算
は当然だ

農家による農家
のための農協に
戻れ

石綿訴訟で和解
原告以外も広く救
済を

携帯電話契約
消費者縛る商法
の見直し急げ

道徳の教科化
文科相に再考を
求める

道徳の教科化
心を評価する危う
さ

道徳の教科化
自発的に学べる
環境こそ

認定こども園―減
収の不安をなくせ

学力テスト　競争
封じる悪弊を見直
せ

伸びぬ輸出が試
す日本経済

道徳の教科化
子供の何を見守
るか

後期高齢者医療
過剰な保険料軽
減はやめよう

拉致問題で訪朝
安易な妥協は許
されぬ

国産ジェット機　ま
さに日本が試され
る

福岡市戦略特区
創業しやすい街に
弾みを

普天間問題―「運
用停止」の空手形

暴力の低年齢化
家庭のしつけが
問われる

公的年金運用の
信頼高める改革
を急げ

介護報酬改定
人材確保を最優
先に

火力発電提携
料金値下げにも
つなげたい

減る夕張市職員
行政サービス滞っ
ては

再生エネ改革　送
電網さえ整備す
れば

派遣法改正　不
安定な雇用を広
げるな

道徳の教科化―
多様な価値観育
つのか

拉致調査で訪朝
不調なら席を立つ
覚悟で

一段と減速した中
国の景気

拉致問題で訪朝
調査の進展につ
なげよ

米軍基地新協定
環境面で地元負
担を軽減せよ

日ハム今季終了
日本一へまた出
直しだ

拉致調査で訪朝
情報確認を最優
先に

化学の日　身近な
学問として関心を

閣僚同時辞任―
首相が招いた異
常事態

国連慰安婦報告
反論書を公開し誤
解正せ

子供のいじめ　様
子の変化に敏感
でありたい

看板２閣僚辞任
問われる首相の
任命責任

学校のいじめ―
粘り強く取り組もう

２閣僚辞任　「議
員の資格」も疑わ
しい

女性２閣僚辞任
早急に政権の態
勢を立て直せ

エボラ出血熱　も
はや「人ごと」では
ない

2014/11/5

西日本文化賞
心耕す功績に敬
意と感謝

外国人観光客／
国挙げて東北に
呼び込もう

生物多様性保全
／世界をリードす
る気概示せ

日銀追加緩和／
暮らしの重しにな
らないか

2014/10/31
メディアの心得／
真実求める目を
曇らすまい

タイブレーク／導
入へ十分な合意
形成を

新福島県知事／
強いリーダーシッ
プ発揮を

幕引きは許されぬ
安倍内閣２閣僚
辞任

ＴＰＰ交渉／大筋
合意を急ぐ必要
はない

精神医療改革
長期入院を減らす
ために

2014/10/26

閣僚辞任の打撃
は政策で挽回せ
よ

閣僚ダブル辞任
失態を謙虚に反
省せよ

2014/10/21

マタハラ判決／
「違法」受け止め
意識改革を

問題行動調査／
小学生の暴力増
加憂慮する

2014/10/23

女性２閣僚辞任
／内閣改造は何
だったのか

幸せを生む経営
革命　週のはじめ
に考える

拉致問題／どう
「次の手」を打つ
のか

道徳の教科化／
不安多く慎重な議
論必要

賃金体系見直し
／違和感拭えぬ
政府の口出し

介護報酬改定
職員の待遇改善
を第一に

次元の違う政策
はどれか

教育は空爆より強
し　週のはじめに
考える

避難先定住／被
災者の葛藤に目
配りを

防災・減災　津波
防災の日／逃げ
る意識の徹底と
発信を

ふるさと納税／見
直しの前に深い
議論を

危ない賭けではな
いか　日銀追加緩
和

2014/10/25

2014/10/24

ギ握るデフレ脱却

2014/10/29

2014/10/30

2014/11/6

2014/11/7

エボラ熱対策／
緊張感持ち万全
を期さねば

／支援策の再構
築が急務だ

2014/11/2

安倍内閣２閣僚
辞任　強引な政治
改める契機に

2014/11/4

2014/10/22

2014/11/3
消費税の再増税
―将来世代見す
えて決断を

社会保障の財源
確保と効率化急
げ

日中首脳　会うの
が互いの利益だ

異次元の追加緩
和に政府も応えよ

2014/11/1

2014/10/27
再生エネ政策は
原点から再設計
を

2014/10/28



カジノ法案―懸念
材料が多すぎる

エボラ対策　不安
や恐怖の増幅防
ごう

スーパー復活の
鍵は高齢者への
対応に

女性活躍法案
企業は実効性あ
る行動計画を

ＴＰＰ日米協議
「聖域」無視は許
されぬ

特許は誰のもの
社員帰属で意欲
を守れ

従業員の発明―
報酬切り下げは
ダメだ

高齢者と社会保
障　能力に応じて
負担したい

名古屋議定書の
批准へ努力を

老朽原発の廃炉
円滑な実施へ環
境整備を急げ

リベンジポルノ
被害をなくす法整
備を

中電・東電提携
生活者視点を忘
れず

慰安婦問題―貴
重な女性基金の
精神

国産旅客機を競
争力ある事業に
伸ばせ

視点・地域密着の
鉄道

香港抗議デモ　強
制排除で安定は
得られない

閣僚の靖国参拝
自覚と責任欠いて
いる

エボラ出血熱―
国内外で態勢強
化を

危機が試す日欧
連携の強さ

慰安婦問題　誤
解招かぬ対外発
信を

日豪防衛相会談
技術移転で安保
協力を強めよ

緑のオーナー　説
明不備　国の責
任重い

リニア認可―拙速
に進めるな

香港民主化デモ
抑圧で事態は解
決しない

リニアを実現し経
済効果引き出す
には

リニア着工認可
まだ議論の時間
はある

小渕氏資金問題
実態解明と丁寧
な説明を急げ

小渕氏資金問題
納得いく説明を早
急に

リニア着工認可
一極集中の加速
でなく

学校のいじめ　声
掛けでサイン見逃
すな

胆管がん労災―
悲劇をなくすため
に

相次ぐ閣僚疑惑
軽視すれば政権
の信失う

労働力を眠らせな
い社会に

再生エネ見直し
普及妨げぬ制度
設計を

慰安婦問題　韓
国も自らの足元を
見つめよ

児童の暴力　社
会的背景も見逃
せぬ

アジア欧州会議
対話の機会生か
したい

小渕氏資金問題
徹底調査し早急
に説明を

靖国参拝―高市
さん、自重すべき
だ

女性活躍法案
働き方見直す契
機とせよ

メリハリをつけた
介護報酬の改定
を

子供の問題行動
情報わかちあい
連携を

エボラ出血熱　封
じ込めへ世界の
結束を急げ

世界景気変調
回復の道筋描く連
携を

政治とカネ　国会
議員が範示さね
ば

再生エネ推進　担
当者を代える手も
ある

小渕経産相―自
ら解明し、説明を

出国禁止３カ月
あくまで起訴撤回
を求む

スマホ高額下取り
は必要か

小渕氏資金問題
明確な説明を求
める

カジノ解禁法案
弊害の議論が浅
薄では困る

エボラ感染拡大
防護体制づくりを
急げ

奪われる子の命
親を支え虐待の
芽摘む

ギャンブル依存症
まず治療体制の
充実図れ

定数・格差是正
首相の指導力で
打開せよ

国際社会の不信
招かぬ資金洗浄
対策を

松島法相の言動
政権にゆるみは
ないか

地方創生法案
特色ある戦略に
知恵を絞ろう

女性活躍法案
数値目標優先で
いいか

大学中退　粗悪な
学びの“安全網”

秘密法運用基準
見切り発車は許さ
れない

拉致問題で訪朝
「成果なし」は許さ
れない

株式市場が促す
米企業の改革

エボラ対策　感染
防護体制の徹底
を

新聞週間　正確な
報道で信頼回復
したい

電力大手の提携
利用者への還元
確実に

アフガン新政権
挙国一致で治安
確立を

原発と火山　空振
り覚悟と言うけれ
ど

新聞と言論―社
会を単色にはしな
い

新聞週間　信頼
向上と報道の自
由を

秘密保護への懸
念解消にさらなる
努力を

新聞週間　情報
社会の礎として

土砂災害対策
危険への住民意
識を高めよう

特定秘密保護法
施行は将来に禍
根残す

秘密保護法　欠
陥は残ったままだ

世界の子ども　厳
しい現状考える契
機に

大学奨学金―給
付型を導入しよう

原発の断層審議
お白州方式から
決別せよ

エボラ対策　国内
もしっかりと

秘密法の基準
恣意的運用を妨
げない

秘密保護基準
「知る権利の尊
重」を貫きたい

新聞週間　真実と
真摯に向き合う

新聞週間　倫理
綱領の原点に返
る

新聞週間　ふるさ
とを見つめてこそ

2014/10/14

原発なき夏冬―
節電実績を変革
の糧に

体育の日　意味あ
る日付に戻したい

新聞は「中和性」
与える議論をして
いるか

１８歳選挙権　今
国会でこそ実現を

テロ財産凍結法
資金面から暗躍
を封じたい

派遣法改正案
不安定な雇用が
広がる

原発説明会　手
続きで終わらせる
な

公設民営学校―
本当に必要なの
か

介護報酬改定　ま
ずは職員の待遇
改善だ

「イスラム国」への
流入を断て

カジノ法案　解禁
ありきに反対する

リニア新幹線　現
行計画に死角は
ないのか

道議会政活費　こ
れで透明化とは
驚く

「イスラム国」拡大
テロの土壌なくし
たい

ひまわり８号　精
度の高さで貢献し
たい

減速する世界経
済に構造改革で
応えよ

視点トレイルラン
共存の道を探ろう

福島県知事選
復興の未来像を
鮮明に

裁判員裁判　制
度定着へ不断の
改善を

救済の道広げた
石綿判決

女性活躍推進法
案　男性の働き方
を変えよ

暴力団排除　包
囲網　さらに強め
たい

ノーベル平和賞―
教育こそ世界の
未来

ノーベル平和賞
「マララの夢」への
弾みに

女性登用計画を
企業の力高める
好機に

マララさん受賞
子供の未来を守
ろう

アスベスト判決
「泉南」の教訓を
対策に生かせ

北電再値上げ　こ
んな圧縮　納得い
かぬ

アスベスト判決
「公害」の救済を
早く

アスベスト判決
国は対策見直し
救済急げ

電力提携―「一
強」にならぬよう
に

電力会社の提携
料金値下げに結
びつけよ

少女の勇気に報
いた平和賞

石綿被害判決
国の怠慢もう許さ
れぬ

ノーベル平和賞
テロに屈しない少
女への栄誉

ノーベル平和賞
子どもの権利守る
世に

ノーベル平和賞
１７歳の勇気を支
えよう

ガイドライン　対米
協力の歯止めど
こに

産経記者起訴―
大切なものを手放
した

東京五輪５０年
次の大会は何を
残せるか

報道の自由侵害
と日韓関係悪化を
憂う

東京五輪５０年
次は国際貢献す
る番だ

東京五輪半世紀
あの感動を２０２０
年にも

産経記者起訴
言論の自由脅か
す行為

産経記者起訴
韓国は報道の自
由守れ

東京五輪５０年
次は世界へ何を
訴えるか

石綿被害判決―
見過ごした政府の
責任

集団的自衛権
日米指針に具体
策みえぬ

「64年」超えて新し
い五輪を

産経記者起訴
韓国の法治感覚
を憂う

産経前支局長
韓国ならではの
「政治的」起訴

石綿最高裁判決
国は真摯に受け
止めよ

福島県知事選
被災地の今に耳
傾けて

産経記者起訴
民主主義の熟度
問われる

日米防衛指針―
拡大解釈が過ぎ
ないか

日米防衛指針の
改定は細部こそ
肝心だ

福島県知事選
地に足ついた復
興論を

再生エネ中断　電
力の安定供給が
優先される

日米防衛指針
世界中で武力使う
のか

ノーベル賞　九州
生まれの頭脳誇
りに

火山と原発―噴
火リスクの再検討
を

警戒必要な北朝
鮮の融和路線

日米防衛協力 際
限ない拡大を恐
れる

日米防衛指針
切れ目ない共同
対処を可能に

安倍政権の閣僚
説明責任を尽くさ
ねば

景気判断　数字
は後退を示してい
る

ノーベル賞―地道
な研究の土壌守
れ

ノーベル賞受賞
独創と多様性を次
世代に

光の革命を起こし
た日本人のノーベ
ル賞

３氏に物理学賞
２１世紀輝かす照
明革命

派遣法改正案
増えるか減るかに
終始するな

物理学賞　「照明
の革命」３人同時

原発住民説明会
規制委だけに負
わせるな

法廷通訳―質を
支える仕組みに

イスラム国志願
過激な思想の浸
透を阻め

電力提携を成果
につなげよ

テロ予備軍　日本
も無縁ではない

ノーベル賞　世界
変えた青い光を誇
りたい

「イスラム国」　こ
んな身近に「影」と
は

御嶽山の教訓
安全対策見直し
が必要だ

日朝協議―果敢
な交渉で主導権
を

大学ランキング
世界で競う独創性
育もう

原子力規制委は
もっと自らの言葉
を持て

再生エネの普及
国は民間任せに
するな

大学中退調査
経済的な負担を
軽くしたい

衆院議員定数
増税より襟正すの
が先

派遣労働見直し
雇用の劣化許さ
れない

秘密法１２月施行
懸念の置き去り許
されぬ

安保論議―「明白
な危険」は明白か

北の「外交攻勢」
拉致解決と核放
棄が先だ

地域の知恵競う
地方創生に

夜間中学　まず
「１県１校」実現を

日中「海上連絡」
偶発的衝突の回
避に不可欠だ

地方創生法案
掛け声よりも具体
策だ

働く人の権利　勇
気の訴え孤立さ
せず

遺伝子検査　安
全に利用できる態
勢を

テロリスト―生ま
ない土壌つくろう

政党交付金　安
易な「収入源」を
見直せ

「社会的インパク
ト投資」を育てよう

地方創生の針路
競争に走り過ぎる
な

ダイエー消滅　新
たな流通革命に
つながるか

中韓との関係　首
脳会談へ対話加
速を

原発再稼働　御
嶽噴火は新たな
教訓

英語教育―アジ
アトップ級って？

うなぎの保護　回
復へ日本も覚悟
持とう

アップル電子決済
への備えは

年功賃金見直し
政府が口を出すこ
とか

「イスラム国」　テ
ロ戦闘員の流入
を阻止せよ

稲葉選手引退
全力疾走が勇気く
れた

調査捕鯨　消費
は伸びず見直しを

女性活躍推進―
まずは現状の公
表だ

憲法改正　首相
は歴史的使命果
たせ

株式市場の公正
さ高める増資の規
制を

視点:ロシアと世
界　漂流を止める
努力も

原発避難解除
帰還者をしっかり
と支えよう

危険ドラッグ　買
わぬ・持たぬ・使
わぬ

大学に脅迫文　卑
劣な言論封じは
許さぬ

芸術と展示―表
現の幅、広く尊重
を

「慰安婦」意見書
是正への動きを
広げたい

グローバル化が
崩す年功制

裁判員の重圧
調査・検証し負担
軽減を

新幹線５０年　安
全で正確な運行こ
れからも

アフガン新政権
挙国一致が欠か
せない

川内原発の地元
対象範囲を広げ
るべきだ

再エネの購入―
普及の機運をい
かせ

女性活躍推進
専業主婦の力見
直したい

香港の輝きを損な
いかねない「大陸
化」

香港学生デモ　民
主化は普遍的願
いだ

産経前支局長
韓国は出国禁止
を続けるのか

香港デモ　真の普
通選挙実現こそ

香港占拠長期化
話し合いで解決し
よう

川内原発の地元
対象範囲を広げ
るべきだ

裁判員の負担―
実態をつかみ対
策を

御嶽山の惨事　リ
スク最小化の現
実策を

コピペ答弁では納
得できない

エボラ感染拡大
日本も備え怠らず
に

衆院予算委　現
実的な安保論議
を深めたい

道議会３増６減
抜本改革にはほ
ど遠い

クマ被害続発
“音のお守り”忘
れずに

アフガン新政権
治安の強化を挙
国一致で

代表質問―論争
挑んでこそ野党

年功体系見直し
収益と賃金ふや
す制度に

買い取り中断で再
生エネを後退させ
るな

御嶽山の犠牲者
「戦後最悪」から
教訓を

御嶽山惨事　火
山情報の発信に
工夫が要る

札幌五輪招致　あ
らゆる面から検討
を

火山災害　メッ
セージ見落とすな

ホークス優勝　九
州を活気づける劇
的Ｖ

香港デモ―長官
選のあり方再考を

日米印対話　南
西アジア安定に
重要だ

闊達で不正のな
い科学研究を

大学への脅迫
看過できない卑劣
さ

大学への脅迫文
言論封じを狙う卑
劣な行為だ

消費税増税半年
景気のもたつき鮮
明だ

大学脅迫　言論
への暴力許され
ぬ

てんかん月間　誤
解や偏見なくす努
力を

大学への脅迫―
暴力は、許さない

大学に脅迫文　言
論封じのテロを許
すな

足踏みの景気、
成長戦略で下支
えせよ

企業の景況感
軽視できない円安
の影

香港抗議デモ　混
乱の長期化が懸
念される

再生エネ購入　政
府が普及の後押
しを

再生エネ　中断
原発依存に戻る
のか

日銀短観　不透
明感が強まってい
る

2014/10/13

秘密法施行―「丁
寧に説明」はどこ
へ

2014/10/12

2014/10/11

2014/10/9

2014/10/3

秘密法運用基準
／拡大を防ぐ歯
止めにならぬ

2014/10/5

診療所防火対策
安全に努め有床
の維持を

民間発の地方創
生―「社会的投
資」を突破口に

2014/10/16
大学中退／経済
的理由の増加に
対策を

男性への支援／
役割意識なくす働
き掛けを

2014/10/17

2014/10/10

法律家養成／法
科大学院の理念
忘れずに

2014/10/7

2014/10/4

拉致再調査／
「北」の交渉戦略2014/10/2

岩手県知事選／
選択の幅広げる
論戦目指せ

福島県知事選
原発論議を深め
る契機に

国会の論戦／活
発化の兆し確か
な動きに

休み

赤崎氏らにノーベ
ル賞　ものづくり
の喜びよ

「オバマの戦争」
の危うさ　週のは
じめに考える

２４時間営業見直
し／外食チェーン
だけの問題か

長崎国体　心を一
つにがんばらん
ば

“大転換”の風が
吹く　週のはじめ
に考える

割れる景気判断
／アベノミクス、見
直す時だ

被災地の貧困／
認識を深め政治
を動かそう

大学改革　学長
権限の強化だけ
では

ウナギ資源管理
／養殖制限の実
効性確保が鍵

前支局長起訴
一言でいえば異
様である　言論自
由の原点を忘れ
るな

「消費税１０％」
やはり軽減税率
が不可欠だ

「縮む社会」　論
ずべき課題は山と
ある

庄内浜の魚応援
／山形内陸部の
広がり期待

消費税１０％の議
論　「宿題」ができ
ていない

2014/10/20

労働者派遣法改
正／雇用不安の
解消に努めよ

2014/10/8

2014/10/6

憲法９条　平和は
だれが守るのか
ノーベル賞騒ぎは
何だった

「足りない活字」が
歌う　週のはじめ
に考える

「専守」骨抜き許
されぬ　日米防衛
指針見直し

ノーベル物理学賞
／科学技術立国
の未来に光

来年の国勢調査
／現実味増す「居
住人口ゼロ」

再生エネ見直し／
政府の責任で促
進の道筋を

2014/10/19

石綿訴訟判決／
国の責務がさらに
問われる

2014/10/15

稲作のこれから／
「海図なき航海」
強いるのか

2014/10/18



日銀短観―経済
は分断されるの
か

原発ゼロの夏　本
当に「乗り切れ
た」のか

日米印の枠組み
生かす戦略を

衆参代表質問
論点は見えてきた

日銀短観　景気
回復の足取りは
まだ重い

ＪＲ北海道　「緩み
体質」を拭わねば

日銀短観低調
民需の指標は総
崩れだ

新幹線５０年　時
代の役割と期待
担って

差別と政権―疑
念晴らすのはあな
た

拉致被害者　全
員帰国へ妥協は
するな

賃上げ継続へ政
府と企業は役割
果たせ

新幹線５０年　こ
の先も安全で楽し
く

衆院代表質問
民主党は対案示
して論争せよ

衆院代表質問
首相は政策の幅
広げよ

代表質問始まる
誠心誠意答えてこ
そ

会代表質問　野
党は政策磨いて
連携を

新幹線５０年―安
全、さらなる高み
へ

新幹線５０年　成
長から成熟の出
発点に

「50歳」を迎えた
東海道新幹線

拉致再調査　北
は駆け引きに走る
な

拉致再調査
「北」の時間稼ぎ
は許されない

道徳の教科化
価値観押しつけ
が心配

拉致再調査　帰
国実現へ粘り強く

香港民主派デモ
衝突避け対話で
収拾図れ

臨時国会―課題
は地方だけでなく

所信表明演説
地方消滅防ぐ青
写真示せ

国民の疑問に答
える国会論戦を望
む

首相所信表明
核心の説明が足
りない

交流サイト被害
便利な機能には
危険も潜む

首相所信表明
意気込みより具体
策を

首相所信表明
大事なことを話さ
ねば

首相所信表明
もっと具体論を聞
きたい

土井さん逝く―変
わらぬことの意味

香港民主化デモ
流血招く鎮圧より
対話だ

マグロやウナギの
保護急げ

欧州経済の停滞
構造改革から逃
げるな

所信表明演説
地方創生の具体
論が問われる

エア・ドゥ失態
「道民の翼」の名
が泣く

土井さん死去　護
憲と政権の間で
葛藤

御嶽山噴火　九
州も警戒怠らず備
えを

御嶽山噴火―火
山リスクの直視を

突然の噴火に備
え火山防災の総
点検を

おたかさん死去
確かに「山」を動
かした

ソニー経営不振
大胆な発想で活
路を開きたい

御嶽山噴火　わ
ずかな変化も前
兆だ

日本と韓国―前を
向き進むしかない

虐待から子どもを
守りたい

海外犯罪被害者
国内と同等の支
援を

チーム学校構想
事務職員も欠か
せない戦力だ

ＴＰＰ日米協議
合意を急ぐ必要
はない

国連演説―首相
の重い国際公約

御嶽山噴火　被
害拡大防ぎ観測
強化を

日本の競争力を
高める特許の仕
組みを

子どもの安全　地
域全体で見守りた
い

御嶽山噴火　見
せつけられた予
知の難しさ

国会あす開幕　重
要課題で徹底論
戦を

待機児童問題―
まず全体像の把
握を

国語世論調査
若者の敬語観に
感心した

負けられぬエボラ
との戦い

御嶽山噴火　被
害者救援に全力
を

日韓外相会談
関係改善への機
運は本物か

気候サミット　日
本の出遅れが心
配だ

日中関係―首脳
対話を始める時だ

子供の安全　今こ
そ警察の「手と
眼」を

日本の危機でも
ある「イスラム国」
の台頭

エボラ出血熱　世
界の脅威食い止
めよ

児童虐待防止
妊娠期から切れ
目ない支援を

イスラム国対応
日本は非軍事で
貢献を

円安の進行　弱
者への配慮が必
要だ

九州と「世界遺
産」　連携して魅
力を高めたい

ＴＰＰと日米―原
点に返り交渉続
けよ

ＴＰＰ足踏み　妥
結に米の譲歩欠
かせぬ

日中の「互恵」へ
一層の努力を

日本と常任理　何
をやるかが肝心
だ

首相国連演説
常任理事国へ戦
略的に挑め

神戸女児遺棄
安全の死角なくし
たい

マグロとウナギ
危機感を共有しよ
う

気候サミット　日
本の出遅れが気
になる

気候サミット―２
大国の責任は重
い

北方領土　露に関
係改善望めるの
か

温暖化対策は言
葉だけでなく行動
を

ＴＰＰ日米協議
交渉全体の漂流
を防げ

国語世論調査
誤用に気づく契機
にしたい

北電社長辞任
値上げ問題　これ
からだ

神戸女児遺棄
子はみんなで守ろ
う

ダイエー　栄枯盛
衰は世の常といえ

整備新幹線―前
倒しより財政規律
を

「イスラム国」決議
各国結束し包囲
網狭めよ

日米はＴＰＰ決着
の意志示せ

テロとの戦い　明
確な展望が必要
だ

ＴＰＰ協議　進展
阻む米国の対日
強硬姿勢

北朝鮮拉致調査
誠意ある報告を
早急に

中東の外国人兵
越境するテロに備
えよ

シリア領空爆　包
括的な封じ込め
が必要

シリア空爆―安定
化への道筋探れ

気候変動サミット
日本の遅れ原発
で回復を

シリア領への空爆
で問われる全体
戦略

国語世論調査
議論する力を養お
う

気候サミット　日
本の知見を途上
国の対策に

まちづくり負担
不在地主も責任
果たせ

シリア領空爆　国
際包囲網早急に
築け

ウイグル問題―
民族融和への不
当判決

基準地価　二極
化は地方創生妨
げる

ウエアラブル端末
の可能性

気象サミット　新
枠組みの交渉加
速を

米シリア領空爆
「テロとの戦い」に
結集しよう

ウナギ規制　食べ
続けるには我慢も

気候サミット　米
中もやっとその気
に

日ロ首脳対話―
外交の理念を忘
れずに

慰安婦問題　国
連を舞台に誤解
をとけ

企業は女性の力
伸ばす職場改革
を競え

認定こども園　安
心できる制度設計
を

アフガン新政権
挙国一致で治安
を確保せよ

米シリア空爆　一
層の泥沼化避け
ねば

北朝鮮の再調査
小出しや駆け引き
は無用

国際的税逃れ―
対応策、確実に実
行を

シリア空爆　アラ
ブ参加で掃討加
速を

調査捕鯨の強行
を懸念する

ソニー巨額赤字
復活の戦略作り
に期待

維新の党結党
安倍政権との距
離感が曖昧だ

世界ジオパーク
アポイ岳の特色
発信を

鷹島海底遺跡
水中考古学の宝
庫に光を

Ｇ２０の成長―雇
用の質に取り組
みを

維新の党　国を論
じあう勢力目指せ

世界経済の成長
持続へ結束力欠く
Ｇ20

アフガン新政権
名実ともに挙国一
致で

日露首脳協議　Ｇ
７協調前提に対話
続けたい

Ｇ２０財務相会議
協調こそ成長の
支えだ

民法大改正　生
活実感と合う道具
に

進む円安　日本
が安売りされるの
は

社福法人改革―
出発点は情報公
開だ

アフガン新体制
イラクの二の舞い
避けよ

アフガン新政権の
責務は重い

維新の党結成　な
ぜ再編か大義を
示せ

円安の進行　景
気への副作用に
目配りせよ

公明党新体制
現状維持では埋
没する

エボラ出血熱　感
染国を孤立させる
な

公明党　結党の
原点を見つめ直
せ

公明党大会―実
利の政治を超え
て

米量的緩和終了
へ　世界経済に配
慮忘れるな

原発の選別に備
えた体制づくりを
急げ

広島災害１カ月
地域の備えを強
めたい

結核の予防　早
期治療で感染拡
大を防ごう

核燃料サイクル
延命より撤退の議
論を

リニア新幹線―国
は独自に判断せ
よ

安保理とエボラ
各国の支援さらに
強化を

中国ネット企業の
躍進と影

視覚障害と社会
無関心という罪の
重さ

公明党大会　政
権の合意形成へ
役割果たせ

ＮＰＯのあり方
透明な運営こそ重
要だ

国会の多弱―「野
党の本分」に活路
を

原子力規制委
欠乏した対話力
の回復を

中国主導のインフ
ラ銀にどう向き合
うか

公明党大会　守る
べき一線を示せ

女性活躍法案
働き方の見直しに
つなげたい

南極海調査捕鯨
逆風どう乗り越え
るか

調査捕鯨―強行
の損失は大きい

調査捕鯨先延ば
し　継続へ丁寧な
説明尽くせ

公明は結党の原
点を見失うな

円安の進行　負
の側面を警戒しよ
う

調査捕鯨　再開
へ日本の主張は
通るのか

参院の選挙制度
改革つぶしは許さ
れぬ

英の住民投票―
国の姿を見直す
契機に

スコットランド　英
国に留まってよ
かった

スコットランドの投
票が促す英国の
変化

辺野古掘削調査
知事選まで作業
中断を

北の拉致報告
「初期段階」の説
明は通らない

スコットランド　地
方の異議申し立
てだ

スコットランド　民
意表明の尊さ示し
た

スコットランド　独
立派健闘が残し
た教訓

広島土砂災害―
「よそごと」にしな
い

拉致再調査　遅
延で家族の心情
弄ぶな

女性の活躍へ保
育拡充急げ

スコットランド　国
家の進化につな
げよ

スコットランド　独
立否決でも難題
は残った

ＤＶ過去最多　予
防教育の充実目
指せ

高山市の“宣言”
旅は平和であって
こそ

ＩＷＣ総会　攻め手
を与えてしまった

米緩和策終了―
日銀にとっての教
訓は

ソニー赤字拡大
心躍る商品再び
生み出せ

ソニーはいつまで
漂流を続けるの
か

地方の地価下落
格差拡大防ぐ手
立てを

ウナギ養殖規制
資源保護の実効
性が問われる

円安加速　副作
用への警戒怠る
な

ソニー無配　自由
闊達に復活目指
せ

ウナギ養殖制限
資源保護へ意義
ある合意

核燃サイクル―
限界が迫っている

両陛下パラオへ
戦没者への思い
あらたに

地価上昇は広が
り始めたが

ウナギ養殖削減
資源保護への第
一歩だ

基準地価　都市
の回復を地方に
広げたい

自転車と安全
ルールの浸透図
りたい

基準地価　景気
の停滞感が表れ
た

大都市地価上昇
投資過熱は注意
が必要だ

ｉＰＳ研究―有望だ
からこそ慎重に

健保組合赤字
制度破綻では本
末転倒だ

諮問会議は歳出
改革にもっと力を
入れよ

原発の支援強化
脱依存政策に逆
行する

再生エネ普及　過
大な料金負担は
看過できぬ

札幌市長選　政
策を競い合ってこ
そ

民主党新体制
生活者の原点
へ、再び

工藤会壊滅作戦
「警察の威信」も
問われる

ニュータウン―再
生の知恵は現場
から

民主党新体制
鮮明な旗作りから
始めよ

再生医療の実現
に一歩前進だ

公的年金積立金
慎重な運用こそ大
事だ

食料自給率　農
業再生へ穀物偏
重を改めよ

政労使会議　労
働条件底上げの
場に

自殺対策　若い命
の支えをもっと

民主党新執行部
挙党態勢で国会
論戦挑め

自殺予防策―知
恵を集めて充実を

工藤会頂上作戦
壊滅目指し民間
人を守れ

急激な為替変動
の副作用も警戒
せよ

民主党の新布陣
政策論争を与党
に挑め

民主党役員交代
バラバラ感を解消
できるか

民主党役員人事
挙党一致が再生
の鍵だ

廃炉の時代　あら
がうのが不自然だ

ｉＰＳ初移植　安全
性の確保を最優
先に

山口淑子さん―
戦後の歩みが語
ること

法科大学院　再
編し多様な人材
育成を

野党が「多弱」を
脱するには

ＩＷＣ総会　守るべ
きは湾岸捕鯨だ

工藤会幹部逮捕
凶悪集団を壊滅
する突破口に

ｉＰＳ移植手術　実
用化には腰を据
えて

アジア大会　いま
こそ省みるとき

福岡と釜山　影響
力ある都市間連
携を

2014/9/16

地方創生―目線
は低く、息長く

ｉＰＳ細胞移植　実
用化へ息の長い
支援を

読書の秋　若者
よ、本を開こう

ｉＰＳ細胞移植　再
生医療普及への
試金石だ

福島県知事選
相乗りでも論戦は
必要

ＷＴＯ停滞　経済
ブロック化警戒を

進む円安―負の
側面に配慮が必
要

敬老の日　「老」
の知恵を「少」へ
継げ

法科大学院　提
携や統合で質高
めよ

創生本部初会合
若者が働ける「地
方」を作ろう

敬老の日　健康
寿命を延ばしたい

香港普通選挙
名ばかりの１票で
は

川内再稼働―山
積する課題忘れ
るな

円安ドル高　今こ
そ経営努力が必
要だ

規制緩和で「シェ
ア消費」を育てよ
う

分権と地方創生
まちづくり権限委
譲を

ストーカー対策
凶行から被害者
を守りたい

原発の廃炉　円
滑に進める仕組
みを

英の住民投票―
「国家」の議論深
めよう

拉致再調査　時
間稼ぎと小出し許
すな

生産性高める労
働時間改革を

ｉＰＳ臨床研究　冷
静に応援したい

米軍空爆拡大へ
有志連合でイスラ
ム国掃討を

法科大学院　抜
本見直しを急ぎた
い

2014/9/15

2014/9/19

2014/9/23
空き家対策／「撤
去」と「利活用」の
両輪で

2014/9/21

2014/9/20

2014/9/22

2014/9/25

2014/9/27

2014/9/28

御嶽山噴火／脅
威直視し火山対
策強化を

2014/9/30

2014/9/29

2014/10/1

政労使会議／働く
人の安心醸成す
る場に

臨時国会召集／
「選挙」乗り越え
深い議論を

刑事司法改革案
原点が揺らいでい
ないか

気候変動サミット
／国際潮流に乗
り遅れるな

イスラム国包囲網
／ヒト、モノ、カネ
流入阻止を

2014/9/17

2014/9/24

「北」の交渉戦略
見極めたい

2014/10/2

海洋発電開発
九州・沖縄の海を
生かそう

平和・中道、貫い
てこそ　結党５０
年の公明党

在仙プロ球団／
地域の宝みんな
で育もう

香港長官選挙
露骨な民主派締
め出しだ

再び「政治主導」
を問い直す　週の
はじめに考える

女性の健康支援
／活躍推進に不
可欠な基盤だ

自治基本条例／
自民党本部の介
入を許すな

地方創生　過去
の反省と教訓生
かせ

ギャンブル依存／
病気としての対策
が必要だ

休み

経済の長期停滞
論を乗り越えて

防災・減災　日本
海津波／浸水想
定の見直しを早急
に

加速する円安／
マイナス面に十分
な警戒を

防災・減災　国連
会議まで半年／
開催後の発信継
続を視野に

「イスラム国」　資
金と人の流入を止
めよ

記憶の力、伝える
力　週のはじめに
考える

エボラ熱／感染
封じ込めに積極
貢献を

新幹線と安全思
想　週のはじめに
考える

2014/9/14

2014/9/18

繁栄阻む「五つの
巨人」　社会保障
費のあり方

防災・減災　地盤
強度問題／被災
者保護が対応の
原点

規制委発足２年
／理念実現に向
け原点に返れ

2014/9/26

再生エネ見直し
普及にブレーキか
けるな

４２年目の対話
日中善隣の道「再
定義」を

よく恐れよく備え
よう　御嶽山噴火

再生エネ買い取り
強引な普及計画
は見直せ

中間貯蔵輸送経
路／安全確保へ
万全の対策を



参院の選挙制度
自民は改革先送
り政党か

吉田調書の教訓
を原発の安全に
生かせ

「イスラム国」対策
力と知恵で国際
協力を

脇幹事長更迭
選挙制度改革を
内紛で潰すな

大雨と特別警報
経験を次に生か
すには

朝日新聞の謝罪
言論報道の責任
と使命

イスラム国　米国
は世界率いて打
倒を

報道への不信ぬ
ぐい去る責務

参院選挙改革
自民の身勝手さ
に驚く

原発事故調書
危機管理強化へ
重い教訓だ

香港長官選挙
民主派排除でい
いのか

吉田調書　検証
はまだ足りない

シリア空爆―国家
再建こそ解決の
道

ＩＴ全盛の金融市
場を公正に保つ
には

吉田調書公開
次は「幸運」に頼
れない

「吉田調書」報道
なぜ誤報　検証が
重要だ

川内原発　安全
の合格証ではな
い

秘密法の運用
修正しても懸念は
拭えぬ

法科大学院―質
を高め理念の実
現を

１票の格差を放置
する自民

朝日社長会見　メ
ディアの重い責任

秘密法運用基準
国民の声反映し
てない

オバマ・テロ演説
まず封じ込めの徹
底を

「吉田調書」公開
当事者が語る現
場の苦闘

ＮＡＴＯ―理念を
掲げて再結集を

経団連と企業献
金　透明性高め
国民の理解を

川内再稼働へ首
相が前に出て理
解得よ

尖閣国有化２年
不信の連鎖を断
ち切れ

司法試験　法科
大学院の不振は
深刻だ

改造内閣と復興
生活再建にもっと
力を

川内原発再稼働
不安解消へ九電
は説明を

欧州の経済―金
融緩和だけで良
いか

川内原発「合格」
再稼働の加速に
つなげよ

社会福祉法人の
改革を急げ

川内原発再稼働
なし崩し的に進め
るな

川内原発「合格」
再稼働へ課題の
解決を急げ

川内原発合格書
避難計画はこれ
からだ

法科大学院　法
曹養成見直しの
起点に

経団連と献金―
民主政治に資す
るのか

南沙埋め立て　中
国の暴挙を放置
するな

経団連と企業は
献金の理由を丁
寧に

全米テニス　歴史
を刻んだ錦織選
手

錦織圭全米準Ｖ
「世界一」は次に
とっておこう

経団連献金再開
露骨な政権擦り
寄りだ

錦織躍進　「不可
能はない」示した

経団連献金再開
政財癒着の反省
あるのか

南アジア外交―
対中牽制の苦い
現実

錦織の全米準優
勝　若き才能の開
花に拍手を

法科大学院の立
て直しを急げ

経団連再び献金
社会貢献とは言
えない

経団連献金関与
企業の政治参加
を促す契機に

錦織選手　世界
の頂点そこにある

デング熱　慌て
ず、万全尽くせ

錦織全米準優勝
世界を目指す若
者に励み

名護市議選―地
域の意思、尊重
せよ

昭和天皇実録
「激動の時代」に
学びたい

「実録」公開を機
に昭和史研究の
進展を

南アジア外交　海
洋安保協力を拡
大したい

昭和天皇実録
未来を考える歴史
書に

ＧＤＰ下方修正
楽観すぎた政府
の筋書き

昭和天皇実録―
歴史と向き合う素
材に

非常任理事国
積極的平和貢献
に生かせ

南アジアとの協力
を息長く

昭和天皇実録
史実解明へ一層
の情報公開を

「辺野古」強行
拒絶する名護の
民意

ＮＡＴＯ　「対ロシ
ア」の原点に回帰

債権法改正―市
民が使えるツール
に

製鉄所事故　「ご
安全に」の意識徹
底を

世界規模の感染
症リスクに備えよ
う

関西空港２０年
民間運営の将来
像示せ

北極海航路　日
本も戦略的関与
を強めたい

理研改革　組織を
根本的に見直せ

ウクライナ停戦
ロシアは外交を弄
ぶな

ウクライナ―停戦
を安定化の一歩
に

国連慰安婦報告
名誉回復へ見直
し求めよ

「イスラム国」の包
囲網を築け

原発と火山災害
巨大噴火を侮るな
かれ

医療費適正化
ビッグデータ活用
で質高めよ

ＮＰＯ優遇税制
見直しは共助の
芽摘む

介護人手不足
仕事に見合う賃
金に

経済連携交渉―
「負の連鎖」防ぐ
には

ウクライナ停戦
米欧は対露圧力
緩めるな

ウクライナ停戦合
意を和平につな
げよ

水資源の管理
豊かな恵みを次
世代へ

次世代テレビ　無
理せずに普及を
進めよう

ウクライナ停戦
ロシアの介入許さ
れぬ

偽装に課徴金―
裏読みの不要な
社会へ

五輪招致１年　国
を挙げ大会成功さ
せよ

素材産業の劣化
が心配だ

ＮＡＴＯ　不透明な
世界の重しに

ウクライナ停戦
欧米は露の介入
を排除せよ

無戸籍問題　支
援と救済を急ぎた
い

原発の廃炉―実
現できる準備を急
げ

クロマグロ漁半減
食卓の未来へ我
慢の時だ

企業の力をもっと
農業改革にいか
そう

リニア建設　本当
に進めて大丈夫
か

クロマグロ保護
「漁獲半減」を着
実に実行せよ

デング熱　感染症
の動向に注意を

最年長勝利　マウ
ンドにマサがいる

クロマグロ　保護
強化は日本の責
任だ

ヘイト規制―議論
の土壌は大丈夫
か

地方創生本部
常識覆す遠大な
発想もて

欧州のデフレ阻止
は道半ばだ

石破地方創生相
闘う姿勢が求めら
れる

広報外交戦略
正しい日本の姿を
発信したい

海自いじめ自殺
抜本的な対策が
必要だ

イスラム国　人類
が阻止すべき犯
罪

デング熱感染　見
逃せない温暖化
の影響

自民党新体制―
谷垣幹事長の生
きる道

改造内閣と中韓
首脳会談への環
境整えよ

ウクライナ合意
停戦で露軍は撤
退せよ

デング熱拡大　感
染症の侵入に注
意しよう

地方創生　石破さ
んの腕力　見たい

池上コラム問題
言論を大切にした
い

安倍内閣の外交
地球儀に空白を
つくるな

関西空港―２０年
の浮沈から学べ

慰安婦問題　おわ
びすべき対象は
誰か

刺された盲導犬
人の心も傷つい
た

抗日戦勝記念日
習氏は「関係発
展」を望むのか

景気見通し　消費
低迷の実態直視
を

新日鉄爆発　原
因突き止め公表
せよ

諫干開門問題
有明海再生を足
掛かりに

安倍改造内閣―
国民合意の政治
を望む

安倍改造内閣
政策の実行力を
問いたい

水俣病救済―全
容解明なく幕引け

火山と原発　規制
委は及び腰に見

香港のトップ―普
通選挙と言うけれ
ど

リニア着工へ
「世界初」を再び
日本から

日印の「特別な関
係」を実のあるも
のに

日印首脳会談
広い視野で関係
深めよ

香港長官選挙
自治を形骸化す
る民主派排除

防衛費５兆円超
節度を取り戻して
こそ

「地方創生」　実
効性ある予算にし
たい

韓国の朴政権―
報道への圧迫許
されぬ

香港の長官選挙
民主化の後退は
許されぬ

独法改革さらに切
り込め

原発事故調書
教訓のため全面
公開を

民法改正案　消
費者保護の観点
を忘れずに

政府の原発支援
なぜ、負担強いて
まで

海自いじめ自殺
組織全体の体質
を見直せ

中間貯蔵施設―
「福島の問題」に
するな

敦賀原発　断層
評価は科学的に
行え

中間貯蔵施設を
除染と復興への
一歩に

中間貯蔵の受諾
復興の新たな一
歩に

中間貯蔵施設
復興の加速へ課
題はまだ多い

原発事故調書
全面公開し真相
究明を

盲導犬の虐待
人への献身裏切
る卑劣

水俣病　全体像
調べ解決の道筋
を

ウクライナ―許さ
れぬロシアの侵
入

日印首脳会談
幅広な安保協力
の契機に

新ＥＵ首脳が試さ
れる外交力

ヘイトスピーチ
差別許さない社会
へ

日印首脳会談
高次元の戦略的
関係を築こう

カジノ誘致　負の
側面の議論が先
だ

日印首脳会談　イ
ンフラ投資に弾み
を

カジノ解禁法案
「負の影響」が大
きすぎる

中国独禁政策―
市場競争を促す
ならば

防災の日　大震
法放置は許され
ない

教訓から学び災
害に強いまちづく
りを

防衛予算　装備
調達の効率化を
徹底せよ

防衛予算要求
軍拡競争に陥り
かねぬ

子ども貧困大綱
改善の数値目標
を示せ

アートの力―きっ
と何かと出合える

集団的自衛権反
対　学校を政治に
利用するな

教育の情報化を
もっと急げ

子供の貧困対策
世代間の連鎖を
断ち切りたい

クロマグロ規制
実効性ある資源
保護を

政治献金　経団
連の再開に反対
だ

長期金利低下―
市場のひずみに
警戒を

盲導犬刺傷　卑
劣な犯行に怒り覚
える

政務活動費の闇
使い切り体質の
根絶を

ＳＴＡＰ検証　実験
を続ける意味があ
るのか

概算要求　財政
規律はどこにある

海の幸の保護―
多様な手段で効
果的に

概算要求　放漫
許さぬ覚悟をみせ
よ

防衛装備庁創設
不正防止の徹底
を図れ

ＳＴＡＰ検証　実験
を続ける意味があ
るのか

土砂災害と避難
発想の転換こそ
必要だ

予算の編成―「地
方創生」に要る視
点

デング熱　流行国
支援が対策助け
る

民法の大改正を
機に消費者も自
立を

概算要求１０１兆
円　「水膨れ」にあ
きれ返る

ウクライナ情勢
ロシアは侵入を直
ちにやめよ

札幌市長選　まず
上田市政の検証
を

「ヘイト」規制　国
会デモにも広げる
愚

景気と財政　国頼
みが強まるばかり
に

感染症対策―国
際的取り組み強
化を

露の隣国侵入
各国結束し暴挙
阻止せよ

地方創生でバラマ
キは慎め

民法の抜本改正
消費者保護の姿
勢貫け

概算要求　「選択
と集中」で歳出の
抑制を

ロシア軍侵入　和
平の道　裏切る行
為だ

概算要求１０１兆
円　財政再建の
意思あるか

子ども貧困対策
数値目標はやは
り必要だ

Ａ級戦犯法要―
聞きたい首相の
歴史観

理研の改革　研
究風土の健全化
を急げ

アジア貿易自由
化のエンジン止め
るな

ガザ停戦合意　国
際協力で和平実
現を

ガザ停戦合意　楽
観できぬ和平実
現への道

日米防衛指針
国民不在の改定
許さぬ

全国学力テスト
「木見て森見ず」
を憂う

原発避難と自殺
よりどころない悲
しみは

リビアの混乱―国
造りに国際関与を

ガザ停戦　恒久和
平への機会逃す
な

社会起業家を育
てよう

理研の改革計画
トップの責任どうし
た

日本海の津波
短時間での襲来
に備えたい

原発避難者自殺
東電の責任厳しく
指弾

車部品カルテル
甘えはもう許され
ない

理研の再生　自
助努力で抜本改
革せよ

パブコメ制度―
「面倒」を引き受
ける

日本海の津波
揺れたら避難徹
底しよう

理研の自己改革
能力が問われて
いる

ウクライナ協議
緊張緩和への節
目に

道徳の教科化
思いやりの心を培
う授業に

日本海側地震
津波避難に猶予
はない

自殺と原発事故
苛烈な現実を見
た判決

広島災害の教訓
宅地開発に死角
はないか

地域をつくる―新
しい互助を考えよ
う

慰安婦問題　新
談話と河野氏の
招致を

ロシアは危機打
開へ行動を

日本海側の津波
避難と減災に本
腰を

原発政策　「重要
電源」支える工夫
が要る

民法改正案　消
費者の保護を明
確に

日本海津波想定
あっという間に来
る

ガザ停戦　暴力の
連鎖に勝者いな
い

全国学力調査―
順位より分析に目
を

「代ゼミ」縮小　多
様な学び方で力
磨こう

競争政策に目覚
めた中国と対話
深めよ

香港長官選挙
自治を形骸化させ
るな

「イスラム国」　凶
暴な武装集団の
跳梁許すな

全国学テの成績
公表は目的から
外れる

ふるさと納税　郷
土愛はどこへいっ
た

日本海の津波
想定はさらに変わ
り得る

原発と自殺―過
酷さに司法の警
告

中国機の危険飛
行　重大結果招く
挑発やめよ

途上国の医療に
日本の知恵を

避難者自殺判決
東電の責任厳しく
指摘

慰安婦問題　史
実踏まえて新長
官談話を

外国人実習制度
拡大の前に抜本
改革を

里親制度　受け入
れ家庭広げたい

タイ暫定首相　憂
慮すべき軍政の
長期化

朝日誤報問題
使命の重さ「他山
の石」に

参院自民混乱／
選挙制度で確執
自覚足りぬ

2014/9/11
老朽原発廃炉／
政府主導で早急
に着手を

新医学部決まる
／「オール東北」
で太い幹に

野党再編難航／
政策の隔たり埋
める方が先

デング熱拡大／
広域連携強め感
染防止図れ

2014/9/4

2014/9/5

昭和天皇実録
激動の時代読み
取る資料

2014/9/13

安倍改造内閣
経済再生へ挙党
態勢を固めよ

改造内閣発足
中韓と関係構築を
急げ

2014/9/10

2014/9/9

2014/9/8

2014/9/7

2014/9/6

安倍改造内閣
日本再生の司令
塔となれ

朝日新聞のおわ
び　原発所員の名
誉回復急げ

2014/9/12
「農業」戦略特区
／企業の営農継
続どう担保？

論じることの原点
を心に刻んで

吉田調書公開
朝日が「撤退」取
り消して謝罪

契約ルール　消費
者保護をより明確
に

子ども貧困対策
／「本気度」が伝
わってこない

昭和天皇実録
国民に開く近現代
史に

民法契約分野改
正／消費者目線
で精査し周知を

経団連と献金／
関与再開、政策
ゆがまぬか

2014/8/31

2014/8/30

中間貯蔵施設
地元の不安拭う
方策を

2014/9/3

2014/9/2

2014/9/1

政治の基本インフ
ラを整えよう

2014/8/29

2014/8/28

2014/8/27

国産木材利用／
新技術テコに裾野
の拡大を

防災・減災　日本
海津波／最悪の
推計を避難に生
かせ

ストーカー対策／
警察力だけで対
処できない

起てよ全国の新
聞紙　桐生悠々を
偲んで

福祉法人改革
活動を広げて地
域貢献を

災害は必ずやっ
て来る　週のはじ
めに考える

津波火災　想定
超す威力への対
策を

国連「開発目標」
／防災の重要さ
位置付けたい

防災の日　身を守
る力を備えよう

国民の声に聞く耳
を　安倍改造内閣
が発足

潜在力を生かして
こそ「地方創生」
だ

日中関係改善／
微妙な変化を確
かな流れに

無戸籍の人々
国は法改正含め
た救済を

格差拡大は成長
妨げる　週のはじ
めに考える

ＪＲ山田線復旧／
三鉄移管詰めの
協議急げ

内閣改造／「挙党
態勢」効果のほど
は？

第２次安倍改造
内閣発足　多様な
民意を聞き入れよ

町内会の役割／
活動力が防災な
どを左右

政府の景気認識
／楽観排し現状
分析し直す時

経済再生こそが
改造内閣の使命
だ



女性の活躍―働
き方全体の見直し
を

広島土砂災害
行政の防災対応
を見直せ

米ＦＲＢ議長への
過剰期待は避け
たい

サッカーとバナナ
人種差別を根絶し
よう

全国学力テスト
適度な競争が好
結果を生んだ

再値上げ説明会
誠意を欠く北電の
対応

三重準優勝　甲
子園で成長したね

飲酒運転撲滅
依存症対策の具
体化急げ

難病支援―氷水
かぶりに学びたい

沖縄の成績向上
「競い合い」効果
の表れだ

サービスの技能を
競える国に

学力テスト　「底上
げ」を生かすには

広島土砂災害
安否確認と被災
者支援を急げ

イスラム国　暴力
阻む包囲網構築
を

中間貯蔵施設
金目より大切なこ
と

学力テスト　順位
競うより施策充実
を

最適な電源構成
原発含め現実的
な議論を

震災避難者数
国は一元管理に
責任を

水中遺跡調査
沈没船は何を教
えてくれるか

不登校増加　兆
候逃さず相談相
手に

衆院の第三者機
関　まず答申尊重
を約束せよ

視点…パラス
ポーツの日＝論
説委員・落合博

サイバー対策　政
府の防護態勢強
化が急務だ

ＢＲＩＣＳ銀行　世
界経済の安定優
先を

辺野古掘削―説
明できぬなら凍結
を

宇宙政策　安全
保障への本格活
用を

改革を再加速す
るＧＥから何を学
ぶか

子どもの貧困　教
育の機会を均等
に

健康寿命　「元気
で長生き」を目指
したい

矢臼別米軍訓練
さらなる情報の開
示を

イラク新政権―
「最後の機会」の
覚悟で

国保の運営移行
国は財源確保の
道筋示せ

大事にしたい産業
技術遺産

競技銃年齢緩和
慎重な議論が必
要だ

関空運営権　利
便向上へ民間の
力生かそう

認定こども園　補
助基準に不備な
いか

原発と自由化―
優遇策はいらない

移植医療　関心
高める努力が必
要だ

足腰の強い観光
産業を育てるには

広島土砂災害
検証尽くして教訓
導け

検察の再犯対策
高齢・障害者に福
祉の支援も

原発優遇策　民
意の軽視も甚だし
い

老老介護　家族を
悲劇から救え

海江田民主党
正念場の危機感
あるのか

大学入試改革―
高校の教育とセッ
トで

「イスラム国」　テ
ロ拡散阻む国際
連携を

資源の輸出規制
に歯止めを

タイ軍政　独裁長
期化を懸念する

自衛隊海外派遣
恒久法制定は有
力な選択肢だ

米黒人青年射殺
抗議の声に耳傾
けたい

警察白書　信用
性に疑問符つい
た

ウクライナ情勢
撃墜究明のため
停戦急げ

広島土砂災害―
検証究めて命を
守れ

中国と独禁法　自
ら律しリスクに備
えよ

成長戦略の実行
へ強力な司令塔
を

シベリア抑留　こ
の悲劇を語り継ご
う

水道老朽化　ライ
フラインの危機は
深刻だ

首相の危機対応
国民守る責任感
足りぬ

豪雨土砂災害
避難の勧告ため
らうな

広島土砂災害　な
ぜ再び起きたか
検証を

万引き犯公開―
制裁につながるリ
スク

高校「近現代史」
興味ひく教科書と
指導を

なお死角多い土
砂災害対策

女性管理職６．
６％　異次元の対
策が必要だ

宇宙基本計画
安全保障の強化
へ改定を急げ

新規就農の減少
食料基地もっとＰ
Ｒを

カジノ法案　副作
用が大きすぎる

サイバー補導　警
察任せにするだ
けでは

ウクライナ―ロシ
アは譲歩の時だ

広島の土砂災害
地域「共助」で被
害防ごう

福島原発汚染水
国の姿がまだ見
えない

中国ＷＴＯ敗訴
不当な輸出規制
を是正せよ

広島土砂災害
豪雨の監視　強
化したい

豪雨土砂災害
情報が生死を分
ける

九州離島航路
確保・維持へ努力
と支援を

公益法人―改革
の原点を思い出
せ

米黒人少年射殺
沈静化へ事実解
明を急げ

広島の土砂災害
救援活動に全力
挙げよ

広島土砂災害
生かされなかった
過去の教訓

リニア新幹線　こ
のまま着工でいい
か

ホームレス襲撃
見過ごしてはなら
ない

中間貯蔵施設
金目だけでは解
決しない

介護の担い手―
役割に見合う報
酬を

沖縄県知事選
「移設」で与党は
結束せよ

空き家の抑制へ
中古住宅の市場
整備を

原子力小委　動
画非公開は教訓
軽視

福島原発汚染水
リスク減へ知見を
結集したい

武器輸出拡大
紛争の助長は許
されぬ

辺野古海底調査
強権政治の地金
が出た

辺野古調査　知
事選前になぜ急
ぐのか

生活保護―外国
人の扱い法律で

スコットランド　英
国はやはり一つ
がいい

イラクは挙国一致
の体制急げ

中国の宗教政策
信仰は国境を超
える

ウクライナ情勢
撃墜の真相究明
へ停戦を急げ

特殊詐欺の被害
社会が協力し防
ぎたい

ＳＩＭロック　囲い
込み解除は当然
だ

奨学金制度　「給
付型」を充実させ
たい

ＷＴＯの意義―無
差別いかす柔軟
さを

中国のＷＴＯ違反
独善は国際社会
が許さぬ

ウクライナ危機の
早期収拾が肝要
だ

撃墜事件１カ月
真相解明を優先
せよ

奨学金の滞納増
所得に応じた返
済で負担軽く

辺野古海底調査
強行は反発招くだ
けだ

集団的自衛権
経済人の声が聞
きたい

健康寿命　延ばす
ため知恵と工夫を

「アナ雪」人気―
生きにくさを超え
て

教員養成改革
指導力身につけ
る工夫を

スマホを使いやす
い料金に

無戸籍の人　法を
見直し抜本救済を

夏の電力供給
火力頼みはそろ
そろ限界だ

アイヌ民族発言
「共生」の理念は
どこに

自動車下請け　し
わ寄せの構造解
消を

障害者の虐待
身近な人の勇気
求めたい

ギャンブル依存症
深刻な実態を直
視せよ

燃料電池車　エコ
カーの選択肢が
広がる

原発汚染地下水
最初から放出が
前提か

衆院選挙制度
抜本改革の好機
逃すな

内部告発者保護
不利益扱い防ぐ
制度に

不登校増加　サ
ポート態勢の充実
が大切だ

ＤＮＡ鑑定の闇
検察に解明を求
めたい

地方創生　人口
増える“村”もある

食料の確保―自
給率一辺倒をや
めよ

過重労働　使い捨
て企業に未来な
い

幼児教育の無償
化は施策全体見
渡して

ＮＰＯ税制　改廃
は時代に逆行す
る

北方領土演習　ロ
シアの挑発は看
過できない

北方領土演習
挑発やめ対話の
継続を

トルコ大統領―人
権と自由の定着を

辺野古調査　移
設実現へ大きな
一歩だ

商品市場は銀行
撤退に対応を

指定廃棄物処分
石原環境相は汗
をかけ

辺野古海底調査
移設工事を粛々と
進めたい

タイ代理出産　子
どもの幸福考えた
い

日本と韓国―国
交半世紀に向
かって

終戦６９年の靖国
国守る思い語り継
ぎたい

羽田強化へ飛行
制限の見直し検
討を急げ

危険ドラッグ　ま
ず販売の封じ込
めを

イラク首相退陣
過激派排除へ勢
力を結集せよ

閣僚の靖国参拝
戦争への反省疑
わせる

新興国の新機関
国際金融の悪弊
を正せ

ふるさと納税　返
礼より活用を競い
合え

辺野古移設―亀
裂を深める強硬
手法

露の北方領土演
習　制裁への恫
喝なら許せぬ

「日本化」が懸念
されるユーロ圏

８・１５と日中韓
「歴史の衝突」回
避せよ

朴大統領演説
対日関係は「慰安
婦」だけか

原発事故の除染
「個人基準」でい
いのか

回らない核のサイ
クル（読者から）
私にできることが

リニア新幹線
「国のかたち」どう
変わる

歴史に学んで昭
和の惨禍を繰り返
国際協調でエボラ
封じ込めを

日本の経済―「民
間主導」へ正念場
だ

児童虐待７万件
子供救うため躊躇
するな

「反動減」後の経
済の復元力が試
される

増税後の景気
消費回復がカギ
になる

限定正社員　雇
用の「二極化」を
是正したい

ＧＤＰ大幅減　「想
定内」で済まされ
ぬ

子供とネット―仲
間の輪をもっと広
く

ＧＤＰ大幅減　消
費につながる賃
上げを

お盆に「死」を考
えてみよう

健康・医療戦略
技術力を成長に
生かせ

ＧＤＰ大幅減　消
費回復の後押し
が必要だ

新たな分権改革
国の本気度が見
えない

労災事故死　安
全託せる人材の

新興国の挑戦
対決でなく協調を

ガザ情勢　本格停
戦へ双方が歩み

エボラ出血熱　感
染封じ込めに全

イラク空爆　挙国
一致体制の確立

イラク新首相指名
国の結束固める
体制急げ

学校司書　教育
改革の弾みに

特殊詐欺急増
電話の儲け話に
乗らないで

弁護士の不祥事
信頼が根底から
揺らぐ

エボラ出血熱　封
じ込めへ日本も協
力を

日本と中韓―異
常な外交に終止
符を

地方議会不信
危機感持ち改革
を進めよ

南シナ海で中国
に歯止めをかける
には

視点…秋の仕事
は＝論説委員・人
羅格

日中・日韓関係
対話重ねて現状
を打開したい

ふるさと納税　地
方活性化は限ら
れる

企業と労働／「す
き家」問題を他山
の石に

イラク空爆　まい
たものは刈らねば

近隣外交　首脳
会談を実現するに
は

イラク空爆―めざ
すべきは国民統
合

日中関係　改善
望むなら首脳会
談を

トルコ大統領への
期待と懸念

日中外相会談
関係改善につな
げたい

南シナ海情勢　中
国に挑発凍結を
促し続けよ

衆院選挙改革
第三者の議論は
迅速に

日朝外相接触
拉致解決目指し
着実に

大阪都構想　強
引な手法は通用
しない

2014/8/11
ストーカー規制法
被害者守る態勢
実現急げ

米空爆だけでは
実現できぬイラク
の安定

沖縄県知事選
問われる辺野古
移設

ＤＶストーカー　被
害者住所の漏洩
を防止せよ

米イラク空爆　軍
事行動では解決
せぬ

米イラク空爆　「イ
スラム国」拡大許
すな

地域で支え合う力
を強めたい

中間貯蔵施設
「金目」頼りに陥ら
ずに

米軍イラク空爆
オバマ大統領の
苦渋の決断だ

「山の日」　自然と
付き合う機会に

代理出産―安易
な利用が生む悲
劇

上期の経常赤字
変化踏まえ稼ぐ力
強めよ

ＡＳＥＡＮ経済共
同体を日本の好
機に

エボラ出血熱　国
際協力で食い止
めを

エボラ出血熱　国
際連携で拡大を
食い止めよ

日中関係　首脳
会談へ歩み寄りを

生活保護下げ
最低限の保障水
準守れ

高校野球開幕―
９０歳甲子園に若
い風

エボラ対策　ここ
でも積極平和主
義を

違法な働かせ方
を断つには

イラク空爆　米国
が一歩踏み出し
た

公務員給与上げ
世代や地域でメリ
ハリが要る

ガザの戦闘　流血
に終止符打たね
ば

「山の日」制定
森の豊かさ守る
機会に

電力値上げ―負
担軽減に知恵し
ぼれ

防衛白書　「国の
守り」新たな姿示
せ

企業は構造改革
後の成長へ布石
を打て

ストーカー規制
再犯防止の対策
も必要

すき家過重労働
赤字は従業員軽
視のツケだ

佐世保高１殺害
悲劇を防げなかっ
たか

沖縄県知事選
辺野古問い直す
機会に

過重労働　従業
員使い捨ては許
せぬ

すき家の教訓―
使い捨てにはそ
の報い

拉致被害者　待つ
人がいる帰国を
急げ

公務員の待遇な
おメリハリを

ふるさと納税　財
源より地域活性化
に

防衛白書　中朝
の軍事挑発に警
戒強めよ

長時間労働　働く
人守る規制強化
を

危険ドラッグ　名
前以上に怖い毒
物

警察統計の不正
組織の体質から
見直しを

2014/8/12

2014/8/20

2014/8/19

2014/8/21

2014/8/23

多忙な教員／補
完と連携で負担
の軽減を

2014/8/24

広島土砂災害／
救える命があった
はずだ

普天間移設調査
／さらなる混迷を
招かないか

原発の安全と安
心を取り戻すには
（エネルギーを考
える）

外国人技能実習
／制度の抜本改
革へ議論必要

きょう終戦の日
平和守り抜く覚悟
がいる

戦後６９年の言葉
―祈りと誓いのそ
の先へ

終戦の日と「靖
国」　いつまで論
争続けるのか

８・１５と戦争　記
憶の継承の担い
手に

アベノミクス―「何
でもあり」に潜む
死角

2014/8/25

2014/8/26

経済を傷めない
簡素な金融規制
に

終戦記念日／平
和維持へ思索深
め行動を

福島米輸出再開
／安全の根拠示
し信頼回復を

2014/8/22

終戦の日　平和
国家の歩みを堅
持したい

2014/8/10

2014/8/9

食料自給率低迷
／新旧農政しっか
りと検証を

ＧＤＰ大幅悪化／
再増税慎重の上
にも慎重に

2014/8/17

2014/8/16

戦後６９年―歴史
を忘れぬ後代の
責務

ディオ社休止／行
政は雇用対策に
力尽くせ

2014/8/15

2014/8/14

休み

外国人実習制度
監督強化だけで
済むのか

名簿売買／個人
情報の流通に規
制必要

供給危機に備え
た資源戦略を急
げ

人口減少を考え
直す―「豊かさ」
みつめる契機に

吉田調書　世界
の原発安全性の
糧に　極限状況下
の事故対応を学
べ

温暖化抑止に知
恵と技術の結集を

2014/8/13

被災地のＤＶ／地
域の人権意識高
め防止へ

2014/8/18

スコットランドの問
いかけ　週のはじ
めに考える

児童虐待最悪／
家族全員ケアす
る態勢を

復興予算未消化
／対策を総動員し
促進図れ

被爆地と首相―
逆行あり得ぬ非
核への道

代理出産　子ども
の将来を最優先
に

満蒙開拓団の記
録から　語らね
ば、伝えねば

青年層の就農／
定着のモデル像
探りたい

終戦の日　今こそ
繰り返さぬ決意を

学校の統廃合
地域の実情に応
じ工夫を

増税が壊す？ア
ベノミクス　週の
はじめに考える

つや姫５年目／ブ
ランドの定着へ正
念場だ

普通の人々の戦
争とは　平和主義
を貫く

自治体消滅／扇
情的推論に惑わ
されるな

不戦の誓い新た
なれ　平和主義を
貫く

アベノミクス　想定
通りに進んでいる
か

旧軍引きずる人
命軽視　平和主
義を貫く

長崎原爆の日
「祈りの地」から歴
史問う

「水素」白書　努
力が実を結びつ
つある

2014/8/8

万引被害　軽視で
きない社会問題だ

「市民感覚」とは
何か　週のはじめ
に考える

トレンチ滞留水／
実効性高い止水
法見極めよ



ガザ停戦―安定
の道を探らねば

原爆の日　「宣
言」を政治利用す
るな

１票の格差是正
へ第三者機関を
尊重せよ

キャンプ水難事故
豪雨に備え点検
怠るな

国際科学五輪
理系人材を生か
す社会作ろう

防衛白書　抑止
力より対話に力を

１４年版白書　そ
れでも「専守防
衛」か

防衛白書　世論と
の「落差」は大き
い

警察の不正―組
織の病理にメスを

プーチン大統領
招請延期はやむ
を得ない

理研は真相解明
を遅らせるな

慰安婦報道　国
際社会に通じる論
で

原爆忌　核軍縮を
着実に前進させ
たい

江差線三セク　黒
字の鍵は乗客目
線だ

笹井氏の自殺
理研は解体的出
直しを

日本の科学界
「真理追究」の原
点に返れ

知恵と技術を集め
て「節電工場」を
広げよう

原爆の日　記憶を
継承し伝えよう

原爆の日　核の
非人道性訴えよう

核廃絶への関心
を高めたい

防衛白書と政権
国民と向き合う姿

訪日客の急増
観光担う人材の

子どもの虐待―
重層的な対策が
必要だ

整備新幹線前倒
し　費用に見合う
効果あるか

会計基準の乱立
を解消し市場の国
際化を

軽減税率　与党
は制度設計を急
げ

アルゼンチン
「ハゲタカ」の横暴
が目に余る

児童虐待増加
家庭の密室化
防ぎたい

夏休み本番　五
感を研ぎ澄ませよ
う

佐世保事件　悲
劇から教訓導く努
力を

エボラ出血熱―
拡散の危険を忘
れずに

空き家急増　「町
の安心」へ具体策
とれ

ガザ停戦を早急
に実現せよ

甲子園投球制限
選手の将来を考
えよう

福島の除染　個
人線量の重視で
復興加速を

人手不足　正規
雇用増やす好機
に

長時間労働　働く
人の悲鳴聞こえる

復興予算未執行
被災地の期待を
裏切るな

フランス―武器輸
出よりも結束を

大阪府警過少申
告　粉飾で治安は
向上しない

アルゼンチン　混
乱防ぐ法的枠組
みを

大阪府警不正
犯罪統計の操作
にあきれる

宿泊施設の耐震
安全対策に猶予
はない

原発パブコメ　広
く、深く、声を聴け

衆院選挙改革―
まずは正しい「診
断」を

株の夜間取引
投資家を呼び込
む設計に

長時間労働　働く
人を使いつぶすな

北海道電値上げ
原発再稼働で火
力頼み脱却を

徘徊高齢者　地
域社会で見守りた
い

アルゼンチン債
秩序揺るがす強
欲主義

新疆のテロ―民
族政策を見直す
時だ

スカイマーク　経
営改善を急ぎ不
安解け

ガザの惨状　殺り
くやめて交渉を

佐世保高１殺害
なぜ少女は凶行
に走ったのか

安倍内閣改造
多様な民意くむ体
制を

中国指導部摘発
本気でトラをたた
くなら

米国経済―金融
政策は慎重に

ふるさと納税　工
夫凝らしファン増
やせ

対ロシア制裁　首
脳間対話の道も
探れ

首相中南米歴訪
互恵の関係を長
期的に築こう

周永康氏汚職
中国の矛盾があ
らわに

原発事故の責任
市民が納得する
再捜査を

増える空き家―放
置防いで活用探
ろう

次世代の党　憲
法改正の牽引役
となれ

日本流の資源外
交で各国との絆
深めよ

電力の再値上げ
許されない問題先
送り

第１次大戦１００
年　今こそ銘記し
たい悲劇の教訓

東電「起訴相当」
納得いく再捜査を
望む

周永康氏捜査
見せしめの摘発
でなく

原発事故の責任
市民が納得する
再捜査を

アルゼンチン―国
家破綻にルール
を

海水浴と飲酒
「夏の文化」も節
度必要だ

冷静に考えたい
佐世保事件

大阪府警の偽装
あきれる治安回
復工作

第３極勢力　現実
的な政策で存在
感を示せ

アルゼンチン債
混乱防ぐ国際
ルールを

回らない核のサイ
クル（６）　村に吹
け、新生の風よ

不安定な経済　い
がみ合う場面では
ない

原発事故原因―
究明求める声を
聴け

佐世保高１殺害
凶行は防げな
かったのか

続く電力危機を映
す北海道電の再
値上げ

民主党海江田代
表　展望欠いた安
易な続投

対露制裁強化
米欧の協調で圧
力かけ続けよ

北電料金申請
再値上げは納得
いかぬ

東電「起訴相当」
誠実な再捜査を
求める

参院選挙制度　ま
ずは格差の是正
を急げ

スカイマーク―課
題は山積している

北海道電再値上
げ　「原発ゼロ」の
重い代償だ

株式の夜間取引
をする得失は

検審「起訴相当」
原発の安全神話
を指弾

海江田民主党
甘い総括で再建
できるのか

低迷する民主党
不毛な内紛に終
止符を

回らない核のサイ
クル（５）　電気代
が支える再処理

産業スパイ防止
先端技術情報を
守らねば

最低賃金―まず
は「目安超え」を

最低賃金　地方に
も好循環の恩恵
を

こじれた中間貯蔵
施設への不信を
拭え

最低賃金　地域
間格差を是正せ
よ

周永康氏摘発
腐敗蔓延の陰で
続く権力闘争

最低賃金目安　ま
だ低い。上げる知
恵を

最低賃金改定
貧困から抜け出
す額に

空き家過去最多
解体と活用促す
対策急げ

中国汚職摘発―
真の法治をめざ
すなら

中国の権力闘争
対外強硬策は願
い下げだ

「大物」の立件が
映す中国の腐敗

中国指導部汚職
虎退治より難しい
改革

最低賃金上げ
中小企業への目
配りも大切だ

空き家の増加　総
合的な対策が必
要だ

回らない核のサイ
クル（４）　大きす
ぎる万一の危険

最低賃金上げ
追い風生かし格
差是正を

子どもの貧困―
ひとり親世帯を救
おう

次期指導要領
国の良さを学べる
内容に

都道府県は無理
のない最低賃金
の決定を

農業コンクール
成長産業への道
筋示す

軽減税率　家計と
活字文化を支え
たい

沖縄県知事選
辺野古移設を問
い直せ

秘密保護法　官
僚に都合いい基
準だ

児童虐待　「心の
傷」に目を向けた
い

高速道路―「賢く
使う」の実行を

地方創生本部
日本を作り直す発
想持て

聡明な学長ばか
りならいいが

衆院選挙改革
調査会は結論を
急げ

衆院選制度改革
有識者答申に拘
束力が必要だ

地方議員の定数
減らすだけでいい
のか

回らない核のサイ
クル（３）　「青い
森」に広がる不安

訪日客増加　九
州の魅力を掘り起
こせ

ミサイル発射―日
朝協議でも説得を

土用のウナギ　資
源と食の文化の
永続を

新卒外国人を呼
び込みやすい環
境に

金融緩和長期化
リスク感覚のマヒ
招く

危険ドラッグ　摘
発の徹底で流通
を阻止せよ

ＪＲ安全計画　意
識の改革こそ重
要だ

同級生殺害　「命
の大切さ」何度で
も

名簿流出事件
個人情報管理の
徹底図れ

老老介護―孤立
させずに支えよう

旅客機撃墜事件
調査開始これ以
上待てぬ

裁判員に公平性
求めた最高裁

ウナギの危機　土
用丑の日に考え
たい

国家公務員削減
人員再配置にメリ
ハリが要る

名簿の売買　実
態調べ有効な規
制を

回らない核のサイ
クル（２）　プルトニ
ウムの焼却炉

縮原発の見直し
困難に挑んでいく
はずが

薬の研究不正―
癒着許さぬ仕組
みを

海江田代表　再
建策ないまま続投
とは

第一次大戦１００
年　歴史の教訓に
学びたい

防衛装備の輸出
新３原則を効果的
に適用せよ

ＯＤＡ見直し　「非
軍事主義」の堅持
を

岩瀬４００セーブ
秘めた闘志の大
記録

リニア新幹線―こ
れが最良の選択
か

ネット不正送金
リスク踏まえ備え
怠るな

人口減少対策
地方の努力が大
前提だ

裁判員判決破棄
量刑の公平性重
視した最高裁

風力発電の立地
環境への配慮欠
かせぬ

回らない核のサイ
クル（１）　プルトニ
ウムはどこに

予算編成―納税
者への責任果た
せ

危険ドラッグ　人
間をやめることに
なる

カジノ解禁のマイ
ナス面 十分に検
証を

名簿業者　実態
把握と監視が必
要

ガザ流血拡大　本
格停戦への道筋
を探りたい

女性の登用　働き
やすい職場環境
を

再エネと地域―
「主権」育てる好
機に

外国人客２０００
万人　目標達成
へさらに知恵を

企業の「稼ぐ力」
をもっと高めよ

佐賀にオスプレイ
丁寧な説明欠か
せない

概算要求基準
特別枠を「抜け
道」に使うな

日ハム集客苦戦
スタンドで応援し
よう

オスプレイ移転―
選挙目当てで済
ますな

裁判員判決の破
棄　制度の趣旨
揺るがないか

今度こそ本気で歳
出削減に踏み込
め

概算要求基準
「水膨れ予算」許
されぬ

熱中症予防　夜で
も暑ければ冷房を
使おう

概算要求基準
財政への危機感
が薄い

都知事訪韓　多
様な交流で改善
図れ

判員の量刑　基
本は市民感覚の
はずだ

中国鶏肉―対策
もグローバルに

概算要求基準
歳出改革の断行
を求める

強みに磨きかける
世界の企業

日韓関係　両国
の声なき声を聞け

朴・舛添会談　国
民の心を遠ざけた
のは誰か

マレー機調査　ロ
シアの責任は重
大だ

インドネシア　新し
い形の民主国家
を

内閣府の肥大化
行革の視点で業
務見直せ

ガザ紛争―流血
拡大を防ぐ収拾を

北極海航路　ルー
ル作りに積極関
与を

日本の半導体失
墜の教訓をくみ取
れ

バルサルタン　事
件教訓に制度見
直せ

インドネシア　「庶
民派」は成長維持
できるか

求刑超え判決　問
われる量刑の公
平性

「導水路」判決
今度は政治が考
える番

中国期限切れ肉
管理強化で安全
性を守れ

名簿ビジネス―ま
ず業者の登録制
から

オスプレイ佐賀に
「安保」と「災害」
に有益だ

安全性の確保は
食品の命だ

富士山の１年　環
境と観光の調和を

中国期限切れ肉
外資企業にも及
んだ背信行為

中国食品の安全
日本企業の責任
も重い

期限切れ肉　不
信と不安を取り除
け

高松塚古墳壁画
文化財保護に教
訓生かせ

インドネシア―民
主主義の深化を

インドネシア選挙
地域大国の安定
は重要だ

インドネシアの新
風は成長加速で
きるか

インドネシア　問
われる庶民派の
手腕

女性管理職比率
無理なく高める環
境整備急げ

オスプレイ拡散
政府の態度は一
方的だ

子どもの貧困　支
援は社会全体の
ため

オスプレイ配備
なぜ佐賀か説明
を尽くせ

五輪選手強化―
足腰鍛える論議こ
そ

中国食品リスク
国際常識を守れ
ないなら

宇宙ステーション
を問い直す

中国期限切れ肉
徹底究明し再発
防止を

陸自オスプレイ
南西諸島防衛を
強化したい

バイオエネ　長い
目で育てなけれ
ば

政務活動費　つか
み金なら要らない

インドネシア　「庶
民派」が率いる新
興国

旅客機撃墜―ロ
シアに究明の責
任

教組ツアー　教育
の場にふさわしい
か

予算ありきではな
く骨太な地方対策
を

イスラエル　ガザ
市民の殺傷やめ
よ

早大博士論文
杜撰な審査がま
かり通るのか

道議辞職　気の
緩みが目にあま
る

政府経済見通し
消費増税は無理
筋だ

ガザ侵攻　イスラ
エルに自制求め
る

タクシー規制―慎
重な制度づくりを

撃墜事件調査
露は強く影響力行
使せよ

情報は原則公開
を再確認せよ

マレーシア機調査
ロシアは責任を果
たせ

撃墜非難決議
国際調査にはま
だ障害がある

汚染水対策　凍
土壁頼みでは危う
い

介護離職　仕事と
の両立支援急げ

民法の父子関係
時代に即し見直し
論議を

公益法人認定―
多様な価値観に
立つ

社会保障会議
改革と負担の内
容を示せ

脱法ドラッグ　迅
速対応で締め出
そう

ＢＲＩＣＳ開銀　欧
米主導への対抗
軸となるか

地方版成長戦略
選挙対策では効
果ない

再生エネ推進　買
い取り制手直し急
げ

性同一性障害
学校現場の理解
が必要だ

精神医療改革―
あくまでも地域へ

国際科学五輪
学ぶ意欲育み才
能開花を

核のゴミ処分　再
稼働の前に考え
たい

白ナンバー輸送
過疎地の足を確
実に維持せよ

選挙制度改革
利害超えて早く結
論を

五輪会場見直し
モッタイナイの精
神で

選挙制度改革　も
う先送りは許され
ない

欧州連合―高い
理念を忘れずに

ＢＲＩＣＳ開銀　勢
力拡大の手段と
するな

ＢＲＩＣＳは世界秩
序に貢献できるの
か

白票水増し事件
選管の隠蔽にあ
きれる

エネルギー高騰
価格交渉力の強
化も急ぎたい

子どもの貧困
「連鎖」を断ち切り
たい

オスプレイ　危険
の拡散は許され
ぬ

集団的自衛権　リ
スク語らぬ首相の
不実

記憶遺産―広い
視野で地域に光
を

海の日　明治丸
の活躍を範として

国際連携で公海
の環境守れ

健康寿命　長寿を
真に喜ぶために

大陸棚延長　戦
略的に海洋資源
を開発せよ

ＳＩＭロック　解除
で利便性高めね
ば

世界遺産の宿題
富士を悲しませる
な

金鷲旗玉竜旗
若者たちよ世界を
目指せ

2014/7/26

2014/7/24

2014/7/28

2014/7/27

2014/7/23

原発事故避難／
備えは一刻を争う
はずだ

ＴＰＰ参加１年／
国民への説明を
強く求める

Ｗ杯ラグビー／釜
石開催へ市民の
理解得よ

ビッグデータ活用
で成長めざせ

女性登用には働
き方改革が必要
だ

2014/7/21

報復の連鎖断つ
には　週のはじめ
に考える

森の思想に浸り
つつ　週のはじめ
に考える

医療事故調制度
／信頼性と透明
性が鍵になる

防災・減災　特別
警報発表／地域
以外の犠牲重視
を

偽装値引き　消費
者庁は厳正な対
応を

中間貯蔵施設／
不安解消へ誠心
誠意努めよ

周永康氏汚職
中国の矛盾があ
らわに

佐世保高１殺害
／兆候対応でき
ず悔やまれる

東日本大震災
災害住宅の遅れ
／整備加速へ国
挙げた対応を

規律なき予算要
求／増税の目的
もう忘れたのか

東電幹部起訴相
当／責任追及は
教訓を残す一歩

2014/8/2

2014/7/29

地方創生　本気で
処方箋を示せる
か

電力競争と原発
が両立する道探
れ

2014/8/4
長崎教会群　世
界遺産へ歴史見
直そう

広島原爆の日
国家エゴ超えて核
廃絶を

いつもの夏と違っ
て　原爆忌に考え
る

2014/8/5

2014/8/7

2014/8/1

2014/7/31

2014/7/30

2014/8/3

求刑超え判決破
棄／裁判員制度
の目的忘れずに

地方創生本部／
付け焼き刃の対
策いらない

2014/8/6
被爆６９年の夏に
―核兵器の違法
化・禁止を

朝日慰安婦報道
「強制連行」の根
幹崩れた

ガザ戦闘激化／
双方自制し流血
の拡大防げ

2014/7/25
挙制度改革／１
票の格差是正、ま
ず急げ

議会文化／多様
性受け入れる変
革必要

2014/7/22

世界経済の変調
に備え足場固め
を

朝日慰安婦報道
「吉田証言」ようや
く取り消し

女性の活躍　広
範な目配りが欠
かせない

過労死防止法／
働き方見直す大
きな一歩に



ＢＲＩＣＳ銀―国際
金融再考の契機
に

熱中症　必要時
の冷房遠慮する
な

秘密法の運用案
拡大の恐れ止め
られぬ

トラック新免許
事故防止策の徹
底を最優先に

ガザ地上侵攻　イ
スラエルは自制せ
よ

若者の意識　希
望と自信を強く持
とう

幼児教育―低所
得層を優先に

ガザ地上侵攻
「流血と憎悪」の
応酬断て

地方議員の質
選挙制度含め向
上策を

南シナ海情勢　掘
削を中止させた対
中包囲網

札幌国際芸術祭
「創造」があふれ
る街に

旅客機撃墜　中
立で正確な調査
を急げ

マレー機墜落―
紛争激化の果て
の悲劇

ベネッセ事件　不
安払拭の契機とし
たい

マレーシア機撃墜
の真相を徹底究
明せよ

ベネッセ流出逮捕
お粗末すぎた管
理体制

地方創生本部
人口減克服へ総
力を結集せよ

マレーシア機　撃
墜の真相究明を
急げ

マレーシア機墜落
さらなる悲劇を避
けよ

旅客機撃墜　中
立で正確な調査
を急げ

中国の経済―土
地依存脱する改
革を

マレーシア機撃墜
真相究明し危機
拡大防げ

ガザの流血を放
置するな

マレーシア機撃墜
即時停戦と徹底
究明を

ウクライナ撃墜
真相究明の国際
調査が急務だ

「父子関係」判決
子の幸せを考え
てこそ

ガザ地上侵攻　犠
牲者多数、勝者な
し

酒税のゆがみ
ビール類が増える
わけだ

秘密の運用―欠
陥は埋まらない

最高裁ＤＮＡ判決
法律婚重視の判
断妥当だ

企業は「多様な正
社員」の活用を競
え

都市対抗野球　ド
ラマの続きが始ま
る

ベネッセ流出　逮
捕を情報管理徹
底の契機に

秘密法運用素案
「知る権利」を守
れない

ベネッセ事件　子
どもへの責任は
重い

少子化非常事態
あおり過ぎるのも
どうか

父子の関係―現
代の家族に添う
法を

中国の掘削撤収
警戒と圧力なお緩
めるな

何が父子関係を
決めるのか

ＤＮＡ父子訴訟
時代に合った法
整備を

ＤＮＡ父子訴訟
民法の枠組み重
視した最高裁

オスプレイ展示
あらゆる情報の開
示を

父子関係訴訟
「親はどっち？」に
悩む

秘密保護法　拭え
ない情報隠蔽の
懸念

白票水増し事件
こんな不正が起き
るとは

川内再稼働へ国
は避難計画で責
任果たせ

ガザ空爆　早期停
戦へ国際仲介を
強めよ

川内原発「合格」
安全の保証意味
しない

川内再稼働　早
期実現でリスク減
図れ

安全第一のトラッ
ク免許に

川内原発「合格」
再稼働への課題
をこなそう

新幹線札幌延伸
工期短縮へ財源
確保を

集団的自衛権―
解釈改憲の矛盾
あらわ

ＴＰＰ交渉　「遅れ
て当然」ではすま
ぬ

集団安全保障の
議論を早急に詰
めよ

ガザ衝突　流血と
戦闘の停止を

社員発明の特許
「企業所有」で競
争力高めたい

沖縄密約文書
「なかった」では済
まぬ

集団的自衛権
やはり矛盾いっぱ
いだ

集団的自衛権
もっと国会で徹底
審議を

ガザの紛争―流
血拡大回避へ停
戦を

中国の反日宣伝
反論重ねて歪曲
を許すな

行政に都合いい
「密約」判決

集団的自衛権
横畠長官の答弁
は重い

沖縄「密約」判決
文書管理と原則
公開の徹底を

安保論戦と野党
独走阻止へ結束
見せよ

無戸籍児　子の
利益に立つ救済
を

沖縄密約判決
「ない」で済む問
題なのか

沖縄密約文書―
説明なしではすま
ない

紹介状なし受診
医療機関の分担
を明確に

国民負担も踏まえ
た再生エネ普及
策を

大阪府・市政混乱
「議会不要」は通
じない

都心の飛行制限
羽田強化につな
がる見直しを

安保集中審議
政府の論理破綻
明白だ

沖縄密約判決
「国家の嘘」を許
すのか

滋賀県知事選
強引な政治に対
する警鐘

滋賀県知事選―
地元軽視の国策
にノー

集団的自衛権
首相は堂々と意
義を語れ

滋賀知事選が示
す政権の緩み

沖縄密約判決
隠ぺい体質黙認
するな

集団的自衛権
国会の論議をさら
に深めたい

小樽４人死傷　飲
酒運転を根絶せ
ねば

がん患者の就労
働き続けられる職
場に

新出生前診断
妊婦の精神的ケ
ア充実を

がんと就労―辞
めずに済む職場
に

日米防衛相会談
同盟の新段階築く
指針を

公約した「安保基
本法」はどこへ
いった

滋賀県知事選
政権のおごりへの
批判

研究不正対策
新指針で科学の
信頼取り戻せ

軽減税率　低所
得者の対策の柱
に

滋賀県知事選
強引政権は猛省
せよ

分権改革　地方
活性化に欠かせ
ない

号泣県議―ひとご
とではないです

知事選自民敗北
慢心への警告受
け止めよ

高成長めざすイン
ドの課題

社外取締役　積
極経営につなげ
たい

滋賀県知事選
与党の緊張感欠
如も響いた

カネボウ「白斑」
原因の徹底究明
求める

パイロット不足
格安のモデルが
危うい

医療費目標　丁
寧な説明で理解
を得よ

イラク緊迫―安定
へ新たな統治を

ガザ戦闘　流血の
拡大を食い止め
よ

企業の成長加速
へ資本市場を生
かそう

世界記憶遺産
複眼的に歴史を
見たい

精神医療改革
社会的入院の解
消を図りたい

学制改革　機会
の均等を忘れるな

言葉の重み―社
会の土台を守る
には

原油高騰　景気
への打撃防ぐ工
夫を

日米防衛指針の
改定は大胆に

社会福祉法人
時代に合った見
直しを

日米防衛相会談
同盟強化へ画期
的な新指針に

米中戦略対話
信頼構築の道険
しいが

顧客情報流出―
企業の重い責任
自覚を

米中戦略対話
ルール守らず「大
国」とは

米中対話が映し
た世界秩序の揺
らぎ

熱中症と部活動
気付いてからでは
遅い

台風８号被害　的
確な警報発令で
人命守ろう

政務調査費判決
野放図な使途へ
の警鐘

脱法ドラッグ　本
当の怖さ知ること
から

国土の将来像―
地域の取り組み
に学べ

大使館の行事拒
否　不当な反日は
韓国も害す

子宮頸がん接種
議論を詰めよ

ＯＤＡ見直し　狭
い国益主義に陥
るな

米中戦略対話
同床異夢の「新し
い大国関係」

ガザ空爆　犠牲に
なるのは市民だ

小中一貫制度化
地域の理解が欠
かせない

脱法ドラッグ―販
売業者を追い詰
めよ

顧客情報流出
売買業者も説明
責任負う

よりよい刑事司法
へ残る課題に取り
組め

五輪会場見直し
財政面もコンパク
トに

ふるさと納税　利
用促して地域振
興図りたい

刑事司法改革
バランスを欠く結
論だ

刑事司法改革
「宿題」は残った
ままだ

顧客情報流出
徹底的に真相を
究明せよ

死因の究明―より
良き生のために

不登校追跡調査
早期支援で夢は
ぐくもう

ベネッセは責任の
重さ自覚を

ベネッセ情報流出
信用失う怖さ再認
識を

ベネッセ漏洩　不
安に陥れた責任
は重大だ

ベネッセ漏えい
教育産業の信頼
損ねる

「白斑」被害１年
事故の教訓を忘
れるな

内閣人事局　官
僚の能力と適性
生かせ

刑事司法改革―
妥協の産物です
ますな

内閣人事局　「慣
例」打ち破る第一
歩だ

人口減少に備え
国土の未来像の
議論を

ＳＩＭロック　「囲い
込み商法」をやめ
る時だ

オスプレイ　札幌
展示の再考求め
る

女性の活躍　企
業にもプラスにな
る

日豪首脳会談
太平洋を安定させ
るには

ヘイトスピーチ―
根絶へもっと力を

北のミサイル　度
重なる威嚇断固
許すな

漁獲管理をサバ
から厳格に

刑事司法改革
国民の信頼を取り
戻す制度に

日豪ＥＰＡ　譲歩
重ねる疑念拭え
ぬ

香港・高度な自治
言論は圧力に負
けるな

政務活動費　透
明性高め信頼回
復急げ

日中開戦７７年―
歴史から学ぶべ
きは

台風８号　早めの
備えを徹底したい

日豪の協力をどう
太平洋に広げる
か

地方創生本部
統一選対策に陥
るな

県議政務活動費
泣かずに説明責
任を果たせ

再生エネの普及
最適な構成を考
えたい

ＮＰＯ税制　とばっ
ちりは御免だ

雇用の改善―正
社員が増えてこそ

日豪首脳会談
「特別な関係」で
平和築け

脱法ドラッグのま
ん延許すな

携帯ＳＩＭロック
解除で利便性の
向上を

日豪首脳会談
「特別な関係」築く
安保協力を

児童ポルノ規制
法の目的に沿う
運用を

国会の蔑視やじ
「女性の活躍」が
泣く

原子力規制―自
ら信頼を損なうな

政務活動費　まず
議員自らが襟を
正せ

正社員の雇用増
も大事な成長戦
略だ

観光立国と空港
２千万人時代へ
行動を

科学技術支援
野心的研究を実り
あるものに

安保法整備　拙
速な閣議決定追
及を

学制の改革　多
様化への投資に
未来

刑事司法改革
原点は冤罪防止
のはずだ

過労死―立法契
機に防止図れ

香港の一国二制
度　原点に返り公
約の順守を

イラク分裂をどう
避けるか

若者と労働規則
就活を誤らないた
めに

再生エネ発電　買
い取り制の見直し
を急げ

夏の節電　原発
ゼロで乗り切ろう

脱法ドラッグ　社
会から締め出そう

イラク危機　米国
は特別の責任を
負う

2014/7/7 休み
個人情報保護―
強力な第三者機
関を

義務教育改革　５
歳児に何を教える
かだ

原油高の影響抑
える対策を官民で
急げ

政務活動費問題
住民の方が泣け
てくる

「富士山」山開き
世界遺産にふさ
わしい保全を

ヒグマ出没　対症
療法で立ちゆか
ぬ

ＮＰＯ税制―時計
の針を戻すな

ラグビーＷ杯
ノーサイドの笛を
釜石で

まだ残るＳＴＡＰ論
文の疑惑

小中一貫校　課
題をしっかり見す
え

中枢拠点都市
「地方創生」へ戦
略が問われる

脱法ドラッグ　恐
ろしさ周知し根絶
を

中韓首脳会談―
日本は傍観したま
まか

中韓首脳会談
朴氏は海洋進出
質したか

教育の多様性広
げる学制改革を
進めよ

中韓首脳会談
半島の安定が最
優先だ

中韓首脳会談
地域の安定損なう
「反日共闘」

大間原発訴訟
原発を問い直す
契機に

中韓「蜜月」　日
本の外交力試さ
れる

九州北部豪雨　２
年前の教訓を忘
れるな

忙しい先生―学
校の負担増見直
そう

ＳＩＭロック　利便
広げる解除は当
然だ

中韓接近にどう向
き合うか

女性蔑視ヤジ　少
子化の理由が見
えた

土砂災害対策
警戒区域指定で
住民守りたい

中韓首脳会談
東アジアの安定
が急務

原発賠償和解案
東電は解決に協
力せよ

教員国際調査
忙し過ぎる現状の
改善を

対北朝鮮交渉―
「行動対行動」の
原則で

広がる人手不足
雇用条件改善へ
の転機に

厳しい監視欠か
せぬ拉致被害者
の調査

ＳＴＡＰ撤回　不正
防止へ教訓生か
せ

６・３制見直し　小
中一貫で教育効
果高まるか

北朝鮮制裁解除
米韓との連携忘
れるな

制裁一部解除
拉致解決着実に
進めよ

拉致再調査　「行
動対行動」原則崩
すな

香港のデモ―市
民の声、受けとめ
よ

対北制裁解除
再調査を厳しく監
視せよ

ＳＩＭロックの解除
は当然だ

拉致再調査　これ
からが正念場だ

対「北」制裁緩和
「行動対行動」の
原則を貫け

集団的自衛権
無視できぬ意見
書の数

子宮頸がん接種
副作用の解明は
十分か

内閣支持率下落
国民の批判を受
け止めよ

７・１官邸前―主
権者が動き始め
る

日銀短観　設備
投資への流れ確
実に

司法取引を信頼さ
れる捜査の武器
に

イラク情勢　国連
は傍観するのか

核廃棄物処分
「針路なき航海」
から脱しよう

安保関連法整備
平和主義の逸脱
許さぬ

九州農業白書　６
次産業化の支援
強化を

警察の不祥事―
組織の風土から
反省を

総連ビル競売
「法の支配」の原
則堅持を

企業は投資を増
やせるか

司法取引の導入
調べの可視化が
必要だ

日銀短観悪化
増税ショックを軽
視するな

大学ネット講義
知の格差なくす契
機に

ビッグデータ　消
費者の不安を取り
除け

2014/7/2
集団的自衛権の
容認―この暴挙
を超えて

集団的自衛権容
認　「助け合えぬ
国」に決別を

助け合いで安全
保障を固める道
へ

歯止めは国民が
かける

集団的自衛権
抑止力向上へ意
義深い「容認」

集団的自衛権の
行使容認　日本を
誤った方向に導く

集団的自衛権／
重い選択、あまり
に軽く

９条破棄に等しい
暴挙　集団的自
衛権容認

安倍政治を問う
試される民主主
義の底力

2014/7/14

2014/7/15

2014/7/20
「質」志向の消費
をつかまえよう

2014/7/19

川内原発適合／
安全対策の一部
にすぎない

サクランボ生産／
高齢化踏まえ戦
略強化を

最低賃金／格差
是正へ底上げの
道筋を

川内原発再稼働
へ　教訓学ばぬ
見切り発車

マレーシア機撃墜
／国際的な調査
で真相究明を

自衛権集中審議
／国民の疑問深
まるばかりだ

「自衛官の命」語
らぬ首相　週のは
じめに考える

ＯＤＡ贈賄／腐敗
に手を貸す不正
許すな

人手不足　雇用
環境の改善の好
機に

農は国の本、人
の本　週のはじめ
に考える

軽減税率／一つ
に絞った制度案
提示を

川内原発　再稼
働前に議論を尽く
せ

ゼロの目標はどこ
へ　川内原発・審
査「適合」

子どもの貧困／
危機感強め「負の
連鎖」断て

民主党の役割／
野党の活力を取り
戻せ

無らい県運動　過
ちを繰り返さぬた
めに

「成長病」にさよな
らを　週のはじめ
に考える

企業スポーツ／
地域と共に支える
仕組みを

軍事突出が過ぎ
ないか　安倍外交
を憂える

脱法ハーブ禍／
反社会的薬物の
乱用許すな

刑事司法改革／
捜査手法拡大は
主眼でない

安保政策と野党
／国民の不安に
応えてこそ

原発事故の責任
全うしたと思われ
るには

医学部新設／「東
北の大義」に立ち
返ろう

パイロット不足／
「安全」最優先の
運航体制を

警察パワハラ／
根絶に向け毅然
たる姿勢を

増税３ヵ月／縮こ
まる家計に目配り
要る

強引すぎる解釈
変更　安倍政権
は「違憲状態」だ

2014/7/3

可視化と司法改
革　積み残した課
題解決を

2014/7/10

2014/7/4

2014/7/8

2014/7/5

2014/7/6

2014/7/9

2014/3/13

2014/7/16

2014/7/11

2014/7/18

2014/7/12

2014/7/17
原発再稼働を問う
―無謀な回帰に
反対する



政治の言葉―首
相の「慈悲深い圧
政」

与党安保協議
合意の結実を歓
迎したい

節電緩めず「原発
ゼロの夏」乗り切
ろう

自衛隊発足６０年
時代に合った法
整備が必要だ

登山届条例　山
岳遭難を減らさね
ば

大阪の混乱―橋
下維新に大義は
ない

エジプト言論弾圧
批判報道を罪に
問うのか

亀裂が透けた欧
州委員長選

オウム菊地被告
テロ関与を重く見
た実刑判決

病院の住居化
生き直す機会奪
われる

国際カルテル―
摘発強化は世界
の流れ

北のミサイル発射
協議直前の暴挙
は許せぬ

「負の遺産」にな
らない五輪計画に
改めよ

女性の活躍促進
目標は飾りじゃな
い

社会福祉法人
地域貢献で存在
意義を示せ

ＪＲ江差線脱線
動脈寸断を繰り返
すな

燃料電池車　世
界市場へ日本の
力を

地方銀行連携
機能強化で役割
を果たせ

外国人労働者―
継ぎはぎ政策は
限界だ

衆院の第三者機
関　改憲視野に幅
広い議論を

遺族の信頼得る
医療事故調に

浪江町原発賠償
東電は和解受け
入れを

国際教員調査
時短は事務作業
の見直しから

個人情報と企業
保護のルールを
厳格に

「本能寺」新史料
だから歴史は面
白い

教科書検定　複
眼的思考を養って
こそ

ＯＤＡ見直し―危
うい軍への支援
解禁

ＯＤＡ大綱見直し
実効ある支援の
出発点に

経営者と株主は
会社の将来を共
に語れ

視点・集団的自衛
権　司法の審査

イラク流動化　無
秩序の拡大を食
い止めたい

集団的自衛権
公明の容認方針
理屈の通らない

エジプト―記者た
ちを解放せよ

パーソナルデータ
匿名性は利用の
大前提だ

新教委制度で問
われる首長

再生エネ買い取り
普及と負担の調
整図れ

株主総会　外部
の声を経営改革
に生かせ

Ｗ杯日本敗退
出直しへの課題
は多い

集団的自衛権―
ごまかしが過ぎる

夏の電力対策
非常時への備え
は万全か

片務的な日・ＥＵ
経済連携交渉で
は困る

閣議決定案　９条
改憲にほかなら
ぬ

集団的自衛権
解釈「適正化」が
導く自公合意

集団的自衛権
内閣法制局　「憲
法の番人」の使命

自衛権の行使
海外で認めては
ならぬ

法人税改革　ここ
ぞドリルの出番だ
が

原発賠償基準―
和解の実績を生
かして

司法取引　組織
犯罪解明に期待
する

ウナギを食べる日
本の責任

公明党の転換
「平和の党」どこ
へ行った

東京五輪計画
整備費の膨張防
ぐ工夫が要る

札幌市入札妨害
癒着防止の強化
が必要

電力株主総会
原発頼みの経営
脱却を

居所不明児童
異変のサインを見
逃すな

社外取締役―お
飾りにしないで

女性蔑視発言　こ
れで幕引きは甘
すぎる

選挙制度改革
重い宿題を早くこ
なせ

ＯＤＡ大綱改定
平和構築へ戦略
性を高めよ

新千歳民営化
官民の連携が不
可欠だ

原発ゼロの夏　過
度の依存見直す
契機に

司法取引―乱用
を防ぐ手立てを

国際教員調査
増員より資質向上
めざせ

幕引き都議会　惰
眠の府が演じた
醜態

脱法ドラッグ　摘
発と啓発の強化
が急務だ

電力自由化　原
発依存は改革の
障害

暴対法指定解除
問われる平時の
取り組み

反省なき議会―
人権と少子化を学
べ

与党安保協議
制約強めて大丈
夫なのか

中国をにらんで東
アジアの「合従」
進めよ

国際教員調査
先生たちは忙しす
ぎる

司法取引　捜査
の新たな切り札に
なるか

集団的自衛権
自公実質合意
結論ありきで進む

Ｗ杯日本敗退
「文化」の力も育
てたい

自公大筋合意
重要部分で「玉虫
色」とは

リニアと環境―発
車前に対話深め
よ

脱法ハーブ　規制
と更生支援の強
化を

変わる企業のトッ
プ選び

児童ポルノ規制
子どもを守る一歩
に

ＮＴＴ回線開放
公正な競争の確
保が重要だ

骨太の方針　財
政健全化の具体
策を

過労死防止法
雇用者はよく自覚
せよ

新しい教委制度
住民本位の組織
へ知恵を

集団的自衛権―
命かかわる議論
の軽さ

集団的自衛権
無責任極まる与
党協議

与党安保協議
自衛隊活動を制
約し過ぎるな

女性蔑視のやじ
人権侵害は徹底
追及を

新成長戦略　奇
策や禁じ手ばかり
だ

東京五輪計画―
スポーツの未来
図を

骨太の方針　今
や予算獲得の方
便に

骨太の方針　成
長と改革の両立
が肝心だ

スケソウ規制　資
源の枯渇に備え
ねば

女性蔑視やじ　議
会は自浄作用見
せよ

沖縄慰霊の日―
犠牲者に誇れる
平和か

社外取締役　企
業価値高める重
責担え

重電再編が映し
たグローバル競
争の現実

沖縄慰霊の日
政治の想像力が
足りぬ

首相沖縄訪問
米軍基地負担を
着実に減らせ

慰安婦問題検証
信頼揺るがぬ河
野談話

通常国会終わる
「言論の府」劣化
を憂う

国会の秘密監視
名ばかりの組織
では困る

保育園は迷惑？
―譲り合いと触れ
合いを

児童ポルノ　恥ず
べき社会脱する
機に

セクハラ都議会は
猛省せよ

ヤジ議員判明　説
明にもあきれ果て
る

都議会ヤジ問題
セクハラ謝罪で収
拾できるか

取り調べ可視化
範囲の狭さに言
葉失う

環境白書　原発
事故は二の次か

河野談話検証
見直すより未来に
生かせ

カジノ解禁？―危
うい賭けには反対
だ

野党再編　数合
わせより鮮明な旗
を

ロボットの活躍の
舞台をもっと広げ
よう

通常国会閉幕
言論の府は大丈
夫か

通常国会閉幕
与野党協調を一
層進化させよ

国会の秘密監視
これでは追認の
機関だ

沖縄慰霊の日に
考える　アーニー
が見た戦場

問題児の分離―
「これで解決」では
なく

医療事故調　信
頼築ける制度に
育てよ

秘密監視機関を
有効に使え

成長戦略　企業
対策に偏りすぎだ

被災地の防潮堤
地域に応じた見
直しが必要だ

ウナギの危機　環
境復元させ歯止
めを

慰霊の日　今こそ
聞きたい沖縄の
声

医療介護改革―
住民参加が不可
欠だ

孔子学院　学問
の自由侵されない
か

会社法改正を機
に企業統治の質
を競え

水害サミット　想
定外に備えるため
に

児童ポルノ　所持
の禁止を一掃の
契機に

通常国会閉幕
「言論の府」の再
生急げ

在外被爆者―一
刻も早い公平救
済を

竹島沖射撃訓練
日本領海での暴
挙許せぬ

ハラルを知ってい
ますか

河野談話の検証
これで論争に終
止符を

富岡製糸場　世
界に誇る近代日
本の原点

障害児通所施設
開設条件さらに厳
しく

慰安婦検証―問
題解決の原点に
返れ

ビッグデータの活
用促す個人情報
保護を

集団安全保障
首相の発言と矛
盾する

河野談話検証
外交的配慮が事
実に優先した

集団的自衛権
与党協議迷走
論理破綻は覆い

日韓と慰安婦　互
いに譲歩し解決
図れ

通常国会閉会へ
「言論の府」の名
が泣く

都議会の暴言―
うやむやは許され
ぬ

河野談話の論議
打ち止めに

都議会ヤジ　「品
位」以前の問題だ

諫早湾開門問題
政治主導で解決
の道を探れ

司法取引　冤罪を
生む懸念拭えぬ

女性蔑視やじ　知
らんぷり許されな
い

「上げ底」の経済
いつまでやれるだ
ろうか

医療・介護法成立
「痛み」に最善策
で応えよ

抑止力につなが
る集団的自衛権
にせよ

視点　集団的自
衛権「普通の国」
論

ビッグデータ　安
心して活用できる
ルールに

「金目」発言　環
境相は辞任すべ
きだ

年金の株運用
政権のためでは
なく

自公党首会談　２
党で決めていい
問題か

石原環境相　寄り
添う気持ち忘れた
か

対話重視の原子
力規制委に

認知症不明者
継続して捜す体
制を

医療・介護改革
「在宅」支える体
制作りを急げ

規制委人事決定
歯止め欠けば信
頼失う

新教育委員会
物申す住民代表
であれ

難民認定見直し
国際基準へ近づく
努力を

環境相の発言―
「最後は金」が蝕
むもの

エネルギー自給
率　急低下に強い
危機感示せ

「ポスト京都」の温
暖化対策の議論
急げ

視点：集団的自衛
権　彼は昔の彼な
らず

教育委員会改革
首長と二人三脚
で課題克服を

カジノ推進法案
弊害への懸念が
拭えぬ

農協改革　市場
原理の外にも目を

閣議決定案　「ア
リの一穴」が狙い
では

最高裁と米軍―
司法の闇を放置
するな

拉致再調査　制
裁解除の判断を
誤るな

サイバー安全保
障へ司令塔を

イラク情勢　米の
積極関与が必要
だ

カジノ解禁法案
娯楽の「負の側
面」も勘案せよ

イラク緊迫　内戦
の危機を防がね
ば

「金目」発言　住
民に寄り添わぬ
不実

児童ポルノ規制
「汚名返上」につ
なげたい

集団的自衛権
機雷除去は日本
の国益だ

民主導の成長へ
戦略の実行を加
速せよ

石原「金目」発言
政府の本音がの
ぞいた

電力販売自由化
利用者本位で競
争の促進図れ

集団的自衛権
閣議決定案　限
定行使はまやか

集団的自衛権
結論先行で議論
急ぐ愚

新成長戦略素案
家計や地方へ波
及するか

民主導の成長へ
戦略の実行を加
速せよ

諫早湾問題で新
たな一歩を

集団的自衛権
吟味もせず行使
容認か

集団的自衛権
機雷除去も可能
にすべきだ

中間貯蔵施設
誠意を尽くす対話
こそ

野生トキ３世　環
境整え放鳥増や
そう

ニホンウナギ　消
費の適正化も考
えたい

所在不明児―見
守りの網を、細か
く

イラク危機　内戦
回避へ米国も行
動を

中東を不安定に
するイラク分裂を
許すな

新教委制度　住
民が厳しくチェック
を

年金運用改革　リ
スク見極めて慎重
に進めよ

新成長戦略素案
暮らしへの配慮ど
こに

集団的自衛権
地方の声にも耳
傾けよ

労働規制緩和
働き過ぎを助長し
ないか

若者の意識―「ど
うせ」のその先へ

成長戦略と農業
強い産業への道
は改革だ

理研は抜本改革
で不正を絶て

視点・集団的自衛
権…アベノミクス

イラク情勢緊迫
過激派の攻勢を
どう抑えるか

理研への提言
抜本改革は「解
体」から

イラクの争乱　宗
派対決にはする
な

理研改革委提言
「解体的出直し」
が必要だ

イラク緊迫―分裂
の回避へ全力を

規制委刷新　多
角的議論と審査
加速を

ＪＡ全中の指導権
限廃止は必須条
件だ

労働時間規制緩
和　拡大解釈は
許されない

法人税率下げ　２
０％台を「数年」で
実現させよ

農協改革答申
組織改廃より本質
論を

秘密保護法　国
会の監視は期待
薄だ

大学改革―知の
多様性を守れる
か

記憶遺産と反日
中国の「歪曲」事
実で正せ

環境も誇れるリニ
ア新幹線に

視点　集団的自
衛権…ＡＳＥＡＮ

理研改革提言
組織再構築へ力
量が問われる

混合診療拡大
健康格差を広げ
る恐れ

ＳＴＡＰ不正　理研
は自覚し改革せ
よ

法人税率下げ―
見切り発車は無
責任だ

五輪会場見直し
基本理念は変更
できない

法人減税に続き
歳出削減にも取り
組め

法人減税　無責
任な財源先送り

薬効改竄逮捕
産学のもたれ合
いも解明せよ

集団的自衛権
公明党の軟化
平和へのこだわり

諫早湾干拓―有
明海再生は開門
から

理研の再生　早
急な改革で将来
像示せ

電力自由化は改
革の出発点だ

投票法と憲法　論
議を深めていく時
だ

改正国民投票法
新たな憲法の各
論を深めたい

アイヌ象徴空間
権利と尊厳発信
の場に

公明党と憲法―
自民にただ屈する
のか

骨太の方針　成
長と財政再建に
覚悟を

規制改革の岩盤
崩しは終わってい
ない

理研の改革　覚
悟を決めて取り組
め

労働規制緩和
対象職種の範囲
は限定的に

集団的自衛権
解釈曲げては筋
通らぬ

集団的自衛権
結論を出すのは
早すぎる

９条の骨抜きは許
さない

東日本大震災
仮設住宅の窮状
／揺らぐ生活基盤
の対策急務

人口減と九州　荒
波に備え地域づく
りを

禍根を残さぬため
に　刑事司法改革

歴史は前に進め
ねば　週のはじめ
に考える

年金運用見直し
／国民のため「安
全」を前提に

内陸地震６年／
被災山間地を孤2014/6/14

差別と偏見　正し
い知識を伝えてこ
そ

富岡製糸場　九
州の産業遺産も
参考に

ブラジルからの警
告　週のはじめに
考える

精神科病床転換
／根本的な解決
にはならない

2014/6/30

2014/6/29

集団的自衛権
閣議決定に反対
する

集団的自衛権と
野党再編　週の
はじめに考える

山形ＤＣ開幕／東
北全体視野に戦
略を

スマホと性犯罪／
無防備では子ども
を守れぬ

新国立競技場　ま
だ見直しの時間
はある

混合診療拡大／
患者の利益優先
の設計を

特殊詐欺／被害
は暴力団の資金
になる

「河野談話」検証
やはり見直しが必
要だ　国会への招
致で核心ただせ

2014/6/21
通常国会閉会へ
／独断専行型の
危うさ拭えず

2014/6/17

2014/6/16

2014/6/18
原発再稼働の前
に―「被害地元」
と向き合え

2014/6/19

2014/6/15

集団的自衛権の
協議―歴史の審
判に耐えられぬ

2014/6/24

2014/6/22

2014/6/23

成長戦略と女性
働き手としか見な
いなら

新成長戦略／「実
感できる豊かさ」
どこに

農業・農協改革
試みはいつも中
途半端に

集団的自衛権／
どこまで無理を重
ねるのか

公益通報／法の
周知と保護強化
が必要

1914年サラエボ
の教訓に学ぶ

除染支援拡充／
県境による格差
は解消を

改正国民投票法
成立　改憲への

2014/6/26

2014/6/20
農協・農業改革／
成長産業化の先
に何がある

2014/7/1

「解釈改憲」大詰
め／国民の理解
は置き去りか

日本経済再生へ
足踏みせず改革
を

新成長戦略　経
済再加速の起点
とせよ　規制に切
り込む覚悟問わ
れる

2014/6/25

Ｗ杯サッカー／敗
退の教訓を未来
に生かせ

消費者教育／活
用して生きる力の
育成を

東日本大震災
帰還困難区域／
効果的な除染法
の確立急務

2014/6/27

2014/6/28

真の平和主義取
り戻そう



理研への提言―
改革で信頼取り
戻せ

集団的自衛権
実効ある合意こそ
必要だ

臨床研究のもた
れ合いを断て

自衛権の新要件
木に竹を接いだよ
うだ

集団的自衛権
中途半端な解釈
変更は避けよ

規制改革答申　こ
れで岩盤に穴あく
か

国民投票法　憲
法の重み再確認
しよう

働き方と賃金―長
時間労働は許さ
れぬ

外国人実習制度
単純労働解禁に
繋げるな

名実備えた科学
技術政策の司令
塔を

農協改革の後退
首相の覚悟が疑
われる

Ｗ杯開幕　祭典
がもたらす熱狂と
不満

法人税引き下げ
政策効果に疑問
拭えぬ

ニホンウナギ　魚
食文化が試され
る

榊原経団連　献
金よりしっかり提
言を

揺れるＷ杯―国
民の財産にしてこ
そ

中国機の異常接
近　根拠ない反論
に耳を疑う

Ｗ杯、存分に楽し
みたいが…

サッカーＷ杯　移
民の歴史にも思
いを

中国の軍事挑発
「有事準備」に警
戒が怠れない

新幹線駅名決定
安全構築が最良
のＰＲ

Ｗ杯日本代表
新たな道を開く戦
い

ノ社元社員逮捕
不透明な関係を
自ら正せ

党首討論―論争
なき抜け殻の府

党首討論と民主
いまだに安保語
れぬのか

人口減にらみコン
パクトな地方都市
へ

党首討論　足元を
みられた民主

行政不服審査
改正法で公正・迅
速性高めたい

集団的自衛権
党首討論　国民を
欺く首相の詭弁

党首討論　安保
論議が物足りない

集団的自衛権
首相のこだわり強
すぎる

電力改革―原発
はそのままなのか

Ｗ杯開幕　日本
の存在感を示した
い

こんな党首討論で
は情けない

製薬元社員逮捕
医師との癒着の
解明を

党首討論　民主
は平和確保の具
体策示せ

Ｗ杯開幕　南米で
の飛躍が見たい

法人税減税　これ
が成長戦略の柱
か

サッカーＷ杯　４
年間培った力出
す時だ

自衛権の協議―
後世に責任を持
てるか

法人税減税　空
洞化の防止に欠
かせぬ

外国人にもっと地
方を旅してもらう
には

集団的自衛権
理屈通らぬ閣議
決定案

自民農協改革案
全中の指導体制
温存を許すな

ＪＲ第三者委　知
事就任は適切な
のか

集団的自衛権
結論ありきで乱暴
だ

集団的自衛権
「牽強付会」は許
されない

羽田飛行制限―
利便性と生活の
両立を

公明と集団自衛
権　行使容認は
与党の責任だ

製油所の能力削
減は必要だが

原子力規制委
中立公正さ損なう
人事

混合診療拡大へ
患者の利益優先
で制度設計を

マイナス金利　欧
州圏のデフレ阻止
を

子どもの水難　水
の怖さも教えよう

原子力規制委
中立が疑われる
人事では

エジプト政治―民
主化は後戻りでき
ぬ

桂宮殿下薨去
病と闘われたご生
涯偲ぶ

信頼できる公的年
金の運用体制を
築け

視点　集団的自
衛権　この国のか
たち

認知症行方不明
関係機関の情報
共有が重要だ

集団的自衛権
閣議決定指示
「期限設けぬ」は

リニア新幹線　環
境負荷は最小限
に

集団的自衛権　な
ぜ閣議決定を急
ぐのか

児童ポルノ―法
改正を根絶のてこ
に

南西諸島防衛
空白埋める配備と
訓練を

質の高い学童保
育を増やそう

集団的自衛権
理解できぬ首相
の焦り

集団的自衛権
「容認」閣議決定
へ調整を急げ

小中一貫教育
政治色が拭えぬ
改革だ

サッカーＷ杯　抗
議が問いかけるも
の

熱中症　今の時
季から十分警戒
を

2014/6/9
集団的自衛権―
乱暴極まる首相
の指示

虐待死７年放置
男児救う機会なぜ
逃した

エジプト大統領
国民和解に汗を
流せ

子宮頸がん　ワク
チン接種の勧奨
は慎重に

児童ポルノ所持
「内心」を罰する
危うさ

経団連と献金―
「やめる」決意は
どこへ

軽減税率　再増
税と同時導入め
ざせ

経団連の献金
再開は時代に逆
行する

シリア大統領選
圧勝でも強権は
免罪されない

経団連と献金　癒
着の時代に戻る
のか

Ｇ７の意義―共生
の道探る再出発
を

梅雨入り　災害か
ら「命守る」備えを

欧州の再生に金
融緩和だけでは
不十分だ

ＳＴＡＰ白紙に　そ
れでも徹底調査を

厚木男児放置死
関係機関の連携
で再発を防げ

福島汚染水対策
制御できぬ不安
さらに

Ｇ７サミット　新た
な秩序描けぬ先
進国

マイナス金利―
ユーロの矛盾と苦
悩

与党安保協議
法改正なく尖閣守
れるか

中ロ抜きで描けぬ
国際秩序

年金運用見直し
成長戦略に利用
するな

マイナス金利　デ
フレ阻止に動いた
欧州中銀

天安門事件２５年
中国は民意に耳
傾けよ

年金財政の検証
これで安心とはい
かない

吉田調書―国民
の財産を隠すな

出生率微増　機
運醸成と支援の
強化だ

「民」の経営感覚
を導入し空港活性
化を

Ｇ７と中露　建設
的対話への努力
も

福島原発汚染水
「凍土壁」だけで
は解決しない

Ｇ７首脳宣言　対
ロシアへ結束が
急務

ウクライナ声明
Ｇ７の結束が先決
だ

諫干開門問題
有明海再生で協
議の場を

ＳＴＡＰ騒動―理
研は再発防ぐ対
応を

Ｇ７サミット　「対
中認識」を行動に
移せ

論文疑惑を幕引
きにするな

憲法と後方支援
歯止めにならぬ
新基準

Ｇ７首脳宣言　国
際法秩序の維持
へ結束せよ

「ＳＴＡＰ」撤回　理
研の体質にもメス
を

林業白書　百年
一作に百年の計
を

忘れられる権利
ルール作りを急ぐ
べきだ

自衛隊の支援―
戦闘と紙一重の
危うさ

栃木女児殺害
捜査８年半の検
証必要だ

人口減への危機
感共有し少子化
対策急げ

視点・集団的自衛
権　民意の問い方

榊原経団連発足
政権との関係改
善進めたい

集団的自衛権
「後方支援」拡大
戦闘参加に等し

自衛隊海外派遣
際限なき拡大を恐
れる

自衛隊後方支援
なし崩しの拡大は
危うい

子どもの安全―
ほどよい活動探ろ
う

榊原経団連　官
民一体で改革の
推進を

４Ｋ放送は利用者
の視点で

法人減税　財政
再建と両立するか

年金財政検証
将来世代守る改
革につなげよ

年金給付試算
成長前提では安
心遠く

栃木の女児殺害
防止のためにも
解明を

混合診療　患者
の安全第一に議
論を

天安門２５年―改
革になぜ踏み出
せぬ

年金財政検証
成長頼みとせず
改革急げ

天安門事件を見
直せない中国の
危うさ

天安門事件２５年
民主化なき発展
続くか

天安門事件２５年
政治改革に背を
向ける習政権

国会の秘密監視
形ばかりの審査
会では

経団連新体制
問われている存
在意義

原発事故避難
検討が十分とは
言い難い

年金の検証―底
上げはかる改革
を

天安門事件２５年
圧政と挑発いつま
で続く

重厚長大に偏ら
ぬ経団連に

年金財政検証
将来への備えを
怠るな

与党安保協議
自衛隊の後方支
援を拡充せよ

医療・介護法案
論点見定め徹底
審議を

虐待死の防止　お
母さんを孤立させ
ず

天安門事件２５年
民主化抑圧強め
る「大国」

研究不正疑惑―
東大のモラルを問
う

４Ｋテレビ　「奇
麗」だけで終わら
すな

アジアの海の安
定に日米で役割
分担を

邦人保護　非現
実的と言うなかれ

リベンジポルノ
画像の拡散をどう
防止するか

ＪＲ検査値捏造
安全意識の浸透
足りぬ

アジア安保会議
「包囲網」だけで
いいのか

被爆者の援護―
国は争いに終止
符を

電力自由化　安
定供給と安価を前
提に

内閣人事局は省
益を打ち破れ

中間貯蔵説明会
住民の思い受け
止めて

成長と財政再建
やはりデフレ脱却
が最優先だ

エジプト新政権
懸念される独裁
の復活

老老介護　官民で
知恵絞り支援策を

コンビニ４０年―
働く場としても改
革を

労働時間改革
悪用防ぎ生産性
を高めよ

視点・集団的自衛
権　欧州に学ぶ

エジプト選挙　治
安回復を迫られる
新大統領

残業代ゼロ　過労
防止の歯止め失
う

規制委の人事
中立性が疑われ
ては

ペシャワール会
人道支援の力に
も注目を

日本版ムーク―
大学の知もっと身
近に

首相のアジア演
説　関与と支援を
歓迎したい

カジノの合法化
負の検証がまず
先だ

日米韓防衛会談
対「北」で情報協
力を強化せよ

人質司法　これで
は冤罪を防げぬ

インド新政権　ア
ジア安定に信頼
築け

格安タクシー　規
制は慎重を期す
べきだ

秘密の監視―国
会よ、せめても

国立競技場　新た
な夢舞台に期待
する

社会保障費の抑
制にもっと知恵を
絞れ

介護の人出不足
魅力ある仕事にし
よう

首相アジア演説
積極平和主義の
実行が重要だ

集団的自衛権
道民に及ぶ影響
命を脅かす危険

給食と牛乳―望
ましい食事とは何
か

エジプト新大統領
強権政治で安定
得られぬ

ゴール急ぐな新競
技場づくり

新国立競技場
一体いくらかかる
のか

秘密監視機関
国会は関与への
責任自覚せよ

インド新政権　核
政策への懸念消
えぬ

憲法と国民―決
定権は私たちに
ある

ブノワ賞の快挙
若者こそ「世界」を
めざせ

企業は資本の有
効利用で市場評
価向上を

組み体操の事故
高さを競うのは危
険だ

内閣人事局発足
官僚機構を活性
化できるか

規制委人事案
撤回も視野に再
検討を

残業代ゼロ案　ア
リの一穴が狙いで
は

集団的自衛権
早くも広がる行使
の範囲

防潮堤の建設―
住民まじえて丁寧
に

維新の会分裂
改憲路線の維持
期待する

大統領選後のエ
ジプトの課題

拉致再調査　機
会を最大限いか
せ

拉致再調査　北
朝鮮は誠実に約
束を果たせ

維新の会分裂
劇場型政治　当
然の結末

エジプト大統領
民衆をよくおそれ
よ

覚せい剤汚染　従
来の常識は通用
しない

拉致再調査―今
度こそ真の救済を

こんどこそ真摯な
拉致被害者の調
査を

視点・集団的自衛
権　悩める韓国

法科大学院離れ
養成機能の立て
直しが急務だ

拉致再調査合意
北朝鮮は誠実に
対応を

拉致全面調査
今度こそ確実な進
展を

拉致再調査　「誠
実な実行」を見極
めよ

南シナ海対立―
憂慮される中国
の行動

政府事故調の資
料を公開せよ

維新の会分党へ
再編より反省が先
だ

維新の会分裂
野党再編は政策
本位で進めよ

アイヌ象徴空間
ほんの一歩にす
ぎない

維新の会分裂
憲法観が違うのな
ら

維新の会分裂
政策軸に野党再
編加速を

原子力規制委―
人事で役割ゆが
めるな

安保法制１５事例
先延ばしする余裕
はない

集団自衛権の
ルールづくり分か
りやすく

集団的自衛権
説得力欠く首相の
答弁

子育て新制度　保
育士の処遇改善
になお課題

集団的自衛権
首相の国会答弁
憲法顧みぬ拡大
一辺倒

名張・再審認めず
“門前払い”でよ
いのか

予算委集中審議
野党第１党の責
任果たせ

集団的自衛権―
疑問が募る首相
の答弁

ＥＵの将来　明確
な道筋と決意を示
せ

野党再編は政策
重視で

食料自給率目標
農業強化に逆行
するな

衆院集中審議　１
５事例の安保論
議を深めたい

ＪＲ社外取締役
再生の覚悟が見
えない

集団的自衛権
平和主義守り抜く
なら

過労死防止法案
働く人の命を守る
社会に

欧州議会選挙―
垣根なくす永遠の
試み

典子さまご婚約
歴史に思い馳せ
慶事祝う

日中の意図せぬ
衝突事故をどう防
ぐか

集団的自衛権
日米安保

規制委人事案
科学的な原発審
査につなげよ

集団的自衛権
安保法制事例
現実無視の想定

ＥＵ極右躍進　統
合の指針示さね
ば

与党協議　事例に
現実味はあるの
か

国会改革―数で
はなく論を競え

プーチン発言　威
嚇恐れず毅然と
対応を

欧州統合の体制
立て直しを

ＥＵの試練　寛容
の精神見失わず
に

グレーゾーン　切
れ目ない事態対
処を可能に

農業白書　危機
意識が乏しすぎる

浪江町ＡＤＲ　東
電は約束通り和
解を

原発事故資料　で
きる限り公開すべ
きだ

ウクライナ―選挙
尊重し混迷打開を

規制委人事　適
材迎えて安全性
向上を

ウクライナ新政権
のもとで混乱収拾
を

ウクライナ選挙
新政権は和解に
全力を

竹富町の教科書
単独採択の容認
は禍根を残す

ウクライナ　対話
路線で国民融和
を

中国機異常接近
偶発事故避ける
知恵を

長崎平和宣言
集団的自衛権を
危ぶむ声

中国機の接近―
衝突回避の手立
て急げ

ウクライナ選挙
新政権は流血拡
大を防げ

商品市場の不正
は許されない

中国機異常接近
危機管理不在の
危うさ

ウクライナ選挙
混迷を脱却する
契機としたい

中国機異常接近
危険な挑発行為
やめよ

ウクライナ情勢
混迷収束の好機
生かせ

名村ＳＳＫ統合
相乗効果で中韓
に対抗を

森や海の担い手
若者が目を向け
た今こそ

拉致再調査合意
／解決へ本番は
これからだ

維新の会分裂／
野党再編は政策
詰めてから

2014/6/1

2014/6/4

2014/6/6

2014/6/5

被災山間地を孤
立させるな

2014/6/7

法人税減税／納
得できる説明と財
源を

2014/6/14

2014/6/8

2014/6/13

防災・減災　６．１
２の記憶／津波
以外にも備えが
必要だ

国土強靱化計画
／ハードだけでは
守れない

参院選挙制度改
革／定数の数合
わせは限界だ

認知症徘徊事故
／地域で支え見
守る仕組みを

岩手の復興選挙
／来年秋統一へ
法整備急げ

2014/6/12

拉致再調査　全
員の帰国だけが
解決だ　結果見ぬ
制裁解除を危惧
する

2014/5/30

人治でなく法治で
あれ　中国・天安
門事件２５年

年金財政の将来
「百年安心」から
程遠い

博多座１５年　九
州から舞台文化
発信を

2014/6/2

危機打開へ農協
の決断は　週の
はじめに考える

森林の除染／効
率的な方法の検
討を急げ

国会改革／審議
の充実が評価を
左右

休み

労働時間改革で
成果重視へカジを

被災地と五輪／
運動楽しむ環境
整備優先を

“衣替え”しましょ
う　週のはじめに
考える

ウクライナ危機／
新大統領は対話
軸に打開を

成立　改憲への
「号砲」ではない

2014/6/3

2014/5/28

2014/5/27

2014/5/31

2014/5/29
農地バンク／「も
ろ刃の剣」になる
恐れも

Ｇ７サミット／「現
状変更」許さぬ道
模索を

2014/6/11

2014/6/10

年金の安定へ即
座に改革着手を

東日本大震災
巨大防潮堤／合
意なき「壁」で何を
守るのか

情報監視審査会
／特定秘密の
チェックできぬ

水循環基本法／
「共有財産」を守
る第一歩に



中国機の異常接
近　危険な挑発は
絶対許せぬ

５年の経験生かし
開かれた裁判員
制度に

集団的自衛権
対中戦略　対抗だ
けでは危険だ

福島原発地下水
海への放出で汚
染水を減らせ

並行在来線　「住
民の足」守る知恵
を

人手不足深刻化
真っ当な経営を目
指せ

国会の役割　徹
底審議の責務を
果たせ

中露「蜜月」　米
への対抗軸なら
危険だ

電力と違うガス自
由化の課題

東海第２原発　延
命より経営見直し
を

中国機異常接近
習政権は常軌逸
した挑発慎め

生殖医療法案
幅広い議論が不
可欠だ

中国新疆の爆発
弾圧では負の連
鎖続く

角川とドワンゴ
大きな構想がある
ようだ

農協改革―「本
業」重視で抜本策
を

遠隔操作公判
冤罪防止のため
の検証を

治療の選択肢広
げる混合診療の
拡充を

ウルムチのテロ
力だけでは解決
できぬ

がん患者の就労
治療との両立支
援が必要だ

徳洲会研究不正
倫理の欠如が目
に余る

ＭＩＣＥ誘致　九州
一体で競争と連
携を

国立競技場―立
ち止まり議論し直
せ

新疆テロ事件　暴
力と弾圧の連鎖を
断て

ダンスを楽しく踊
るには

スポーツ庁の設
置　負の体質一
掃の契機に

国会改革　党首
討論の定例化か
ら始めよ

中ロ接近　欧米と
の対立選ぶのか

タイ・クーデター
民主主義の後退
が心配だ

タイの政変―力ず
くでは解決しない

厚木基地訴訟
抑止力損なう判断
疑問だ

タイ政治はクーデ
ターで立て直せる
のか

小泉氏と細川氏
教訓踏まえた再
挑戦を

歯科の滅菌問題
院内感染防止策
を徹底せよ

厚木基地訴訟
米軍機の制限へ
道筋を

タイ・クーデター
民主主義の後退
が心配だ

年金受給年齢―
信頼をこわさぬよ
うに

タイのクーデター
民政復帰を急ぎ
収拾図れ

資源輸出規制の
撤廃を促せ

タイクーデタ−　民
主主義に逆行す
る

タイクーデター
軍の全権掌握に
正統性はない

タイ・クーデター
国際的信頼失う
暴挙だ

教科書採択問題
「ゴネ得」許せば
教育歪む

日米協議の詰め
を急ぎＴＰＰ交渉
決着を

中国とロシア　平
和と安定担えるの
か

中露接近　米へ
の対抗で思惑が
一致した

集団的自衛権
地方の世論　なぜ
耳を傾けないの

タイクーデター
国民が納得する
政府を

基地と騒音被害
従来の発想超え
た対策を

大飯再稼働認め
ず　非科学、非現
実的判決だ

大飯差し止め判
決への疑問

秘密法と国会　こ
れでは監視できな
い

厚木騒音訴訟
飛行差し止めの
影響が心配だ

ＴＰＰ交渉　情報
開示を強く求める

厚木基地判決
米軍に“白旗”で
いいか

代理出産法制化
生命倫理の議論
深めたい

大飯差し止め―
判決「無視」は許
されぬ

地下水バイパス
前進だが凍土壁
急ぎたい

中ロが目指す国
際秩序に漂う危う
さ

基地飛行差し止
め　騒音対策を徹
底せよ

ＴＰＰ交渉前進
新興国との調整も
急ぎたい

集団的自衛権
国会の責任　憲
法損なう暴走止め

大飯原発判決
安全性が厳しく問
われた

厚木基地訴訟―
住民に真摯に向
き合え

与党の自衛権協
議　解釈変更が
議論の核心だ

総合的な空き家
対策を急げ

大飯原発差し止
め　なし崩し再稼
働に警告

大飯再稼働訴訟
不合理な推論が
導く否定判決

大飯原発判決
再稼働の楽観性
を問う

秘密法と国会　監
視の実効性はあ
るのか

原発事故証言―
再稼働より全容公
開だ

裁判員制度５年
国民の判断を軽
視するな

活力強化の原点
忘れず法人減税
進めよ

集団的自衛権…
国会の責任　傍
観してはいられな

裁判員制度５年
精神的負担をどう
軽減するか

集団的自衛権　グ
レーゾーン　現行
法で不十分なの

集団的自衛権
公明の真価が問
われる

グレーゾーン　切
り離して徹底的論
議を

教育委員会―数
の力と一線画す

タイ戒厳令　早期
解除へ妥協点を
探れ

ナイジェリア拉致
の解決急げ

集団的自衛権…
グレーゾーン　す
き間の議論は丁

与党安保協議
個別的自衛権で
は限界がある

農協改革提言
「主役」不在の論
議では

消える自治体　地
域の魅力競い合
おう

裁判員制度５年
長期的な視点で
育てたい

中国の弾圧―理
解できぬ言論封じ

覚醒剤の蔓延　す
べて失う恐ろしさ
知れ

「何でも内閣府」
に歯止めをかけよ

憲法と多国籍軍
政権で解釈変わ
るのか

南シナ海情勢　対
立激化招く中国の
独善行動

集団的自衛権
集団安全保障
武力行使との一

集団的自衛権
反対の民意に耳
傾けよ

アフガンと日本
貢献には多様な
形がある

自衛権の協議―
問われる議員の
矜持

インド次期政権
改革断行で成長
の回復を

光回線利用促す
ＮＴＴの決断

農協改革案　「農
家のため」を原点
に

農協改革案　解
体的出直しは避
けられない

「美味しんぼ」　議
論深めるきっかけ
に

株価の低迷　追
加の金融緩和は
危険

インド総選挙　親
日家首相に期待
と懸念

ナイジェリア―放
置できぬテロの温
床

「農協解体」提案
攻めの農業へは
荒療治も

３Ｄプリンター　つ
き合い方が問わ
れる

インド政権交代
変化求める声に
どう応えるか

集団的自衛権
世界の視線　強ま
る日本への警戒

人口１億人維持
危機感の強要で
は困る

ＰＭ２．５対策　中
韓との連携強化
に期待

成長への展望―
イノベーションこそ

夏の電力不足
「節約頼み」では
心許ない

裁判員制度５年
冤罪防ぐ法整備
を急げ

インフラ老朽化
橋とトンネルの点
検を着実に

裁判員裁判５年
課題はあまりにも
多い

精神科病院　暮ら
しの場ではない

安倍政権の手法
「結論ありき」から
脱却を

徘徊行方不明―
明日は我が身の
意識で

党首討論　形骸
化に拍車かける
のか

インドの次期政権
は経済改革を大
胆に

生殖医療法案
根本から議論した
い

過労死防止法案
働く人の心と体を
守りたい

集団的自衛権
正念場の公明党
連立の離脱も選
択肢だ

インド総選挙―発
展の果実を草の
根に

飛び入学　多様な
才能生かす活用
を

遺伝子検査の健
全な普及策を

インド政権交代
信頼関係をつな
げよう

５・９％成長　駆け
込みの反動減を
乗り切れ

道議会定数是正
地方の声が届く配
分を

辺野古移設―こ
れが熱望した祖
国か

ＧＤＰ大幅増　攻
めの姿勢で反動
克服を

角川ドワンゴは若
い才能を世界へ
つなげ

チッソ優遇法案
水俣病は未解決
なのに

「原発ゼロ」の夏
安定供給の回復
へ再稼働急げ

集団的自衛権
法制懇報告書
説得力を欠く行使

ナイジェリア　拉
致女生徒を救わ
ねば

与党協議　歯止
め役の真価問わ
れる

国際宇宙基地―
地上の争い超え
る道を

ベトナムのデモ
中国の掘削に根
拠はない

法相は難民に冷
たくないか

人口目標１億人
信頼ないと子は増
えぬ

法人税率下げ
成長志向で具体
策をまとめよ

幌延深地層研究
延長は不安を増
幅する

タクシー規制　消
費者の利益は無
視か

農協改革　現場
の理解が欠かせ
ない

2014/5/16
集団的自衛権―
戦争に必要最小
限はない

集団自衛権報告
書　「異質の国」
脱却の一歩だ

憲法解釈の変更
へ丁寧な説明を

集団的自衛権
根拠なき憲法の
破壊だ

集団的自衛権
日本存立へ行使
「限定容認」せよ

集団的自衛権、
首相が示す「方向
性」　日本の安全
を危うくする

自衛権首相見解
／集団容認の危
うさ変わらず

行使ありきの危う
さ　「集団的自衛
権」報告書

集団的自衛権
民意問わず針路
変えるな

１億人維持　安心
して子供持つ喜び
を

構想力と実行力
が明暗分けた電
機再建

美味しんぼ　「鼻
血」に疑問はある
が

ナイジェリア　拉
致された女生徒
救出を願う

石綿被害と学校
幅広い救済を急
ぎたい

認知症不明者
警察は身元確認
の徹底を

若田さん帰還　成
果を未来の宇宙
構想に

鉄道貨物の復権
を促すときだ

混合診療拡大
やはり懸念は大き
い

若田さん帰還　国
際政治に翻弄さ
れるＩＳＳ

大手企業決算
好循環につなが
る道を

若田さん帰還　今
後の宇宙計画に
生かせ

ＮＰＴ会議―中国
も核軍縮に加わ
れ

美味しんぼ　独善
で風評を助長する
な

出生率向上頼み
の人口減対策で
いいのか

ウクライナ混乱
話し合いで分裂を
防げ

避難勧告発令
市町村は「空振
り」を恐れずに

新幹線札幌延伸
前倒し視野に振
興策を

美味しんぼ批判
行き過ぎはどちら
だ

経常黒字最少
財政と経済への
警鐘では

美味しんぼ―「是
非」争うより学ぼう

ウクライナ投票
独立への既成事
実化防げ

ウクライナ和解へ
の道探れ

日本・イスラエル
平和と安定への
協力を　（有料記

５０年後も１億人
大胆な少子化対
策へ舵を切れ

ウクライナ　大統
領選挙の成功こ
そ

ウクライナ危機
「住民投票」容認
できぬ

美味しんぼ　問題
提起は丁寧にし
たい

ウクライナ―国家
の再建へ対話を

年金支給年齢
「選択制」拡大は
現実的だ

経常黒字縮小が
映し出す日本経
済の課題

ＡＳＥＡＮ宣言　対
中国で日米も連
携を

ウクライナ混迷
「住民投票」に法
的効力はない

配偶者控除　女
性の視点での論
議を

南シナ海問題　中
国は自制と協調を

公的年金運用―
株価維持策では
困る

ＡＳＥＡＮ声明　実
効性のある対中
結束を

対中で結束示した
ＡＳＥＡＮ

縮む経常黒字
財政健全化が急
務だ

「美味しんぼ」　風
評助長する非科
学的な描写

サッカーＷ杯　層
の厚さで壁突き崩
せ

性暴力被害　ケア
の拠点をもっと

増税と物価―「騒
動」から卒業しよ
う

公教育と塾　頼り
になる教師育てよ
う

休眠預金を民に
よる課題解決の
糸口に

リニア新幹線　こ
のまま突っ走るの
か

パイロット不足
格安でも安全運
航が大前提だ

脱原発と政治　太
い結集軸を育てた
い

歳費減額終わる
「身を切る」は空
約束か

銀輪都市東京―
「クルマ脳」を改め
る

参院合区案　「独
自性」の視点忘れ
るな

クロマグロ保護策
の徹底を

改正投票法通過
１８歳選挙権こそ
早急に

生殖医療法案
代理出産を巡る
議論深めたい

生乳生産減少
離農食い止める
施策を

年金財政の将来
不安に応える検
証を

原発と火山―噴
火の脅威を直視
せよ

電力経営　安定
供給へ基盤強化
急げ

日本企業は高収
益に安心せず競
争力磨け

道路・橋の老朽化
保守に重点を置く
時だ

３Ｄプリンター　過
度な規制は普及
を妨げる

レーン・宮沢事件
検証し、語り継が
ねば

批評の文化―若
者の学び応援し
たい

ナイジェリア　少
女救出へ各国で
総力を

パイロット不足に
手を打とう

ナイジェリア拉致
非難の声を広げ
よう

企業好決算　成
長持続へ経営改
革緩めるな

郵政株上場問題
将来像を示すの
が先だ

３Ｄプリンター銃
技術より使い方の
問題だ

法案を機に生殖
医療の幅広い議
論を

南シナ海緊張　力
の誇示は嫌われ
る

トキのひな誕生
野生に定着する
道のりは長い

自治体の危機
少子化対策は待
てない

新ピンポン外交
民の熱意を受け
止めよ

ＳＴＡＰ論文　理研
の体質こそ問題で
は

自治体の「消滅」
若者引きつける地
域作れ

核廃棄物を誰が
処分するのか

ＳＴＡＰ調査　これ
で幕引きは早い

南シナ海緊張　容
認できぬ中国の
一方的行動

南シナ海の緊張
容認できぬ中国
の行動

間もなくＷ杯　た
だ楽しむだけでな
く

ダンス営業規制
時代に合わせた
見直しを

南シナ海掘削―
中国は直ちに中
止せよ

日欧ＥＰＡ　ＴＰＰ
と両輪で合意図
れ

インフラ輸出の拡
大に内外企業と
連携を

タイ首相失職　非
常事態の再来招く
な

ＳＴＡＰ問題　理研
は不正の再発を
防げるか

タイ首相失職　対
立でなく妥協の道
を

トヨタ決算　人づく
りも忘れずに

鳥インフル終息
緊張感保って再
発防止を

タイの混迷―国民
融和の道筋探れ

中国と南シナ海
力の現状変更ここ
でもか

論文不正問題の
根幹に迫れ

「消滅都市」リスト
東京集中への重
い警告

タイ首相失職　混
乱を助長する憲
法裁の判断

健診基準見直し
緩和しても油断は
禁物

山の遭難多発
入念な準備が命
を守る

タイ首相失職　政
治の混迷いつま
で続く

2014/5/24

教育の一貫支援
大野城市の挑戦
に注目を

2014/5/23

国家機密に挑む
者たち　週のはじ
めに考える

裁判員制度５年
／検証と改善の
姿勢忘れずに

2014/5/18

ＴＰＰ交渉／夏の
合意こだわる必要
ない

新しいアジア太平
洋へ　週のはじめ
に考える

裁判員制度５年
―社会で経験蓄
え育てよう

原発差し止め判
決／再稼働ハー
ドルは上がった

取り調べ可視化
／捜査不信の原
点を忘れるな

囲碁界新時代へ
の予感　週のはじ
めに考える

小学校校長逮捕
覚せい剤事件徹
底捜査を

2014/5/9

琉米条約という史
実　沖縄復帰の
日に考える

メガソーラー／売
電一辺倒からの
脱却を

年金の未来（下）
―漠たる不安から
の脱却

Ｗ杯代表決定
日本のプレー貫き
飛躍を

出産の数値目標
国の押し付けはご
めんだ

いじめアンケート
／統一方式、導
入価値は十分

2014/5/17

路上の民主主義
―自ら考え動き出
す人たち

2014/5/15

2014/5/14

農協改革／組合
員自らが乗り出そ
う

2014/5/10

特養待機者増／
入居者数よりも多
いとは

仙台空港民営化
／飛躍のカギは
「オール東北」

労働規制の緩和
／その前にやる
べきことある

ストーカー殺人／
命を守るため全力
を尽くせ

2014/5/13

2014/5/12

2014/5/11

原発避難指示解
除／住民帰還へ
万全の対策を

タイクーデター／
速やかに民政復
帰の道筋を

国民の命を守る
判決だ　大飯原
発・差し止め訴訟

2014/5/22

2014/5/21

2014/5/20

カジノ推進法案／
弊害やリスク冷静
に議論を

人手不足を奇貨と
し強い経営に

2014/5/19

人口急減社会の
問い―生き方の
再検討を迫る

2014/5/25

2014/5/26

地下水海洋放出
／対策全体の不
透明感晴らせ

自衛権協議開始
／歴史に汚点残
さぬ議論を

民主主義を磨くた
めに　裁判員制度
５年

学童保育の拡充
／子ども本位の
あり方大切に



ＮＨＫ会長―これ
で信頼保てるの
か

ストーカー殺人
被害者守る対策
を尽くせ

欧州との安保協
力の芽をどう育て
るか

野生トキにひな
希少種と生きる手
本に

海自自殺判決　い
じめ・隠蔽体質を
改善せよ

首相欧州歴訪
独断の対外公約
目立つ

貿易、経常赤字
慌てず成熟国の
政策を

中央アフリカ―ル
ワンダを忘れるな

首相ＮＡＴＯ演説
「対中」で日欧連
携強めよ

一段と混迷深まる
タイ政治

日中関係　乗り越
えたい相互不信

高村副総裁訪中
互損から互恵へ
転換する時だ

ダンス規制　時代
に合った法改正を

住大夫さん引退
文楽の伝承、長い
目で

2014/5/7
パイロット不足
安定養成で安全
と成長を

健診の基準緩和
薬剤費の削減に
つながるか

地方自治法改正
分権の流れに逆
行する

スマホのルール
生身のつながり優
先で

原発避難計画
実効性のチェック
が要る

認知症徘徊　常に
気遣う街が命を守
る

中小企業活性化
「攻めの姿勢」で
市場開拓図れ

楽天不当表示
ネット通販の信頼
崩す

中国の農村選挙
民主の魂入れて
こそ

柔道の事故　教
訓生かし安全対
策急げ

富岡製糸場―見
えないものも伝え
る

日銀の物価見通
し　過信せず好循
環を確実に

ウクライナ混迷
国際合意に背を
向けるロシア

こどもの日に　み
んなに「価値」が
ある

子どもの幸福　貧
困対策の緊急度
は高い

リニア新幹線―早
めにブレーキを

こどもの日　夢へ
の一歩を自然体
験で

こどもの日　無限
の可能性を大切
に育もう

野党再編の迷走
数合わせの発想
捨てよ

航空機の安全
業界挙げ原点に
立ち返れ

電力経営―逆境
を「変革元年」に

配偶者控除見直
し　女性活用は多
角的視点で

林業再生へ国産
材を生かす技術
開発を

大阪の校内人事
教員の規範意識
が低すぎる

泊原発停止２年
民意は再稼働を
求めず

中国新疆テロ―
民族政策の失敗
だろう

ウクライナ危機
Ｇ７は圧力強め沈
静化を

納得しがたいタク
シー規制

首相欧州歴訪
防衛装備協力で
連携強化せよ

年金の株式運用
損失の拡大を防
がねば

2014/5/3
安倍政権と憲法
―平和主義の要
を壊すな

憲法施行６７年
９条改正あくまで
目指せ　集団自
衛権の容認が出

集団的自衛権め
ぐるジレンマ解消
を

集団的自衛権
改憲せず行使は
できぬ

憲法記念日　集
団的自衛権で抑
止力高めよ

きょう憲法記念日
平和主義の破壊
許さない

揺らぐ憲法／立憲
主義の本旨、再
認識を

９条と怪人二十面
相　憲法を考える

憲法記念日にあ
たって　護憲、改
憲の前に「尊憲」
を

朝日支局襲撃―
「排他」に立ち向
かう

刑事司法制度
新たな捜査手法
の確立を

改革加速へＯＥＣ
Ｄを戦略的に使え

余罪処理で捏造
直ちに全国調査
せよ

ＯＤＡリベート　国
際的な信用を損
ねる行為だ

ボンベ爆発事件
予断を排し真相解
明を

取り調べ可視化
原則と例外の逆
転許すな

ウクライナ―混迷
を長引かせるな

世界遺産と景観
後世に引き継ぐ知
恵絞れ

中東和平をあきら
めるな

柔道事故で有罪
子供の命預かる
自覚を

新疆爆発事件
中国の少数民族
政策に綻びも

日銀物価見通し
数字に縛られすぎ
ては

米のアジア戦略
高まる波を静める
ために

捜査の可視化―
これでは冤罪は
防げぬ

学長権限の強化
人材得て魅力あ
る大学を

なおはっきり見え
ぬ脱デフレへの道
筋

日銀の物価予測
金利上昇の反動
が怖い

取り調べ可視化
対象事件の範囲
をどう絞るか

取り調べ可視化
全事件で実現さ
せたい

水俣病慰霊式
全面解決への決
意新たに

護憲後援拒否―
霞を払い議論をひ
らけ

「国民の憲法」英
訳　改正論議活
性化の機会に

刑事司法改革の
合意めざせ

取り調べ可視化
「全ての事件」が
基本だ

日銀物価見通し
デフレ脱却へ楽観
は禁物だ

対日報復表明
失望誘うロシアの
行動

防犯カメラ　個人
情報をどう守るの
か

消費増税１カ月
反動減対策の手
緩めるな

政府系マネーに
頼りすぎていない
か

オバマ歴訪終了
期待に応える実
行力を

米のアジア重視
対中牽制に同盟
諸国を生かせ

混合診療拡大
公的保険の理念
揺らぐ

健診の基準　緩ん
でも安堵は禁物

メーデー　働く以
外に大事なことも

農協改革プラン
これで信頼は取り
戻せぬ

歳費削減の原点
に立ち返れ

公益法人改革
自律的な運営に
努めよ

「小１の壁」　解消
へ学童保育拡充
が急務だ

韓国首相辞意
沈没事故収拾が
第一だ

混合診療の拡大
皆保険の維持が
前提だ

海自いじめ自殺
守るべきものを見
誤るな

ダンスの自由―
法律でしばれるの
か

昭和の日　あの時
代に「復興」を学
べ

認知症高齢者を
支える仕組みづく
り急げ

富岡世界遺産へ
近代化の原点を
学ぼう

熱狂の日音楽祭
クラシックの裾野
を広げたい

衆院鹿児島補選
政権信任にはほ
ど遠い

富岡製糸場　近
代化の実相伝え
たい

参院選改革案
抜本是正へのた
たき台に

休眠口座活用―
社会的事業の支
援に

米比軍事協定
両国と安保連携を
深めよ

米比合意を地域
安定の一歩に

子宮頸がん　ワク
チン再開は慎重
に

大学改革法案
迅速な意思決定
が求められる

大学改革　学長だ
けでは担えない

補選与党勝利
安倍政権「信任」
は早計

認知症徘徊対策
地域社会の支援
も必要だ

残業と賃金―成
果主義を言う前に

混合診療の拡大
患者の利益こそ
最重要だ

中小企業が自ら
成長する環境づく
り急げ

ダンス営業で無罪
一律規制は時代
遅れだ

ダンス営業規制
実態に即した法
改正が必要だ

北海道新幹線
発車のベルは待
てない

認知症事故訴訟
介護への影響は
甚大だ

残業代ゼロ　働き
手の保護に逆行
する

原発ゼロの夏―
内向きの経営脱
する時

補選与党勝利
首相は政策の肉
付け急げ

安倍政権を信任し
た衆院補選

衆院補選自民勝
利　「信任」と受け
止めるな

鹿児島２区補選
安倍政権の政策
遂行に追い風

改正少年法　保
護の理念を守りた
い

やせる砂浜　取り
戻そう美しい渚

ジビエブーム　山
の環境を考える契
機に

政治とカネ―借金
ですむはずがな
い

海上衝突回避
中国の規範順守
が必要だ

変革への挑戦を
迫られる米欧の
大企業

認知症と鉄道事
故　みんなの目で
守ろう

認知症事故判決
介護する側の苦
労も考慮した

認知症と事故　家
族を支える体制こ
そ

脱線事故９年―
被害者視点で見
えた事

首都の防災　持
続可能なシステム
築け

喜べない「京都」
の目標達成

ロシア経済　軍事
的緊張が危機招く

渡辺氏の８億円
内部調査でも疑
念は晴れない

残業代ゼロ　長時
間労働招くだけだ

日米とＴＰＰ―交
渉の手を緩めるな

日本船の拘束解
除　対中危機認
識甘くないか

ＴＰＰは「日米主
導」ではなかった
のか

相模トラフ地震
耐震・防火の対策
を急げ

参院選制度改革
「合区」案は受け
入れられるか

いじめ高裁判決
海自は隠蔽体質
見直せ

防衛省の隠蔽―
良心はどこへいっ
た

米大統領面会
「強い同盟」拉致
解決にも

「１票の格差」優
先は当然だ

日米ＴＰＰ協議
早期合意の意欲
失うな

日米共同声明　Ｔ
ＰＰ決着へ「大胆
な」決断を

渡辺氏借入金
全容解明には程
遠い

日米首脳会談―
アジアの礎へ一
歩を

尖閣「安保」適用
対中信頼醸成に
力点を

子どもを守る―カ
メラは脇役に過ぎ

ＴＰＰ交渉　やむを
得ぬ関税の維持

原発と安全―知
事の疑問が示す
もの

朝鮮人追悼碑
政治利用は慰霊
にならぬ

電力需給に危機
感をもち夏の節電
継続を

海自いじめ判決
隠蔽体質が断罪
された

海上行動規範
中国に「国際常
識」順守を迫れ

全国学力テスト
目的の変質を危
惧する

残業代ゼロ案　際
限なく働かせるの
か

韓国船沈没事故
安全対策を再点
検したい

船差し押さえ―日
中は冷静に対応
せよ

医療費の抑制
数値目標は有力
な手段だ

連合の行動力が
問われる

労働時間規制緩
和　成果主義賃
金の危うさ

配偶者控除　女
性活用につなが
る見直しか

閣議議事録公開
形骸化裏付けた
だけだ

ドイツは失敗した
か＜７＞　見習う
ことが多いはず

国立大学改革
競争力強化だけ
でよいか

閣議の議事録―
何のための公開
なのか

貿易赤字が最大
企業力を高め空
洞化防げ

閣議議事録の公
開テコに情報開示
進めよ

中国差し押さえ
不信で対話を止
めるな

混合診療　拡充
は患者の選択肢
を広げる

知事の支持率
相変わらずの人
気だが

閣議の議事録
作成・公開、法で
定めよ

閣議の議事録
公開内容の充実
が必要だ

公共交通―未来
へ、声を上げよう

「教員選挙」人事
非常識な実態早く
是正を

日欧のＥＰＡ交渉
も加速を

参院選挙制度改
革　進まぬ衆院と
違う姿を

韓国船沈没事故
危機対応の拙さ
が招いた惨事

租税特別措置
抜本的見直しは
当然だ

全国学力テスト
学校の序列化が
心配だ

ハーグ条約加盟
国内の連れ去り
にも目を

韓国船沈没―悲
劇を繰り返さぬよ
う

ＴＰＰと日米　政治
決断で「漂流」回
避を

日米首脳は大局
的な決断でＴＰＰ
打開を

戦没者追悼と靖
国　戦後７０年へ
解決策探れ

船舶差し押さえ
日中共同声明の
精神が揺らぐ

閣僚の靖国参拝
既成事実化は許
されぬ

船舶差し押さえ
経済、民間に水差
すな

ハーグ条約―子
どもの利益を第一
に

日本船差し押さえ
戦後補償は決着
している

警戒怠れぬ中国
の司法リスク

配偶者控除見直
し　育児や介護の
支援策も

貿易赤字最大
「空洞化」が助長
する国力低下

豚流行性下痢
消毒徹底し拡大
阻止を

特別養子縁組
家庭で幸せになる
権利

年金の未来：上
「１００年安心」を
脱して

原発ゼロの夏「乗
り切れる」過信禁
物だ

被災地土地収用
後手はもう許され

ない

外国人労働者
活用策を幅広く議
論する時だ

国会議員の歳費
削減続けるのが
当然だ

生殖補助医療／
幅広い視点で法
整備を急げ

配偶者控除　女
性就労の壁は本
当か

温暖化報告書
未来に責任持つ
対策急げ

感染症研究施設
理解得て運用実
現めざせ

文化芸術政策
仲介者の育成が

重要だ

給食の事故防止
アレルギー症状を
把握したい

カジノ誘致　知事
は前のめりすぎる

働き手の減少　外
国人材をどう生か
す

コピペ　正しく使う
認識広げよう

混合診療解禁―
患者の利益にな
るのか

空港詳細図流出
人命を危険にさら
す愚だ

新たな不安を抱え
る米金融システム

予算の早期執行
弊害が多すぎて
問題だ

性暴力被害者
“駆け込み寺”を
充実させたい

原発輸出　無責
任すぎる経済優
先

自治体連携協約
地域の暮らし守る
試みに

日中関係―この
機運を生かしたい

中国経済減速
金融改革の痛み
恐れるな

健保組合の負担
増に歯止めを

教科書選び　町の
選択生かしてこそ

日米ＴＰＰ協議
首脳の決断で大
筋合意目指せ

太平洋調査捕鯨
「継続」の判断は
当然だ

みどりの日　恵み
の森を生かしてこ
そ

2014/5/5

2014/5/6

水城１３５０年　古
代の国際緊張伝
え残す

ＴＰＰ合意せず
聖域守れねば脱
退が筋だ

戦死と向き合う覚
悟は　憲法を考え
る

地方選の再統一
／低投票率に特
効薬はない

ＥＵ不信は拭える
か　週のはじめに
考える

福島の子の書い
たこと　こどもの
日に考える

子どもの貧困／
負の連鎖を断つ
取り組みを

憲法と秘密保護
法　国民主権なお
置き去り

生活困窮と生存
権　「孤の時代」
の自立とは

働きながら子育て
できる社会に

エネルギー変革
／再生エネ拡大と
ＣＣＳが鍵

憲法と有権者　政
治と向き合う文化
を

法人税引き下げ
／経済は振り付
け通り踊るか

休み

米大統領来日へ
変革期の日米連
携を語れ

ＴＰＰと農政　明る
い展望を示せな
いと

2014/5/1

年金の未来（中）
―「生活習慣病」
から脱する

民主の統一選戦
略／地方強化は
待ったなしだ

アジアの繁栄支え
る日米同盟に

日米首脳会談
同盟深化で抑止
力強めよ　ＴＰＰ合
意先送りは許され
ぬ

2014/4/25
日米首脳会談
中国念頭に強固
な同盟を築け

リニアはもっと説
明を　週のはじめ
に考える

「除染手当」／支
給の透明性を高
めよ

2014/4/30

ピーチ機あわや
／急成長ＬＣＣ死
角はないか

2014/4/22

日米首脳会談
地域安定への重
い責任

日米首脳会談／
信頼再構築の一
歩にすぎぬ

日米首脳会談
「力に力」では解
決しない

2014/4/29

少年法厳罰化／
更生と保護の重
み忘れずに

ベアテさんの思
い、心に　憲法を
考える

2014/4/27

日米首脳会談
隣国関係の改善
が宿題だ

2014/5/4

2014/5/2

羽生選手が凱旋
／公営通年リンク
検討の時だ

2014/4/24

増税後の景気／
強気の見立ては
早計すぎる

2014/4/20

2014/4/23

公務員改革に真
の魂を　週のはじ
めに考える

女性の活躍推進
／多様な働き方
の創出が鍵

2014/4/28

外国人の活用に
「国家百年の計」

を
2014/4/21

日米ＴＰＰ協議／
大筋合意に至ら
ず、当然だ

2014/4/26

袴田事件が問うも
の―死刑のない
社会を考える

日本は輸出の拡
大をあきらめるな

インフラ老朽化／
対策の先送りは
許されない

学力テスト／格差
の分析と是正こそ
必要

指定廃棄物処分
場／まずは冷静
な協議が必要だ

2014/5/8
集団的自衛権
ムードに流されず
議論を



ウクライナ危機―
合意の確かな実
行を

韓国旅客船事故
今一度安全確認
の徹底を

ロシアはウクライ
ナ合意の責務果
たせ

終末期医療　まず
緩和ケアの充実
を

ウクライナ声明
親露派の武装解
除が鍵になる

ウクライナ危機
ロシアは合意の
順守を

竹富町の教科書
地方の教育こそ
尊重を

官民一体型学校
公教育を再考す
る契機に

放射線量調査―
住民の役に立っ
てこそ

ウクライナ合意
ロシアは直ちに履
行せよ

電力ビッグデータ
を生かそう

ウクライナ合意
危機克服へ全力
挙げよ

原子力協定承認
官民連携で受注・
輸出を図れ

教科書是正要求
目に余る国の強
権ぶり

流通２強時代　消
費者に寄り添える
か

ウクライナ危機
ロシアは合意を履
行せよ

日韓局長協議―
関係改善の足が
かりに

身を切る改革　消
費増税後も頬か
ぶりか

農協は組織と発
想を根本から変え
よ

少年法改正　「更
生が原点」を大切
に

日韓局長級協議
関係修復へ粘り
強く接点探れ

秘密保護法　国
会の厳しい監視
必要

韓国客船沈没
安全意識に甘さな
いか

チッソ株法案　水
俣病の幕引き図
るのか

ビットコイン―まず
現実世界の守りを

日韓局長級協議
広範な関係改善
を目指せ

日韓首脳会談へ
の布石に

韓国客船沈没
一人でも多く救い
たい

高齢人口２５％
独り暮らし対策は
待ったなし

韓国客船沈没　な
ぜ避難が遅れた
のか

温暖化報告書　１
００年後の子孫の
ために

公務員制度改革
「公正な人事」が
大前提だ

秘密の監視―国
会が、やるのだ

働き手人口減少
国挙げ社会の激
変回避を

道路老朽化に対
する「最後の警
告」は重い

中国の成長鈍化
改革の痛みにひ
るむな

電力経営悪化　エ
ネルギー政策全
体の課題だ

公務員制度改革
能力本位の公正
人事を

小泉・細川共闘
風より「草の根」
大切に

広島核軍縮会合
被爆地訪問本気
で求めよ

ＳＴＡＰ騒動―あ
おり競争で細る社
会

ウクライナ緊迫
露への圧力強化
で結束を

中国経済揺らす
改革の痛み

人口減と高齢化
悲観しないで生き
よう

ウクライナ緊迫
露は軍事的圧力
を強めるな

働き手の減少　高
齢者が活躍する
契機

台湾学生退去
運動は終わって
いない

特養待機者　介
護支援に手だて
尽くせ

配偶者控除―働く
「壁」はなくそう

担任の入学式欠
席　教師が優先す
べきは何か

地域の実情に応
じた人口減対策を

歳費と公務員給
与　「身を削る」は
どうした

農協自己改革案
本業の生産性を
向上できるか

ＴＰＰ日米協議
譲れないから「聖
域」だ

従軍慰安婦問題
日本側の努力も
伝えよ

鳥インフル対策
早期の封じ込め
に全力を

日本郵政株―あ
いまい上場は無
責任

温暖化対策　今
は原発を動かすと
きだ

グーグルに問わ
れる情報管理

プロ野球統一球
品質管理が甘
かった

グーグル流出　テ
ロへの危機意識
が足りない

生物多様性条例
理念を吹き込む
覚悟を

ドイツは失敗した
か＜６＞　脱原発
という合理主義

ウクライナ緊迫
クリミアの再現許
されぬ

地球温暖化―対
策は待ったなしだ

鳥インフルエンザ
業者の協力で対
策万全に

集団的自衛権行
使の条件を詰め
よ

広島核軍縮会合
被爆地へ首脳訪
問促せ

核軍縮広島宣言
中国含む多国間
交渉が必要だ

鳥インフル　警戒
怠らず対策徹底
を

改正少年法　更
生の理念忘れぬ
よう

鹿児島２区補選
「政治とカネ」議論
深めよ

就学援助削減―
格差拡大につな
げるな

独居高齢者　増
やさぬ取り組み今
から

ＣＯ2削減へ議論
を深めよう

地球温暖化対策
危機回避の道筋
描く時

竹富町の教科書
法改正の趣旨踏
まえた対応に

Ｇ２０財務相会議
ウクライナ支援着
実に

ドイツは失敗した
か＜５＞　染みだ
した核のごみ

諫干開門問題
国は座視したまま
なのか

2014/4/14

規制改革―一覧
シートが必要だ

竹富町の教科書
法の無視は認め
られない

Ｇ20はウクライナ
支援を着実に進
めよ

北朝鮮　路線転
換が不可欠だ

Ｇ２０共同声明
ウクライナ支援で
協調したが

裁判員と死刑　量
刑の誤りをどう防
ぐ

広島非核会合―
これで廃絶近づく
か

ＸＰサポート終了
「まだ使える」が危
機招く

電気自動車の革
新に注目を

内閣人事局　機
能するかは運用
次第

公務員改革法
官邸主導の人事
が試される

ハーグ条約発効
在外公館も積極
関与を

エネルギー計画
―これがメッセー
ジか

内閣人事局　「国
益より省益」打破
せよ

台湾議場占拠
歓迎したい平和
的決着

エネルギー計画
福島忘れた原発
回帰だ

台湾学生運動―
中国に響け、自由
の声

ウクライナ東部
露の介入阻止す
る支援を

エネルギー計画
これは計画に値し
ない

みんなの党　問わ
れるのは存在意
義

金正恩体制―経
済再建に専念せ
よ

拉致再調査　制
裁緩めず約束守
らせよ

「脱デフレ」へ企
業は変化を先取り
しよう

教育委員会改革
首長との連携生
かす仕組みに

集団的自衛権
乱暴すぎる首相
の手法

金正恩体制　矛を
収めて外交進め
よ

少年法改正―更
生の視点をつらぬ
け

野党の責任　国
益害する迷走目
に余る

子の利益最優先
で条約運用を

福島の放射線
帰還住民の不安
に応えたい

相次ぐ無投票　選
挙こそ自治の基
本だ

ドイツは失敗した
か＜４＞　電力会
社が勝てぬもの

投資家保護―安
易な緩和は許さ
れぬ

エネルギー計画
原発含め明確な
将来像を

米軍のアジアへ
の関与をどう強め
るか

ＳＴＡＰ問題　外部
の目で真相解明
を

ＳＴＡＰ問題　「反
論」は説得力に欠
けている

小保方氏会見
自ら「再現」してみ
せよ

小保方氏会見
研究姿勢が疑念
招いた

ＳＴＡＰ細胞　真偽
の証明尽くしてこ
そ

安倍政権の絆―
ガラパゴス化が心
配だ

米中国防相会談
自らの挑発は忘
れたのか

目に余る臨床研
究の不祥事

原子力協定　核
拡散の懸念が拭
えぬ

ウクライナ混乱
これ以上許せな
い露の介入

農協改革論議
欠かせぬ北海道
の視点

ドイツは失敗した
か＜３＞　エネル
ギー不安に備え

最高裁新長官
萎縮せずに使命
を果たせ

ウクライナ緊迫―
ロシアは介入をや
めよ

朝鮮学校への補
助　是正ないまま
公金使うな

超高速株取引を
直視し市場の質
高めよ

ウクライナ混乱
ロシアは介入自
制せよ

日米防衛相会談
「北」への共同対
処を強化せよ

北海道空港社長
「天下り」を断つ契
機に

国民投票法改正
改憲前のめりが
心配だ

国民投票法改正
「宿題」は片付い
ていない

廃炉新会社―ここ
が東電の「本丸」
だ

日米韓連携　対
北で再活性化を
確実に

私的年金の活性
化も必要だ

外国人労働者拡
大　まず実習制度
を見直せ

国民投票法改正
７党合意の提案
は確かな一歩

ウクライナ混迷
外交解決の動き
加速を

日豪首脳会談
貿易と軍事切り分
けて

製薬会社不正
「ゆがんだ関係」
を改めよ

日豪ＥＰＡ―ＴＰＰ
交渉の突破口に

日豪ＥＰＡ合意　Ｔ
ＰＰ前進につなげ
たい

アジア地域の安
定築く日豪ＥＰＡ
合意

日豪の経済連携
ＴＰＰの打開に生
かせ

渡辺代表辞任　８
億円の使い道が
まだ不明だ

日豪ＥＰＡ　農家
の不安顧みぬ合
意

渡辺代表辞任　８
億円使途解明を
急げ

渡辺代表辞任　そ
れでも疑惑は拭え
ない

渡辺氏の借金―
辞任で落着とはな
らぬ

渡辺代表辞任
疑惑への説明責
任は残る

党首辞任はけじ
めにならない

渡辺代表辞任
不信に沈んだ個
人商店

日豪ＥＰＡ合意　Ｔ
ＰＰ交渉も市場開
放決断を

渡辺代表辞任　カ
ネの流れ明確に
語れ

ドイツは失敗した
か＜２＞　何が家
計にやさしいの

牛肉関税削減
十分な国内生産
者対策を

黒田緩和１年―
自縄自縛の危うさ

臨床研究不正
患者本位の医療
忘れるな

「新卒一括」採用
は本当に効率的
か

タカラヅカ１００年
夢舞台、海外へ
飛躍を

温暖化報告書
排出削減策と適
応策を両輪に

エネ計画案　脱原
発の願い裏切っ
た

特養待ち増加　あ
らゆる受け皿つく
れ

女性の活用　多
様な価値観を認
めよう

最高裁新長官―
試される司法の
役割

閣議の議事録
公開にふさわしい
議論を

ＮＩＳＡを普及させ
るには

高齢者の負担増
政治が先送りした
ツケ

特養待機者急増
在宅支援の拡充
が不可欠だ

調査捕鯨敗訴
転機にどう立ち向
かう

ドイツは失敗した
か＜１＞　風や光
で走る“新幹線”

強制連行訴訟
関係改善の中で
解決探れ

集団的自衛権―
砂川判決のご都
合解釈

津波注意報　実
践的訓練に生か
したい

ウクライナ発の経
済混乱を各国は
防げ

視点　子どもとス
ポーツ

水循環法成立
外資の森林買収
に目光らせよ

米大統領来日へ
信頼関係の再構
築から

南海トラフ対策
憂いなくす備えが
必要だ

技能実習拡充―
これでは出稼ぎ労
働だ

集団的自衛権
危うさはらむ限定
容認論

大学入試改革を
失速させるな

国家戦略特区
看板倒れの懸念
拭えぬ

臨床研究不正
製薬企業と医師
の根深い癒着

強制連行提訴
急がれる包括的
な解決

異次元緩和１年
出口が見えるの
はいつか

領土の教育―冷
静に、しっかりと

外国人労働者
安易な移民論と
切り離せ

新廃炉組織は汚
染水漏れを繰り返
すな

ＮＨＫ　政治と距
離保つ改革を

小学教科書検定
自国領土の学習
が欠かせない

小学教科書検定
冷静な見方を養
いたい

集団的自衛権
「限定容認」という
詭弁

異次元緩和１年
出口が見えるの
はいつか

特養入居待ち―
参入拡大に知恵
を絞れ

小学校教科書
領土理解へ授業
も工夫を

学生運動が映す
台湾の民意

教科書　複眼的
思考力を養おう

渡辺氏の８億円
「策略」とは論点
のすり替えだ

臨床研究不正
産学癒着の根絶
たねば

「食害」対策　災い
転じ、村の元気に

原子力協定承認
原発事故の教訓
はどこに

臨床研究不正―
患者を食い物に
するな

中国観艦式と米
国　同盟の重視を
歓迎したい

地球温暖化のリ
スクから目をそら
すな

ノバルティス不正
患者への背信行
為だ

集団的自衛権
限定容認論で合
意形成を図れ

大間原発訴訟
司法の姿勢も問
われる

大間原発提訴
対岸の火事どころ
では

福岡雇用特区
創業支援で成長
の弾みに

ＮＨＫ経営委―監
督責任を果たせ

医療・介護法案
「在宅」支援さらに
充実を

帰還住民の不安
拭う支援を

黒田緩和１年　追
加は害多く益なし

日銀短観　消費
増税の反動どう乗
り切る

国民投票法改正
残った宿題の解
決急げ

アンデルセン賞
子どもに夢これか
らも

ベビーシッター
再発防止へ基準
づくりを

武器輸出緩和―
平和主義が崩れ
ていく

羽田の機能拡大
名前通りの「国際
空港」に

平和理念を傷つ
けぬ武器輸出の
運用を

渡辺氏の８億円
開き直りは許され
ない

最高裁新長官
違憲審査権の適
切な行使を

集団的自衛権
限定容認論は通
らない

調査捕鯨敗訴
段階的縮小もや
むなし

ＳＴＡＰ論文　個人
の不正で済ませ
るな

欧州の右翼―政
治は難題を避け
るな

武器輸出新原則
積極平和に資す
る活用を

捕鯨の現実を見
つめ直そう

武器三原則転換
紛争の助長を憂
慮する

調査捕鯨敗訴
水産資源の管理
を戦略的に

ＪＲ新体制　東日
本はサポート役だ

温暖化報告書
後戻りはまだでき
る

日朝協議　「分断
戦略」には警戒せ
よ

ＳＴＡＰ論文―理
研の責任は重い

国際捕鯨裁判
生態把握の手段
が消える

論文不正は第三
者が徹底した真
相究明を

ＳＴＡＰ不正　真相
解明とは言い難
い

防衛装備３原則
移転の透明性確
保が重要だ

武器輸出新原則
高まる紛争助長
の恐れ

ＳＴＡＰ不正　科学
への誠実さ忘れ
ず

武器輸出新原則
平和国家の信頼
を損なう

調査捕鯨中止―
政策を転換する
時だ

ＳＴＡＰ論文　科学
と組織の信頼回
復を

北の分断工作に
惑わされるな

調査捕鯨で敗訴
南極海から撤退
決断を

ＳＴＡＰ問題　再発
防止へ全体像を
解明せよ

「ＳＴＡＰ」不正　信
頼失墜の責任は
重い

武器輸出新原則
厳格な歯止めが
必要だ

調査捕鯨　あり方
考える良い機会
だ

習氏南京発言
事実をもって反論
重ねよ

東電会長に就く数
土氏の責任と課
題

「袴田再審」入れ
ず　納得できぬ検
察の判断

日朝政府間協議
まずは軍事的挑
発を自制せよ

避難指示解除
地域分断を招か
ぬよう

増税スタート　混
乱防止へ万全の
態勢を

東日本大震災
議会の役目／重
要性増すチェック
機能

2014/4/8

原発回帰の危険
な道　新エネル
ギー基本計画

エネルギー計画
／白紙から見直し
た姿なのか

エネルギー計画
「原発活用」は現
実的な戦略だ

複眼思考でエネ
ルギー政策進め
よ

2014/4/1
１７年ぶり消費増
税―改革の原点

2014/4/6

2014/4/10

2014/4/5

2014/4/3

2014/4/2

2014/4/4

調査捕鯨敗訴／
「文化」守りつつ
政策転換を

2014/4/15
外国人雇用拡大
／一時しのぎで済
む問題か

ウクライナ危機／
４者合意に基づく
行動望む

2014/4/19

2014/4/13

東日本大震災
滞る土地収用／
与野党案は復興
に資するか

2014/4/7

2014/4/18

2014/4/17

2014/4/16

増税と暮らし／低
所得層の「痛み」

国民の痛みに心
を砕け　きょうから

温暖化の影響／
被害軽減策の検
討を急げ

日豪ＥＰＡ合意／
決議に背く譲歩の
始まりか

国民投票法改正
／選挙権年齢１８
歳こそ早急に

津波注意報／先
入観捨て備えを
続けよう

休み

市民マラソン　地
域の協力得て育
てたい

東日本大震災
災害研３年目／
命守る研究・発信
に全力を

冤罪はだれが防
ぐ　週のはじめに
考える

原子力政策　福
島が原点と言いな
がら

ＳＴＡＰ論文問題
／理研は再調査
し解明尽くせ

渡辺氏に８億円／
納得できる説明を
早急に

集団的自衛権／
限定容認、歯止
めにならず

集団的自衛権
「限定容認論」は
無理筋だ

集団的自衛権
限定容認論のま
やかし

民主主義のルー
ルとは　週のはじ
めに考える

2014/4/9

いじめ第三者委
／責任自覚し迅
速な調査を

地域の消滅／危
機は間近に迫っ
ている

秘密監視機関／
懸念軽減へ機能
の充実図れ

2014/4/11

2014/4/12



宝塚歌劇　「すみ
れの花」次の１００
年も

新人の意欲をそ
がぬ職場に

地球温暖化報告
被害見越した対
応急げ

習氏「南京」発言
一方的な主張は
看過できない

飯塚事件　「有
罪」は揺るぎない
か

水俣病賠償判決
「第２世代」の救
済も急げ

2014/4/1 税―改革の原点
に立ち返れ

所得層の「痛み」
どうする

を砕け　きょうから
消費税８％
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